















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　暗き闇やみの底。

　人も、魔物すらも近寄らない洞どう窟くつの奥深く、その人物はいた。

　全身を白のローブで包み、流れる銀の髪はまるで夜に輝く月のように周囲を照らし、光一つない闇中ですら輝いていた。

　だが、その人物の胸の内に潜ひそむ闇は、周囲の闇よりもなお深く暗い、憎悪という暗黒に囚とらわれていた。

「……ＳＳランク魔物ベンヌ」

　闇の中、その人物が呟つぶやく。

「アジ・ダハーカ。ベヒモス。我が手に残った四体のＳＳランク魔物の内、三体が失われたか……」

　その男──銀の髪を持ち、右手には紅あかい刻こく印いんを宿らせた〝刻印の魔女〟アンスールが静かに呟く。

「これで残るはお前のみとなったな。ジズ」

「…………」

　ジズ。そう呼ばれたのはアンスールの背後に控ひかえていた一人の人物。

　暗闇の中では、その性別はおろか輪りん郭かくすらもハッキリとはしない。まるで影のようにアンスールに付つき従したがい、片かた膝ひざをついていた。

「キョウという存在に気を取られすぎていたということか。元より私の目的は六大勇者への復ふく讐しゆう。最初からあの者を無視し、当初の目的に集中するべきであったか……」

　そう言って悔くやむように拳こぶしを握にぎるアンスールに対し、後ろで控えているジズは何も答えない。

　アンスール自身も答えが返ってくることを期待はしていない。しばし拳を握り締めた後、それを解くと洞窟の天てん井じようを見上げながら呟く。

「……もはや私に残された戦力が限られている以上、やるべきことは一つだ」

　そのアンスールの言葉と共に、それまで片膝をついていたジズがゆっくりと立ち上がる。

　暗闇の中、その者が見せた瞳ひとみはまるで夜空に浮かぶ赤い月のように妖あやしく、冷れい酷こくに輝いていた。

「残る全戦力をもって──かの勇者を潰つぶす」

「…………」

　そのアンスールの宣言にジズは静かに頷うなずく。

　やがて両者の間に魔法陣が敷かれると、それは二人の体を包み込み、その姿を消し去った。

　闇の中、僅わずかに残った魔法の残ざん滓しが光の粒子となり、あたりに散らばる。

　人知れず世界の裏側より暗躍を重ね続けた〝刻印の魔女〟が、その全戦力をもって、最後の侵攻を開始したことを、この時点ではまだ誰だれも知らずにいた──。
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「ここが第三大陸ビナーか」

　港にたどり着き、そのまま街の外へと出たオレは、目の前に広がる雄大な自然の景色に感かん嘆たんの息を漏もらしながら、そう呟つぶやいた。

　少し前までオレ達はこの大陸の隣となりにある、雪と氷に覆おおわれた第二大陸コクマーにいた。

　そこは魔物と人間が共存するまさに理想の王国であり、オレ達はそこで魔物達に調教を施ほどこしている〝魔獣勇者〟シン・ド・バードと出会い、彼から世界樹の宝石を受け取ることに成功した。

　いやまあ、正確には彼ではなく彼女なのだが、そこらへんは色々と割かつ愛あいさせて頂く。

　オレは六大勇者が持つとされる世界樹の宝石を手に入れるべく、様さま々ざまな大陸を渡っていた。

　すでにこれまで四人の勇者と出会い、様々な紆う余よ曲きよく折せつを経験しながらも、無事に世界樹の宝石を譲ゆずり受うけ、その数は四つとなっていた。

　そして、この第三大陸ビナーでは五人目の勇者と会うべく、その地を踏みしめている。

　オレの後ろには、旅路に協力してくれた仲間達がいた。

　少女剣士のリリィに、オレが栽培したジャック・オー・ランタンのジャック、同じくオレが栽培したＳＳランク魔物バハムートことムー。それにワイバーンのバーンに、魔王の娘であるスィ。

　そして、オレの胸ポケットにはマンドラゴラのドラちゃんもいる。

　彼らと協力しあい、ここまで来たオレ達であったが、現在そのうちの一人が明らかに元気のない様子で顔を俯うつむかせていた。

「……大丈夫か？　リリィ」

　彼女の様子に思わず声をかける。

　リリィは一瞬驚いたように顔をあげると、そのまま慌あわてた様子で答える。

「え、な、なに？　べ、別に普通よ。何でもないわよ。急になによアンタらしくないわね」

　そう言って笑うリリィであったが、それはオレから見ても愛あい想そ笑わらいであるのが分かるほど不器用なものであり、かえってリリィの心配をしてしまう。

　無む論ろん、彼女の様子がおかしいのにはちゃんとした理由があった。

「……やっぱり久しぶりの帰郷は辛つらいか？」

「…………」

　そう、この第三大陸ビナーはかつてリリィが住んでいた故郷であった。

　しかし〝刻こく印いんの魔女〟アンスールがこの大陸に現れ、彼によってリリィの故郷は滅ほろぼされたと聞く。

　そのため、ここはリリィにとってはかつてのトラウマを想そう起きさせる場所になってしまった。彼女の落ち込んだ様子も当然である。

「なんだったら無理せずにお前は休んでいても……」

「──何言ってんのよ」

　リリィの心配をし、思わずそう声をかけるオレであったが、リリィはすぐさまいつもの表情に戻ると、何でもないとばかりに笑った。

「相棒であるアタシが付いて行かないと、いざって時にアンタだけじゃ頼りないでしょう？」

「リリィ……」

　そこには自分のことよりもオレの身を案じるリリィの想おもいがある。そんな彼女らしい言葉にオレは思わず苦笑を浮かべる。

「そうだな。お前がいないと戦力的にも不安だしな。今回もよろしく頼むよ」

「任まかせなさいよ。前の大陸じゃ、あんまり役に立てなかった分、今回はアンタの力になるから。……ただ」

　そう言って腕をまくってみせるリリィが、どこか申し訳なさそうに顔を背そむける。

「首都に行く前に行きたい場所があるの」

「どこにだ？」

「……アタシの故郷」

　リリィの呟きに、オレは息を飲んだ後、静かに頷うなずいた。

「──分かった。それじゃあ、まずはそこに行こう」

　そこはリリィにとって避さけてはならない場所。

　彼女のトラウマ、全すべての因いん縁ねんの始まりの場所。

　ならばこそ、今一度彼女自身の目で見る必要がある。

　オレが頷くも、しかしリリィは慌てたようにそれを止める。

「待って。故郷に行くのはアタシだけで十分よ。アンタ達は先に首都に行って、この大陸の勇者に会ってきなさいよ」

「いや、だけど、お前一人じゃ危ないんじゃ？」

「なーに言ってるのよ。アンタには世界樹の種を集めるって目的があるんでしょう。それに早くしないと残った四本の大樹に負ふ荷かがかかって、いつ倒れるかも分からないんでしょう？　スィちゃんのためにもアンタは種集めに集中しなさいよ」

　そのリリィの言葉にオレは思わず、隣にいるスィを見つめる。

　そうだった。魔王であるスィはこの世界の世界樹と命を連結している。

　今はまだ四本あるので世界の基き盤ばんも、スィの命も支ささえられているが、これ以上減ると、世界やスィに対して大きく影響する。

　そうさせないためにもオレは全ての世界樹の種を集め、それを再び植えることで、このギリギリの状態から回復させなければならない。

　当のスィは何のことかよく分かっていない様子でオレのことを見つめ、笑顔を向けていた。

「そういうわけだから、故郷への帰国はアタシ一人で問題ないわ。幸い、この大陸の魔物は他ほかよりも凶暴性も低くて、滅めつ多たに人を襲わないから一人でも安全よ」

「そうか。なら、いいんだが」

　確かに言われてみれば、先程から魔物の姿は影も形も見えない。

　今までは街の外に出てしばらくすれば魔物に遭そう遇ぐうしたり、見かけたりしたものだが、この大陸に来てから魔物は一切目に入っていない。

　つまりはそれほど安全な大陸ということなのだろうか？

「とりあえず、アタシは故郷に戻って、そこで気持ちの整理をつけたらすぐに追いつくから。アンタは先に勇者と会談を始めていなさいよ」

「分かった。それじゃあ、オレ達は先に首都の方へ行ってる。リリィも気持ちが落ち着くまで故郷にいていいからな」

「ええ。……ありがとう、キョウ」

　オレの気き遣づかいに対し、リリィは僅わずかに顔を伏ふせながら笑みを浮かべると、そのまま照れくさそうに顔を背ける。

「じ、じゃあ、行ってくるね！」

「おう、気をつけて行ってこい」

「こっちはオレらに任せておきな。嬢じようちゃんが戻るまでは、兄ちゃんはオレが守るから」

「リリィさん、お気をつけて！」

「リリィお姉ちゃん、早く戻ってきてねー！」

　リリィに対し、それぞれ別れの言葉を告げるジャック、ドラちゃん、ムー。

　そして、オレの隣にいたスィがリリィの足元に行くと、彼女の足にしがみつきながら告げる。

「……はやくかえってきてね。ままー」

「へっ!?　ま、ママ!?」

　スィの思わぬ一言にリリィだけでなくオレまで噴ふき出だしてしまった。

「え、ええと、スィちゃん。ママってアタシのことかな……？」

「？　ままっていったらダメ？」

「い、いや、ダメじゃないけれど……」

　そう言って、こちらを見上げるリリィの視線とオレの視線が絡からまった。

　その瞬間、えも言われぬ恥ずかしさにとらわれ、オレもリリィも互いに顔を赤くしてそっぽを向いてしまう。

「う、うん、分かった。そ、それじゃあ、なるべく早く戻るから」

「うん！　はやくままとぱぱといっしょにこうどうするー！」

　スィにとってはオレは文字通り育ての親なので、だからこそパパと呼ぶ。

　そして、そんなオレといつも一緒に行動し支えてくれた相棒のリリィをママと呼ぶのも道理かもしれない。

　そんな無邪気なスィの言葉に、しかしオレは悪い気はせず照れくさい笑みを浮かべながら、二人を見守る。

　リリィもオレと同じ気持ちだったのか、僅かに頰ほおを赤らめながらスィの頭を優しく撫なでた後、こちらに一いち瞥べつを送り、そのまま街道へと走っていく。

　その背中からは多少の照れくささが見てとれた。

　リリィの背中が見えなくなるのを確認すると、オレは港で購入したこの大陸の地図を広げ、首都の場所を確認した後、ムーへと呼びかける。

「それじゃあ、ムー。いつもの頼むよ」

「はーい！　任せてよ、お兄ちゃん！」

　呼びかけると同時にムーは少女の姿から、たちまち全長六メートルはある巨大なシャチへと変化する。

　オレ達全員が背中に乗るのを確認するとムーの体がゆっくりと地面から浮かび上がった。

「よーし、それじゃあ、このままビナー大陸の首都に向け一直線だ！」

「おー！」

『きゅうー！』

　オレのかけ声に対しジャック、スィ、ムー達が反応し、そのまま風を切るようにムーが宙を泳ぎ始める。心地よい風を受けながらオレ達は首都への移動を楽しむのであった。





　　　　◇　◇　◇






「ここが首都か」

　オレ達は何の障害もなく、すんなりと首都に到着した。

　これまでなら道中何かしらあったのだが、今回に限りそうしたイベントもアクシデントもない。

　リリィの言う通り、この大陸はこれまでオレが訪れた中でも、かなり平和な大陸のようだ。

　実際、首都にたどり着くまで眼下の景色を見ていたが、魔物の姿を見かけることがなかった。

　今までなら地上や空中に魔物の姿がチラホラと見えたのだが、この大陸に限っては影も形もない。

　この大陸の魔物はよほど人前に出ないのか、人里から離れた場所に生せい息そくしているのだろうか？

　そんなことを思いながら、オレ達は門を潜くぐり、首都の中へと足を踏み入れる。

　まず目に入ったのは活気に溢あふれた広大な街の景色と、そこを行ゆき交かう人々の姿であった。

　この間までいたコクマー大陸の首都もかなりの活気を見せていたが、この大陸の首都もなかなかどうして負けていない。

　大通りにはいくつもの露店や店が立ち並び、そこを様々な人間が行き交い、賑わいを見せている。

「よお、アンタ達。旅の人かい！」

「あ、はい」

「だったら、この大陸の名物サラマンダーの尻尾しつぽ焼やきを食べていきな！　こいつはこの大陸でしか取れない魔物だからな！　濃のう厚こうな味わいに病みつきになるぜ！」

　そう言って露店にいた商人がオレ達に差し出したのは、トカゲの尻尾を串くし焼やきにしたものであった。

　とはいえ、大きさはタコの触しよく手しゆくらいあり、こんがりと真まっ赤かに焼きあがった肉からは香ばしい匂においが漂ただよい、普通に美お味いしそうに見えた。

「へぇ、そうなんですね。じゃあ、それ一つもらいます」

「あいよ！　冷めないうちに食べな！」

　折せつ角かくなのでオレはその商人さんオススメのサラマンダーの尻尾焼きを全員分購入して頂くことにした。

「わぁ、美味しそう！」

「いただきまーす！」

　隣ではスィとムーが笑顔を浮かべたまま、手に持ったサラマンダーの尻尾焼きにかぶりつく。

　そうして、口をモグモグとさせる二人であったが、すぐさま笑顔を引っ込めて、どこか腑ふに落おちないといった表情を浮かべる。

「……あんまりおいしくない……」

「むぅ、なんだか味が薄いかも……」

　そう言って落らく胆たんした様子の二人を見て、オレも思わず手に持った尻尾焼きを口にする。

　……うーむ。

　確かに言われてみるとあんまり美味しくないな。

　見るとオレの隣にいたジャックも渋しぶい顔をしている。

「兄ちゃんの栽培した魔物ばかりを食べているオレ達だから舌が贅ぜい沢たくになってるのかもな。だがまあ、だとしてもこいつは病みつきと言える程の味ではないなぁ……」

　そう言って肩をすくませるジャック。

　確かに普段からオレ達がいいものを食べているせいで、舌が肥こえている可能性はある。

　けど、なんだろうな、この味。

　食べられなくはないんだが、美味しくはない。若じやつ干かん機械的な味とでも言うか。

　しかし、これがこの大陸のメジャーな魔物となると、この大陸の魔物は全般的にあんまり美味しくないんだろうか？

　そんなことを思いながらもオレは折角買ったのだからと、もったいない精神で最後まで食べきるのでした。




「ここが王城か……」

　あれからオレ達は街の大通りを抜け、その先にある白はく亜あの王城へとたどり着いた。

　そこでもう恒こう例れいとも言える、門番がオレ達にいつもの声かけをしてきた。

「おや、旅の方ですか。この城に何か御ご用ようですかな？」

　丁てい寧ねいな物もの腰ごしでこちらの用件を聞く兵士に対し、オレは懐ふところからシンが書いてくれた紹しよう介かい状を渡す。

「こちら、勇者シン・ド・バード様からの紹介状です。よろしければ、この城にいる勇者様にお会い出来ないでしょうか？」

「ふむ。シン様からの書状ですか」

　門番はオレから書状を受け取ると、そのまま「少々お待ちください」と城の中へと入っていく。

　しばらくすると兵士が戻ってきて、開いたままの門へとオレ達を誘ゆう導どうしていく。

「どうぞ、こちらに。この王国の勇者アリババ様がお会いになります」

　兵士のその一言に、僅かに緊張する。会ってそうそう戦いになるということはないだろう。

　少なくとも兵士達の態度からして、こちらに対し敵意を抱いている様子もなかった。

　オレ達はそのまま兵士に案内されるまま城の中を歩く。

　城の内部はこれまでオレが訪れた王城と比較しても広く整備されており、外観と同じ白い装飾の美しい通路が広がっていた。

　そうして、しばらく歩くと目の前に巨大な扉が立ちはだかり、その前に兵士が立つと扉の向こうに向け声を張り上げる。

「女王モルジアナ様！　並びに魔学勇者アリババ様！　件くだんの人物を連れてまいりました！」

　声が響いた後、僅かな沈ちん黙もくを経へて扉が開き、その先の光景が目の前に広がる。

　そこは映画などでよく見るような荘厳で華美な王の間。

　天てん井じようには美しい造形のシャンデリアが飾られ、赤い絨じゆう毯たんの先にはそれと同じ真しん紅くの玉座。そこに一人の女性が慎つつましく座っていた。

　年齢は恐らく二十歳に入るかどうかくらい。

　肩口で揃そろえた赤い髪に、それと同じ真紅の瞳ひとみの持ち主。

　眉まゆは弱気に下さがりになっており、緊張しているのか下した唇くちびるを嚙かんでいる様子が見られる。

　一見するとおしとやかなご令れい嬢じようという雰ふん囲い気きであったが、少し驚いたのはその女性の背の高さ。

　玉座に座っているため、正確な身長は分からないが、多分オレよりも高いのではないかと思える足と腰の長さがあった。

　しかし、それは彼女のプロポーションに抜ばつ群ぐんに合っており、まさに背の高いモデル体型として性別問わず憧あこがれを抱かせそうなスタイルであった。

　言うまでもなく胸の大きさもかなりのものであり、ドレスの上からでも分かるその大きさにオレは思わず視線がそちらに行ってしまった。

「あ、え、えっと、よ、ようこそ、我が城ビナー城へ。か、歓かん迎げいいたします。わ、私は女王のモルジアナと言います。以後、よ、よろしくお願いいたします」

　と、慌てた様子で女王モルジアナさんが挨あい拶さつする。

　予想よりも可愛かわいらしい声に驚くものの、オレも彼女の挨拶に応こたえるように自己紹介をする。

「あ、いえ、こちらこそ。どうも。キョウといいます。魔物栽培士で魔物を栽培しながら各地を旅しています。以後お見知りおきを」

「！　ま、魔物の栽培をしているのですか！」

　オレの自己紹介に対しモルジアナさんは何な故ぜだか慌てた様子でそう問いかける。

「え、ええ、まあ」

「そうなんですね。それはまた……すごい、ですね」

　そう言って何やら頷くようにモルジアナさんは小さく呟く。

　なんだろうか？　もしかして興味があるのだろうか？

　そう思いながらもオレが彼女に問いかけるよりも早く、その隣に待機していた一人の男がこちらに近づく。

「ようこそ、魔物栽培士キョウ殿どの。君がここへ訪れるのを私も待ち望んでいたよ」

　そう言ってオレ達の前に現れたのは全身を白いローブで包んだいかにも魔術師といった風ふう貌ぼうの男。

　ご丁寧に頭にもフードをかぶっており、その様はいつかのアンスールの事を思い出させた。オレは知らず警戒してしまう。

　そんなこちらの様子に気づいたのかどうか分からないが、フードの下に見えた唇が笑みを浮かべると、ゆっくりとかぶっていたフードを脱ぎ去る。

　その下から現れたのは片目を金の髪で隠した男性だった。もう片方の目にはモノクルと呼ばれる片かた眼鏡めがねがかけられている。

「紹介させて頂こう。私の名前は〝魔学勇者〟アリババ。君達が求める世界樹の種を持つ勇者だ」

　アリババ。そう名乗った男は勇者というよりも、まるで学者や魔術師のような姿でオレ達を迎え入れてくれた。

「あ、こちらこそ初めまして。そのあなたが持っている世界樹の種についてお話があるのですが……」

「それについては理解している。君のこれまでの行動は密ひそかに私の方でも監視させてもらっていたからね」

　監視とな？　思わぬセリフにオレはドキリとする。

　そんなオレの反応を楽しむかのようにアリババは薄い笑みを浮かべると、背後にいるモルジアナさんの方を振り返る。

「モルジアナ様。彼らは私がもてなしたいと思います。元より彼らが用があるのは私の方です。よってしばしの退席をさせて頂きますが、よろしいですかな？」

「あ、え、ええと……」

　アリババからのそんな発言に対し、モルジアナさんはどこか困惑したように口をパクパクとさせる。

　しかし彼女の困惑をまるで意に介した様子もなく、アリババはそのままオレ達の方へと振り返った。

「では、私の私室へと案内しよう」

　そう言ってアリババは女王の許可を取ることなく、オレ達を先導するように勝手に前を歩き出す。

　そんなアリババの行動にモルジアナさんは引き止めようと手を伸ばすものの、すぐさまそれを引っ込ませ、うなだれた様子のまま俯いてしまう。

　正直、アリババのモルジアナさんに対する態度は一方的というよりも、まるで主導権を誇こ示じするみたいであまりいい気分はしなかった。

　だが、この世界における勇者という存在は、一国の王よりも権力が上な場合があると聞いたことがある。

　それがこの大陸におけるアリババの地位ということなのだろうか？

　そう思いながら、オレは前を歩くアリババを見失わないよう、慌てて玉座の間から退出するのだった。
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「さて、まずはくつろいでくれたまえ。すぐにお茶を用意しよう」

「あ、いえ。お気遣いなく」

　オレ達を私室へと招待したアリババは、そのままオレ達を椅い子すに座らせると棚からティーセットを取り出し、乾燥させた何らかの葉をティーポットに入れると呪じゆ文もんを唱となえ、温まったお湯をポットへと注そそぐ。

「この大陸で採とれる魔物の葉から抽ちゆう出しゆつした飲み物だ。以前、君が大料理大会で見せたお茶からヒントを得たものだ。あれ以来、各大陸では君が編あみ出だした料理法が広く使われている。この世界の文明進化に協力してくれたことに改あらためて礼を言わせてもらうよ」

「い、いえ、それほどのことは」

　思わぬアリババからの賞賛にオレは柄がらにもなく照れながら、彼から差し出されたお茶を手に取る。

　さすがに毒は入っていないと思うが……恐る恐るそれを口に運んだオレは、アリババが淹いれてくれたお茶の味を確かめる。

　……うーむ。街で食べた料理もそうだったが、このお茶もなんというか味が薄いな。

　消しよう耗もうしているというか、なんとも微び妙みような味だ。

　それは隣にいるスィやムー達も同じだったようで、明らかに嫌な顔をした後、一口で飲むのをやめた。

　うむ、さすがは子供。自分の感覚に正直だ。

「おや、この味はお子様には早かったかな」

　一方のアリババはそんなこちらの思考に気づいていないのか、そう解かい釈しやくした後、自分で注いだお茶を美味しそうに飲む。

「さて、それでは本題に入ろうか」

「あ、はい」

　アリババはそう言うと、持っていたお茶をテーブルに置き、オレと向かい合うように椅子に座りなおす。

「君は各大陸の勇者と会い、彼らが持つ世界樹の宝石を受け取っているらしいな」

「その通りです。ですので、アリババ様がお持ちの世界樹の宝石も頂けないでしょうか？」

「ふむ……」

　オレからの頼みに対し、唇を閉じ、顎あごに指を当て考えるような素そ振ぶりを見せるアリババ。

「勿もち論ろん。タダで頂けるなんて虫のいいことは考えていません。これまでは各大陸の勇者様に協力することで、その報ほう酬しゆうとして宝石を頂きました。ですので、オレ達でアリババ様に何か協力できることがあれば是ぜ非ひおっしゃってください」

「……それは例の魔物栽培能力を使ってのことかね？」

「はい、その通りです」

　問いかけるアリババに対し、オレは間かん髪はつ入いれず答える。

「ご存知かどうかは分かりませんが、オレはこれまでこの魔物を栽培する能力で各大陸の勇者様に少なからず貢こう献けんをしてきました。足たりない食材、欲しい加工品、必要な魔物。そうしたものがあれば必ずオレがそれを栽培してみせます」

　ハッキリと断言するオレだが、それは見み栄えでも誇こ張ちようでもない事実である。

　様々な土地で栽培を行ったことにより、今やオレの魔物栽培のスキルは最初の第四大陸にいた頃よりも格段にレベルアップしていた。

　別の魔物同士の種を一緒に栽培することで、それぞれの特徴を掛かけ合あわせた新種の魔物を生み出す複合栽培。

　スキルの上昇と、砂漠の大陸や雪の大陸での栽培を経て、今ではどのような場所でも関係なく、他の大陸の魔物を栽培できるようになった。

　更さらにはＳランク魔物やＳＳランク魔物といった、本来ならば長い時間をかけなければならない魔物の栽培も二、三日もあれば栽培を完了できるほど成長速度も増した。

　正直、これまで何度となく無理難題な栽培を提示させられてきたが、その度たびにそれを乗り越え成長してきた。

　今ならば、相手のどんな要求にも応えられる自信がある。

　そんな自信満々のオレに対し、アリババは微笑を浮かべると、事も無げに告げた。

「いや、この大陸において君の力は全く必要ない。よって協力を求めることもないから、宝石を渡すことは出来ないな」

「……え？」

　悪意の一片もない爽さわやかなまでの拒きよ絶ぜつに、オレは思わず唖あ然ぜんとする。

　そして、次にアリババから告げられた言葉にオレは文字通り固まる。

「何しろこの大陸には──〝魔物は存在しない〟んだから」

「……は？」

　その一言にオレだけでなく、同席していたムーやスィ、ジャック、ドラちゃん達も呆あつ気けに取られたように硬直していた。

　え、魔物がいないって、そんなことが？

「君がこの首都に来るまでどのような手段を使ったかは知らないが、この国で魔物と出会うことはあったかね？　あるいは外で魔物を見かけたかね？」

　言われてみれば……最初にこの大陸に来て、首都に向かう間、魔物の気配はおろか姿形さえ見かけなかった。

　ムーの背中に乗っていた間、眼下に魔物の姿が見えることはなかった。

　いや、だが、それでは──！

「ち、ちょっと待ってください。魔物がいないって、それじゃあ人間は生活できないんじゃないんですか!?」

　慌てて立ち上がるオレに対し、しかしアリババは最初と変わらない落ち着いた態度のまま答える。

「いや、そうではない。現に君はこの街の様子を見たはずだよ」

　アリババのその一言にオレは息を詰つまらせる。

　確かに。この街の人達は他の大陸と変わらない生活をしていた。

　どころか、他の大陸と比べても落ち着いた平和な空気が流れており、街には露店や店が立ち並び、魔物を原料にした商品、食材などが所狭しと並んでいた。

　どういうことだ？

　この世界の食材は全て魔物からしか取れない。

　それは無論、加工品などもそうであり、魔物がいないのなら、食材や加工品も取れないはず。

　にもかかわらず街の人達は活気づいていて、食料も商品も問題なく積まれていた。

「これが私がこの大陸で勇者と呼ばれるようになった所以ゆえんだよ」

　戸と惑まどうオレ達に対し、アリババは自信に満ち溢れた笑みを浮かべながら言う。

「現在、この大陸では私が生み出した『魔学』によって食料、加工品、それら全てを生産している」

「『魔学』……？」

　その単語を聞いた瞬間、オレは思わずオウム返しをしてしまう。

　魔学。確か、この人の称号も……。

「魔学とはこれからのこの世界を変える革新的な技術。もはや魔物を糧かてとするのではなく、自らの手で新しい物を生み出す。その第一歩として私のいるこの大陸から全ての魔物を排はい除じよし、人々は『魔学』による自給自足を可能とした。故ゆえに断言しよう。これから先の世界において、もはや魔物は必要ない。いや、むしろ人々に害を与えるだけの存在であり、私はこれを完成させた暁には世界中に『魔学』を普ふ及きゆうし、全ての魔物を排除するつもりだ」

「なっ!?」

　そのアリババの思わぬ宣言にオレは驚きの声を上げる。

　無論それは隣にいたジャック達も同じであり、魔物である彼らは互いに不安そうに目線を交わしていた。

「故に君の力は必要ない。どころか、お払い箱というわけだ。これまでの勇者は君に利用価値を見み出いだしていたようだが、残念ながら私からすれば君の存在は邪魔でしかない」

「…………」

　そう断言するアリババの視線には、こちらを見下すような感情が含ふくまれていた。

　参まいったな。これまで様々な勇者と会ってきて、無理難題を突きつけられたが、それらをクリアすることにより、なんとか絆きずなを深めて世界樹の種を貰もらうことができた。

　そもそもこの世界の食料にしろ、加工品にしろ、全ては魔物からしか取れない。

　だからこそ、その魔物を栽培できるオレはどんなに嫌悪されようとも不必要とは切り捨てられない存在であった。

　しかし、今回に限っては付け入る隙すきがない。

　どころかアリババの言うとおり、この大陸にとってオレは無用の長ちよう物ぶつ。完全に必要外の存在だ。

「六大勇者にも様々な意見を主張するものがいてな。一いち概がいに一枚岩というわけではない。例えば、ロスタムやカサリナ、シンなどはこの世界にとっては魔物は必要だと主張する保守派だ。一方で私を含める残り三人、ザッハークとアラジンはこの世界から全ての魔物を排除するべきだという革新派だ。……もっとも、風の噂うわさによると近頃のザッハークはその考えを改めたらしいが」

　そう言ってアリババは、どこか残念そうにため息をつく。

　確かに、オレが出会った当初ザッハークは大陸から全ての魔物を排除しようとする過激な勇者であった。

　そのため、彼女に対する称号も〝暴ぼう君くん勇者〟という悪名に近いものであった。

　しかし、彼女も様々な出来事を経て、その考えを改めてくれた。

　というよりも、本来の彼女は心優しい民衆想いの女王であった。

　元々魔物とも分かり合えるという意思を持っており、そこを〝刻印の魔女〟アンスールに利用されただけだ。彼女もまた被害者である。

　そんなザッハークのことを思い出すオレであったが、アリババはそこまでの事情は知らないようで、単純に心変わりしたザッハークに失望したような表情を浮かべるだけであった。

「まあ、そういうわけで私は魔物は全て排除するべきだと主張している」

「……それで人々は納得しているんですか？」

「不思議なことを言う。先程も言ったはずだが、君はこの街の様子を見ただろう？　魔物の被害もない。それに恐れることもない。必要な食材や物資、加工品は全て私が新たに生み出し、民衆はそれを受け取る。まさに理想的な王国。これに異を唱えるものがどこにいる？」

「…………」

　確かに前々から疑問には思っていた。

　勇者の中には魔物を全て世界から追い出そうとしている過激派がいると。

　だが、魔物とはこの世界における重要な資源。

　そんなことをすれば自らの自滅を招くだけ。そのようなことをして、果たして民衆が支持するのか？

　しかし、そうではなかった。

　今、オレの目の前にいる〝魔学勇者〟はちゃんとそのことを理解し、すでにそれに対する打開策を作り上げていた。

　いや、だからこそ、魔物はもう必要ないと、このような過激な処置に出たのかもしれない。

　いずれにしても、魔物と戦う危険を冒さずとも食料や加工品が手に入る。

　ならば、疑問を挟む余地はない。

　誰だれしも不必要な争いや戦いなど、望むべくもないのだから。

「……最後に一つ、いいですか？」

「なにかね？」

「その『魔学』による食料や加工品の製造というのは、どうやっているんですか？」

　問いかけた瞬間、僅かにアリババの表情に緊張が走るのが見えた。

「……申し訳ないが、それは極ごく秘ひ事じ項こうでね。この国の者でもない君にそう安々と教えるわけにはいかない」

　それは当然の受け答えであった。

　国の重要な情報をオレのような魔物栽培士に教えるはずもないか。

「まあ、いずれにしろ、分かって頂けたはずだ」

　そう言って、アリババはゆっくりと背もたれに体を預あずけながら会話を切る。

　オレは何も言い返せずにいた。

　実際、アリババの『魔学』によって、この国は平和を手にし、生産も滞りなく行われている。

　ならば、オレが口を挟む理由はない。

　そんなオレの態度にアリババは満足したのか、上機嫌に鼻を鳴らしながら、最後の一言を告げる。

「そういうわけで君の魔物栽培の旅もここで終結だ。我々は君を一切必要としない。ここに滞在するのならば好きにするがいい。魔物のいない平和な国を堪たん能のうするのも悪くはないぞ？」

　立ち上がるアリババを前に、オレは絶対的敗北に打ちのめされていた。
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「よお、そこの兄さん。なんだかしけた顔しているが、疲れているんならこの岩いわ亀がめの栄養エキスなんてどうだい？」

「いやいや、そんなエキスよりも食事したほうが早いだろう。うちの料理は、どれも安全な魔学生産の食材だよ！」

「はーい、いらっしゃい！　今や武器なんて時代遅れ！　このワイバーンの牙きばから作った造形品であなたの家具をより一層引き立てませんか！」

　街を歩くたび、明るく声をかけてくる商人を見ながら、オレはより一層、敗北感を募つのらせていく。

　確かにあのアリババの言うとおり、この街の人達は何不自由ない暮らしをしている。

　よく見れば、街を歩いているのは普通の街人ばかりであり、冒険者や旅人の姿は少なかった。

　それもそうだ。魔物のいない大陸ならば、冒険者がいる必要もない。

　武器や防具もやがては必要なくなる。

　そして、アリババのこの『魔学』による繁はん栄えいが世界中に広がった時、オレの存在も完全に必要なくなってしまう。

　そのことを思い浮かべた瞬間、オレは言い知れない不安と寂さびしさを覚えた。

「……ぱぱ」

　そんなオレの不安な表情を心配したのかスィが上着を引っ張りながら、上うわ目め遣づかいでこちらを見上げる。

「ああ、大丈夫だよ。スィ。今回は言い負かされたけれど、なんとか別の方向からもう一度アリババと交渉して、世界樹の種を手に入れてみせるから」

「……うん」

　無理やり空元気を見せるものの、スィの表情は相変わらずオレを心配していた。

（……というよりも本当ならオレがスィの心配をしないと）

　このまま世界樹の種が手に入らなければスィは……。

　そんな最悪の予想を振り切るようにオレ達は近くの宿屋に入り、宿泊の手配を行う。

　そのまま宿の食堂にて、夕飯を取るものの、やはり味は今ひとつだった。ある程度腹を満たした後、用意された部屋へと行く。

　幸いと言うべきか部屋は三つ取れたため、ジャックとバーン、スィとムー、そしてオレとドラちゃんで分けることにした。

　木造の部屋でベッドや家具も簡素なものであった。

　オレはそのままベッドの上に寝転がると天井を見上げる。

「どうしたもんかなぁ……」

　力なくため息をつき、目を瞑つむる。

　仮にこのままここに滞在したとして、状況が変わるとは思えない。

　だからといって、このまま帰ったのでは世界樹の種を全て集めるという目的は果たせない。

　ならば、発想を変えてアリババ以外の誰かから世界樹の種をもらうというのはどうだ？

　いや、そんなことができるわけがないか。

　実質、この国のトップはあの魔学勇者アリババで間違いないのだから。

　そんなことを考えていると、ふとオレの部屋の扉をノックする音が聞こえた。

「キョウ様。お休みのところ申し訳ありません。宿の者です」

「あ、はい」

　扉の向こうから聞こえた声にオレは慌てて上体を起こして反応する。

「実はキョウ様にお会いになりたいという方が来ていらっしゃるのですが、お通ししてもよろしいでしょうか？」

「オレに会いたい人？」

　はて。そんな人いたかな？

　もしかしてリリィかとも思ったが、いくらなんでも一日も経たたないうちにオレ達に追いつけるはずがない。

　訪問者の予想が全くつかず、首をひねるオレであったが、わざわざ会いに来た相手を追い返す理由もなかった。

「分かりました。通してください」

　オレがそう言うと扉の向こう側から誰かがこちらに近づく足音がする。しばらく後、扉が開かれ、全身を薄汚れたローブで包んだ人物が部屋に入ってきた。

　背はオレよりも高く、その怪あやしい風貌に一瞬身構えてしまう。

「や、夜分遅くすみません……」

　フードの下から聞こえたのはそんな弱々しく可か憐れんな声。

　もしかして女性なのか？

　オレがそう思った瞬間、その人物が纏まとっているローブを脱ぎ捨てた。

　そこから現れたのは場違いなほど、美しい容姿に輝く衣装を身に纏った、まさに女王と言っていい風貌の女性。

　いや、事実その人物は紛れもない女王であることをオレは知っていた。

「も、モルジアナ女王!?」

　それはあの時、謁えつ見けんの間まにて対面したこの国の女王であった。

　オレが名前を呼ぶと女王は慌てたように両手を広げる。

「こ、ここでは、その、女王とは呼ばないでください」

　モルジアナさんのその一言にオレはこれがお忍びであると気づき、すぐさま「し、失礼しました」と謝った後、椅子を彼女へと差し出した。

　モルジアナさんはそのまま椅子に座りオレと向かい合う形を取る。

　う、うむ。一国の女王とこんな宿の部屋で対面するというのは緊張する。

　一体オレに何の用があるのだろうか？　そう思っていると、こちらの考えを読んだのかモルジアナさんが意を決したように告げる。

「──キョウさん。私がここへ訪れたのは他でもありません。あなたにお願いがあってきたのです」

「お願い？　なんでしょうか？」

　問いかけるオレに対し、モルジアナさんは予想だにしない一言を返してきた。

「あなたにこの国を救って欲しいのです」
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「この国を救って欲しいって、それはどういう意味ですか？」

　オレはモルジアナさんの言葉に驚き、そう返すことしかできなかった。

　一方のモルジアナさんは迷うような素そ振ぶりを見せた後、言葉を選びつつ静かに語りだす。

「この国……ビナー大陸は現在、女王である私よりもアリババによる改革が優先されています」

　それはなんとなく感じていた。

　この国の魔物を全すべて排して、彼の言う『魔学』で人々の生活を補完すること。

　王でもないアリババがまるで自らの国のようにそれらの方針を決定していた。

「〝勇者〟の称号を持つということで城を訪れたアリババを私達は宮廷学士として迎え入れました。彼による知識や改革は確かに国を豊かにしました。それにご存知かもしれませんが〝勇者〟を擁ようする国はそれだけで他国よりも強い権力や象徴を手にできます。事実、他国との交渉や交易もアリババがいることで以前よりも高い水準で行われるようになりました」

　モルジアナさんの解説にオレは頷うなずく。

　確かに、何度も聞いたことがある。

　勇者がいる国はそれだけで強い権力を持つと。

　たとえは少し違うかもしれないが、地球でも世界規模の競技で優秀な成績を上げた選手のいる国というのは、それだけで他国よりも強い存在感を得る。

　事実、オレがこれまで訪れた勇者達のいる国も、そうした恩おん寵ちようを受けている部分があった。

　だから、モルジアナさん達が自分の国に勇者の称号を持つアリババを受け入れたのは当然と言える。

「ですが、それによってアリババの持つ権力は私よりも強くなり、今では民衆はおろか城の者達ですら、ほとんどが私よりもアリババの政策を支持しています。元々私は気弱で、それほど優秀な女王ではありませんでしたから……」

　そう言ってモルジアナさんは肩を落とし、しょんぼりした様子を見せながら目に涙を浮かべる。

「あ、あの、気を落とさないでください。詳くわしいことは知りませんが、モルジアナさんだって女王としてこれまで頑張って来たのですから、それは否定しないでくださいよ」

「ぐすっ、そ、そうですか？　そう言われると少しですが、ホッとします……」

　せめてもの慰なぐさみにと声をかけるオレに対し、その効果があったのかモルジアナさんは涙を拭ふき取とりながら続きを語る。

「それで現在、この国は他国にはない政策を執とり行おこなっています。それがアリババによる『魔学』による自給自足。全ての魔物を排し、彼が生み出した技術のみで生産をまかなうというものです」

「……はい、それについてはアリババ本人から聞きました」

　魔物を全て排するという行為。

　この世界の常識から考えれば、それは自殺行為以外の何物でもない。

　しかし、現に今この国では魔物がいなくとも生産が行われており、人々は平和に暮らしている。

　むしろ、魔物という明確な脅威に怯おびえることがなくなった今、この大陸は事実上、世界で一番安全な国と言える。

　それを考えれば、多少の強行策であろうとも、アリババのやったことは賞賛されるべきものなのだろう。

　そう思っていたオレであったが、しかし、次なるモルジアナさんのセリフは違った。

「ですが、それは過あやまちでした……」

「え？」

　思わぬその一言にオレは面食らってモルジアナさんの方を見る。

「詳しいことは言えません。ですが、このままではダメなのです。彼の『魔学』に頼るだけでは……」

「それは一体どういう意味ですか？」

　モルジアナさんの呟つぶやいたセリフに対し言及するオレだったが、それ以上彼女からの返答はなかった。

　ただ気まずそうに視線を逸そらして、唇くちびるを嚙かんだまま黙り込むだけ。

　そこには容よう易いに答えられないという雰ふん囲い気きが溢あふれていた。

　まあ、確かにオレのような一いつ介かいの旅人に自国の重大な事実を話せるはずもない。

　恐らく、これが今の彼女がオレに話せるギリギリの情報なのだろう。

　それを汲くみ取とった後、オレは静かに頷く。

「……分かりました。では、質問を変えます。先程、オレにこの国を救ってくれと言ったのはどういう意味なのですか？」

　実のところ、それが一番気になっていた。

　一国の女王がお忍びでオレに協力を求めることなど、この国にあるのだろうかと？

　だが、その答えはあまりに単純なものであった。

「あなたに魔物を栽培して欲しいのです！　キョウさん！」

「魔物を、栽培？」

　ハッキリと断言するモルジアナさんに対し、しかしオレは驚きの表情を隠せない。

　なぜなら、この国においてオレの魔物栽培というスキルは必要がなく、それを求める理由もないと思っていたから。

　すでにこの大陸から排した魔物を、わざわざ栽培する理由がどこにあるのだろうか？

　そう思っていたオレに対し、モルジアナさんは明確な答えを告げてくれた。

「先程言いましたアリババによる『魔学』によって、この大陸の生産を全てまかなうのはあまりに早すぎたのです。理由は言えませんが、今私達に必要なのは『魔学』とは別の、人々が安全に自給自足を行える生産。聞いた話によりますと、あなたが栽培する魔物は魔物らしい邪悪な意思は持っていないと。もし、それが本当なら安全な生産が行えるのではないのですか？」

「そう、ですね。確かにオレの栽培する魔物は無意味に人を襲うことはありません。飼育や管理をきちんとすれば、定期的な生産も可能です」

　オレがそう答えると、モルジアナさんの表情がパァっと明るくなる。

「本当ですか！　でしたら、お願いいたします。女王モルジアナとして、あなたにこの国の新たな生産のため、大規模な魔物栽培をお願いできませんか？」

「大規模な栽培……。農業ということでいいんですかね？」

「ノウギョウ？　よく分かりませんが、それも魔物栽培の一種ですか？」

　ああ、そうか。この国の人達は魔物を栽培できないんだから、農業って単語ではイマイチ伝わらないか。

「ええまあ、大規模な栽培のことです。広大な土地を使って色んな魔物を一気にたくさん栽培、育成し、そこから生産物を得るというやつですね」

「なるほど！　それでしたらまさに私がお願いしたいことです！　キョウさん、どうか私達にその農業を教えていただけませんか！」

　キラキラと瞳ひとみを輝かせるモルジアナさん。

　よほど、彼女はオレが持つ魔物栽培の力に期待しているということなのだろう。

　正直、この大陸においてオレの魔物栽培を必要としている人がいるとは思わず、しかもそれが女王様だとは、これは嬉うれしい誤算であった。

　そう思った瞬間、オレは先程まで悩んでいた問題に対しての解決策が閃ひらめく。

「……あの、モルジアナ様。こういうことを言うのは失礼かもしれませんが、ご要望の農業に関しては協力させて頂きます。ですが、その、出来ればでいいのですが、それに見合った報ほう酬しゆうを頂けないでしょうか？」

「報酬ですか？　勿もち論ろんです！　私もタダでこのようなことを頼むほど、厚顔無恥ではありません！　キョウさんが望むものでしたら、この国の女王としてなんでもご用意いたします」

　オレが口にした報酬という言葉に対し、モルジアナさんは真しん摯しに答えてくれた。

　それを聞き、オレは僅わずかに間を置いた後、もっとも必要とするそれの名を口にする。

「アリババが持つという世界樹の宝石。それを報酬として頂けませんか？」

「アリババの世界樹の宝石、ですか」

　オレが告げたその一言に、モルジアナさんは眉まゆをひそめ、考えるように唇に指を当てる。

　やはり一国の女王とはいえ、勇者が持つ貴重品を第三者に譲じよう渡とさせるというのは難しいだろうか。

　だが、もはやオレにはこれしか突破口がない。

　アリババ自身がダメでも、第三者を通して、それをもらえるのなら──！

　そんな僅かな奇跡にすがるように、オレは心の中で必死に祈りを捧ささげる。

　そんなオレの祈りが届いたのかは謎なぞだが、長い沈ちん黙もくの後、モルジアナさんはこちらを見つめ告げた。

「──分かりました。それがキョウさんの求めるものなら、この国の女王としてアリババより譲渡させるよう私が命令いたします」

「！　本当ですか！　ありがとうございます!!」

　モルジアナさんの言葉にオレはたまらずその場で立ち上がり、必死に頭を下げてしまう。

　そんなオレの行動に対し「い、いえ！　お気になさらず！　あ、頭を上げてください！」とモルジアナさんを恐縮させてしまった。

「……ですが、それはキョウさんが私の望む農業というものを完成させてからです」

「はい、無む論ろん。必ずやり遂とげて見せます！」

　モルジアナさんの確認に対し、オレは腕をまくり自信に満ちた返事をする。

　魔物がいない、魔物を必要としない、第三大陸ビナー。

　絶体絶命かと思えたこの窮きゆう地ち。

　それを救ってくれたのはこの国の女王モルジアナ様。

　オレは彼女の期待に応こたえるべく、明日から始まる新たな栽培に胸を躍おどらせるのであった。
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「なるほどな。この国の女王様からの依頼で栽培とは。一晩で答えを見つけ出すとはさすが兄ちゃんだぜ」

「ぱぱ、すごーい！」

「お兄ちゃん、すごいですー！」

「いやまあ、世界樹の宝石をもらえるかどうかはまだこれからだから」

　翌日、オレは昨日の事をジャック、スィ、ムー達に話しながら、首都から少し離れた平原を歩いていた。

　あの後、翌朝使いを出すと言ってモルジアナさんは城に戻った。

　そして明け方、城からの使いという人物から首都から少し離れた場所を示した地図を受け取り、そこへ向かって欲しいと言われた。

　普通なら外を出歩く際、危険な魔物と遭そう遇ぐうしないよう注意したり、最低限の防具や護衛を頼むべきであったが、この大陸は〝魔学勇者〟アリババの手により一切の魔物がいない大陸となっているため、自由に外を出歩いても安全であったのだ。現にいくら周りを見渡しても魔物の影すらない。

　こうした点においてはアリババの所業に感謝をするべきだろう。複雑な心境である。

「それにしても、モルジアナさんはここにオレ達を呼んでどうするんだろうな」

「さてな、そればっかりは行ってみないと分からないんじゃないか。っと、そんなことを言っている間に目的地に着いたみたいだぜ、兄ちゃん」

　ジャックが指さした方を見ると、そこは少し小高い丘のような場所であり、そこを登ると眼下には広大で緑豊かな自然が広がっていた。

「わぁ～！」

「綺き麗れい～！」

　スィとムーが同時に感かん嘆たんの息を漏もらす。

　それもそのはず。平野のすぐそばには美しい湖が広がり、隣となりには風を受けて揺ゆらめく森の木々とまさに自然の宝庫とも言うべき景色が広がっている。

　そして、そんな平野の中心でモルジアナさんが数人の兵士を引き連れて、こちらを見上げていた。

「お待ちしておりました。キョウさん」

「モルジアナさん」

　モルジアナさんの方へとオレ達は慌あわてて近づく。

「すみません！　お待たせしました！」

　一国の女王を待たせてしまったと申し訳ない気持ちになるが、そんなオレに対しモルジアナさんは何でもないとばかりに笑みを浮かべる。

「いえ、お気になさらないでください。このような場所に案内したのはこちらですし、栽培のお願いも私のわがままのようなものですから」

　そう言って微笑ほほえむモルジアナさんの足元にスィとムーが近づくと、じーっとモルジアナさんの顔を見上げる。

「あ、え、ええと、ど、どうかしたの？」

　急に足元に来て、自分を見上げる二人に困惑した声を出すモルジアナさんであったが、そんな彼女に対しムーとスィはそれぞれ彼女の両足にしがみつくとキラキラとした眼まな差ざしを向けた。

「おねえさん、おおきいー！」

「すごーい！　お姉さん、背が高くてかっこいいー！　モデルさんみたいー！」

「も、モデル……？」

　ムーの放ったモデルという言葉に困惑するモルジアナさんであったが、それは恐らくオレの知識によるものです……。

　以前ムーを栽培した時にオレが持つ無駄な知識のいくつかがムーに流れたらしく、その影響でオレのことをお兄ちゃんと呼んでいる。

　しかし、確かにモルジアナさんの身長はかなり高かった。

　玉座に座っていた時や、宿で座って話していた時はなんとなくしか分からなかったが、こうして同じ地面に立つとその身長は遠くからでも目立っていた。

　何しろ、オレや周りの兵士達よりも背が高いものだから、この中でも一際目立っている。

　そんな彼女にスィやムーが興味を抱くのはある意味当然か。と、そんなことを思っていると、いつの間にか二人がモルジアナさんの両手をひっぱり、じゃれつく姿が目に入った。

　当のモルジアナさんはやや困惑した表情を浮かべているため、さすがに止めなければと二人の首根っこを押さえる。

「こらこら、スィもムーもあんまりモルジアナさんを困らせるんじゃない」

「えー」

「だってモルジアナさん背が高くて、スタイルもすごくいいんだもん！　ムーも憧あこがれるよー！」

　うーん。確かに背が高くスタイルのいい同性がいれば憧れるのは当然か。

　オレもロスタムさんみたいながっしりした体格に憧れたことあるしなぁ。とそんなことを思っていると、当のモルジアナさんは何な故ぜだかしょんぼりした様子を見せていた。

「あの、モルジアナさん、大丈夫ですか？」

「え？　え、ええ、大丈夫です。はい、背が高くても全然平気です……！」

　しかしなぜかモルジアナさんは涙目になっていた。

「……ひょっとして、背が高いのを気にしているのですか？」

「ひぐっ！」

　オレがそのことを指摘すると図星とばかりに瞳に涙を浮かべて体を震ふるわせる。

「や、やっぱり、そう見えますか……？　そ、そう見えますよね……？　そ、そうですよね。女の子と言えば小さい方が可愛かわいいに決まっています……。な、なのに私は生まれつき身長が高くって周りの男性よりも大きくなってしまい……そ、そのおかげで目立ちたくないのに目立って……あ、あとそれからこの身長のせいで着れる服も限られてしまい……女の子らしい可愛い服なんて、てんで似合わなくって……ううっ……」

　モルジアナさんは体をブルブルと震わせながら、そんなことを呟く。

　あ、アカン、ひょっとして地雷踏んでしまったか……!?

　見ると、周りにいた兵士達も困惑し、狼ろう狽ばいしたようにオロオロとしている。

「あ、いえ、べ、別に悪いなんて一言も言っていませんよ！　む、むしろモルジアナさんは背の高さも含ふくめてスタイルがすごくいいですし、異性のオレから見てかっこよくて──」

「かっこいいなんて全然嬉しくありません～！　私は可愛くなりたいんです～！」

　オレの一言に余計にコンプレックスを刺激されたのかワンワンと泣き出してしまう。

　や、やばい！　考えてみれば身長がコンプレックスの人に対して、その身長を褒めてどうするんだオレ!?

　ああ、こういう時、同じ女性のリリィとかがいれば上う手まくフォローしてくれたんだろうか……！

　周りの兵士達と同じようにオロオロしだすオレであったが、その時、オレの懐ふところに隠れていたドラちゃんがモルジアナさんの肩へと飛び乗る。

「へっ!?　だ、誰だれですか？」

　思わぬ小さな来訪者に驚くモルジアナさんであったが、ドラちゃんはそのまま自分の頭に咲いていた花をスポっと外すとモルジアナさんの左頭にちょこんとそれを載のせる。

「女王様。女王様はとっても可愛いですよ。だって、ほら、こんなにもお花が似合うんですから」

　そう言ってモルジアナさんに笑顔を向けるドラちゃん。

　当のモルジアナさんは驚いたように固まっていたが、そんな彼女の足元にいたスィやムーがそれに同意するように明るい声を出す。

「うん！　じょうおうさま、とってもきれい～！」

「お花が似合って可愛いですよ～！」

　スィとムーにも褒められて、モルジアナさんは嬉しさと恥ずかしさに頰ほおを赤くしながら、ドラちゃんからかけられた花を左手で優しく触ふれる。

「……あ、ありがとう、ございます……」

　そう言ってはにかむように小さくお礼を呟くモルジアナさんは、まるで少女のように可か憐れんであり、可愛らしかった。

　そうして、彼女の機嫌が戻ったのを確認すると、彼女の肩にいたドラちゃんがオレの胸ポケットへと移動し、微笑みかける。

　うん、さすがはドラちゃん。

　モルジアナさんへのフォローをきちんと入れてくれた。やっぱり魔物とはいえ、女の子だなとオレはドラちゃんへ小さく感謝の言葉を送る。

「ええと、それでは改あらためて、こちらへキョウさんをお呼びした理由を説明させて頂きます」

　コホンっと先程までの失態を打ち消すように咳せき払ばらいをし、モルジアナさんがオレ達に向け説明を行う。

「今回、皆さんをここへお呼びしたのは他ほかでもありません。この地、この場所でキョウさんによる栽培、農業というものを行って欲しいのです」
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「この地っていうと、この平野全部を使ってですか？」

　そう言ってオレは四方に広がる広大な平野を指して、モルジアナさんに確認を取る。

「はい。必要とあれば、そちらの湖、森、山とどこを栽培に利用しても構いません。この地一帯は我々ビナー王国の領土でもありますので、他の邪魔が入ることはありません。どうか自由にキョウさんが持つ魔物栽培の力を存分に振るってください」

　迷うことなく頷くモルジアナさんに対し、オレはその懐の深さに改めて感服する。

　広さはこれまでオレが栽培してきた中でも間違いなく最大規模だ。

　恐らく、東京ドームの倍以上はある。農業を行うなら確かにこれだけの広さはあってしかるべきであろう。

　と同時にモルジアナさんの本気が伝わった。

　彼女にとって、自給自足を可能とする大規模な魔物栽培というのは、それほど必要不可欠ということなのだろう。

　オレは目の前に広がる、まだ誰にも手をつけられていない平野を見渡し、その広大さ、雄大さに心を奪われると同時に久しぶりの開かい拓たく魂だましいに火がつくのを感じる。

　面白い。

　今までは城の一角や、決められた魔物の栽培のみであったが、ここまで自由かつ大規模な栽培は初めてだ。

　果たして自分の手でどこまでやれるのか、それを試ためしてみたいという気持ちがふつふつと湧わいてくる。

　すでに目の前の広大なスペースのどこに何を栽培するか脳内でシミュレーションが始まっており、一刻も早く体を動かしたいほどであった。

　そんなこちらの高揚感をモルジアナさんも悟さとったのか、彼女は待機させていた兵から小さな袋を受け取ると、それをオレへと差し出す。

「キョウさん。よろしければ、こちらをお使いください」

「これは？」

　受け取った袋の中身を手のひらに出すと、そこには形の違ういくつかの種が出てきた。

「えっと、それはこの大陸にいた魔物の種です。そちらがアップルエント。そちらの大きめの種がワカメシア。それとそちらの赤い種がデーモンウィッシュ」

「魔物の種ですか。でも、よく種が残っていましたね？」

「それはまあ、魔物の種は一部のコレクターが収集品として集めていることが多いですから。かくいうこの王国の貴族にも魔物の種を保管している方がいらっしゃって、その方と交渉して頂きました」

　なるほど。ということはこの種を手に入れるためにモルジアナさんもそれなりの資金を支払ったということか。

　ということはますます今回の栽培は成功させなければ。

「他にもキョウさんの方で必要なものがありましたら、おっしゃってください」

「それなら、この大陸の魔物から採れた宝石をあらかた頂けないでしょうか？」

「宝石、ですか？　よろしいですが、なぜでしょうか？」

　オレの思わぬ要望に不思議そうな顔をするモルジアナさん。

　まあ、それはそうだよな。

　動物型の魔物から採れた宝石が種になるなんて、普通の人は知らない。

　とはいえ、これを説明すると時間がかかるのでオレは簡潔にモルジアナさんに伝えることにした。

「えっと、オレの魔物栽培能力によるものなんですが、その魔物の体内から採れたものであれば種だけでなく宝石でも栽培が可能なんです」

「！　そうなのですか！　それはすごいです！　分かりました。すぐにこの大陸の魔物から採れた宝石をご用意いたします！」

　オレの答えに対し、興奮した様子で両手を握にぎるモルジアナさん。

　その後は栽培に必要な道具一式。クワ、スコップ、バケツ、柵さく、木箱、堆たい肥ひ用ようのゴミ、その他もろもろを注文する。

「分かりました。では、今から城へ戻り、それらの道具を兵士達へ運ばせます。キョウさん、栽培の方をどうかよろしくお願いいたします」

「こちらこそ、お任まかせください」

　そう言って笑うオレに対し、同じく微笑みかけるモルジアナさん。

　その後、彼女はオレの胸ポケットから顔を出したドラちゃんに対し、笑顔を送る。

「あなたもありがとうございました。このお花大事にしますね」

「ドラちゃんです。私の名前、マンドラゴラのドラちゃんです」

　ドラちゃんからもらった花を嬉しそうに触るモルジアナさんに対し、ドラちゃんは自分の名前を告げる。それを聞いたモルジアナさんも嬉しそうに答える。

「はい、ありがとうございます。ドラちゃん。また是ぜ非ひお会いしましょう」

「こちらこそ！」

　笑顔でこちらに手を振るモルジアナさんに対し、同じく手を振るドラちゃんにスィとムー。

　どうやらスィ達はモルジアナさんのことが気に入ったみたいだ。

　よければ、この子達と仲良くなって欲しいと思いつつ、オレは目の前に広がる平野へと視線を移し、両腕の服をまくり、気合を入れた声を上げる。

「よーし、それじゃあ、皆！　一丁大規模な栽培を始めるぞー！」

『おー!!』『ぴぃー！』

　オレのかけ声に呼応するようにジャック、スィ、ムー、バーン、ドラちゃんと全員が声を張り上げてくれた。




「……ふぅー。これだけ大きな土地だと耕たがやすのも大変だな」

　あれから数時間。兵士達から必要な道具を受け取ったオレ達は全身汗だくになるまで体を動かし、地面を耕していた。

　さすがにぶっ通しだったため、今は近くにある岩に腰掛け、ほぐした地面を見つめる。

　出来たのは大体、普通の民家にある庭くらいの面積の畑。

　モルジアナさんが求める大規模な栽培をするには、ここから更さらに土を耕さなければ。

「あははー！　どろだんごー！」

「わー！　スィ様やりましたねー！　それなら私も泥団子ボールでお返しですー！」

　見ると少し離れた場所で顔中を泥まみれにしながら遊んでいるスィとムーの姿があった。

　いやー、微笑ましいことでなにより。

「ほい、兄ちゃん。お疲れ」

「お、サンキュー。ジャック」

　そんな休んでいるオレの隣からジャックが水筒を渡してくれた。

　オレは水分を補給しながら、この先の予定を色々と考える。

　まずは植物型の魔物を栽培し、それらが一定数育ったら、今度は動物型魔物を別のエリアで栽培しよう。

　こちらは植物型と違い、自由に動き回るので周囲を柵で囲って、安全に管理しなければならない。

　それこそ牧ぼく畜ちくという形で栽培、飼育するのがいいだろう。

　一応第四大陸にいた頃、コカトリスなどでそうした管理をしていたが今回は規模が違う。

　正直、現状のメンバーだけではあまりに足りていない。

　とはいえ、モルジアナさんの兵を借りて手伝わせるのも気が引ける。

　なにより栽培の初期段階はこちらも見知った人物でなければ、上手く指示が出来ない。

　そんなことを思っていると、こちらの思考を読んだかのようにジャックが声をかけてきた。

「しかし、今回の栽培はなかなか手間がかかりそうだな」

「だな。何しろ、こんだけ広い土地だから、耕したり、栽培後の管理もかなり大変だぜ」

「うーん。誰か兄ちゃんの力になれる奴が他にもいればいいんだがなぁ」

　確かになー。どこからか応援を頼むか？

　そう思った瞬間、オレはこの第三大陸のすぐ傍そばにいる仲間の顔を思い出す。

「！　そうだ。あいつらなら協力してくれるはず！」

「兄ちゃん？」

　思わず立ち上がったオレに驚くジャックだが、オレは荷物から取り出した紙に急いで文字を書き、それを封筒に収めると傍にいたバーンを呼び寄せる。

「バーン、頼みがある。こいつを大陸便局まで届けてくれないか。送り先や料金を一緒に入れているから」

「ぴぃー！」

　オレの頼みに対し、バーンは「分かった！」とばかりに答えて、オレが差し出した手紙を嘴くちばしに加えて、そのまま街の方へ飛んでいった。

「兄ちゃん。今の手紙は誰に宛あてたものなんだ？」

　一連の流れを見て疑問の声をあげるジャックに対し、オレは笑みを浮かべ答える。

「決まってるだろう。懐なつかしいオレ達の仲間へさ」





　　　　◇　◇　◇






「……ここがアタシの故郷」

　あれから数日。街道をひたすら歩き、リリィはかつての故郷へとたどり着いていた。

　そこは一面、崩れ、焼け落ちた建物と瓦が礫れきがひしめき合う廃はい墟きよであった。

　人の気配はおろか、一切の生き物の気配がない死んだ街。

　滅ほろび去った文明の跡あとであった。

「…………」

　そんな誰ひとり残っていない廃墟の街をリリィは歩く。

　普通ならばトラウマを引き起こしても仕方ない状況だ。

　まして、このようにかつての凄せい惨さんな傷跡をそのまま見せられれば、様さま々ざまな感情が湧き立つはず。

　だが、不思議とリリィは取り乱すこともなく街の中を歩いていく。

　当然、彼女の中にも言い知れぬ感情は渦巻いている。

　悲しみや憎しみ、困惑と焦しよう燥そう。

　しかし、この場所に来ると決めた瞬間から、どのような光景を目にしても、それから目を背そむけない。そう決意し、ここを訪れたのだから取り乱すことはない。

　だが、それとは別に奇妙な感覚がリリィを支配していた。それは──

（……どうしてかしら。懐かしい、あるいは悲しいはずなのに……。どこか、実感が持てない……）

　それはまるで現実感のない夢を見せられているような感覚であった。

　確かにここは自分の生まれ故郷。自分が育ち、成長していった場所。

　そのような場所が、このように変わり果てた姿を見れば少なからず衝撃を受けてしかるべき。

　だが、リリィの中に湧き立つ感情は、どこか他ひ人と事ごとの悲劇を見ているようなものであった。

　実感が持てない。

　目の前の光景が自身が受けた悲劇であると認識できない。

　そんな現実離れした感覚だけが彼女を襲っていた。

　無論、無意識にそうした感覚に身を置くことで、悲劇への対処を行っているのかもしれない。

　実際に揺さぶられるものが全くないというわけではない。

　この場所にいるだけで、リリィは言い知れぬ不安に身を苛さいなまれていた。

　それは故郷を失ったことへの痛みか。この場所で起きた悲劇に関する記憶なのか。刻こく印いんの魔女に対する憎しみなのか。あるいはもっと別の何かなのか。

　その正体が分からぬまま街の中を彷徨さまようリリィに声をかける者がいた。

「アンタ……もしかして、リリィちゃんかい？」

「え？」

　振り向くとそこには、薄汚れた服に身を包んだ一人の老ろう婆ばがいた。

　老婆はリリィの姿を確認するやいなや嬉しそうな表情を向け、彼女の方へと近づく。

「おお、やっぱりリリィちゃんじゃないかい。生きていたんだねぇ、アンタ」

「あ、えっと……」

　唐とう突とつに親しげに話しかけてくる老婆に対し、リリィは困惑を隠せなかった。

　そんな彼女の様子に気づいたのか老婆は柔にゆう和わな笑みを浮かべて、自ら名乗る。

「あたしだよ。アンタと同じくここに住んでいたジェシカだよ」

「ジェシカ、おばさん……？」

「そうそう。懐かしいね。昔はよくその名で呼ばれていた。うちに遊びに来たこともあったよ」

　リリィからの呼びかけに対し、ジェシカと名乗った老婆は嬉しそうに微笑む。

　が、すぐさま周囲の光景に目を送ると、そこに悲しみの感情を乗せる。

「……ひどいもんだろう。あの悲劇の後、生き残った連中は皆ここから逃げていってね。ここは文字通り墓場さ。あたしだけが唯ゆい一いつここに残っているけれど、こんなところに残ったところで何かが変わるわけはないよ……」

「…………」

　ジェシカの独白に対し、リリィは何も答えない。

　正確にはどう答えていいか分からなかった。

　なぜなら、リリィもまたここから去った者の一人であり、今更戻ってきたのも、気持ちの整理をつけるためという都合のいい理由からであった。

　その事を話せずにいたリリィに対し、しかしジェシカは先程の優しげな雰囲気を纏まといながら話しかける。

「それにしても、アンタよく無事に逃げ延びたね。もしかしてお兄さんのおかげかい？」

「あ、えっと、それは……」

　ジェシカからの言及に対し、答えようとするリリィであったが、その瞬間、脳裏に鋭い痛みが走る。

「……ッ」

　頭を抱え込み、その場にうずくまるリリィ。

　そんな彼女の様子に驚いたようにジェシカが声をかけるが、リリィの耳にはその声は届かなかった。

　代わりに脳裏に浮かんだ景色は燃える村。

　焼かれる建物。踏み潰つぶされ、引き裂かれる人々。

　そして、右手に刻印を刻んだ魔女の姿。

　かつてリリィが何度となくトラウマとして脳裏にフラッシュバックした光景が現れる。

「ち、ちょっとリリィちゃん。どうしたんだい？　大丈夫かい？」

「……だ、大丈夫、です……」

　ジェシカおばさんからの呼びかけにリリィは必死に「何でもない」と答えながら、立ち上がる。

　しかし、その顔色は傍はた目めから見て、明らかに具合が悪そうであった。

「そうかい？　なんだか、すまないね。あたしが余計なことを言ったからリリィちゃんに嫌な想おもいをさせちゃったかね……」

「いえ、大丈夫、です……」

　そう答えるリリィに対し、ジェシカは話題を変えようと他の話を始める。

　だが、その話題はリリィにとって、まさに水をかけられたような衝撃であった。

「そうそう、リリィちゃん。例の刻印の方はどうだい？　なんて言ったってリリィちゃんはこの村最後の魔女なんだから。体調には気を使って欲しいよ」

「……え？」

　一瞬、リリィは目の前の老婆が言った言葉の意味を理解できずにいた。

　呆ぼう然ぜんとするリリィに対し、しかし老婆はさも不思議そうに先程と同じ内容を繰り返す。

「どうしたんだい、リリィちゃん？　アンタは金色の魔女の血を受け継ぐ唯一の後継者だろう。それが冒険者のような格好をして、魔術の方はもうやっていないのかい？」

「……魔、女……？　アタシが、魔女……？」

　ジェシカおばさんの吐くそのセリフに対し、リリィはただ体を震わせ、後ろに下がるしかなかった。

　同時に先程よりも酷ひどい耳鳴りのような頭痛が彼女を襲う。

　瞬間、見えた光景はこことは異なる別の場所。

　森の奥深く。誰も立ち寄らない最果ての大地にて、白い衣に身を包んだ自分の姿と、それと対たい峙じする一匹の黄金の獣の姿。

　獣の姿はリリィがこれまで見てきたどんな魔物よりも荘そう厳ごんであり、まるで神の遣いのように美しかった。

　そして、自分の手の甲には蒼あおく輝く刻印がある。

　刻印が宿った手でその獣に触れようとした瞬間、獣はまるでリリィに従うようにゆっくりと頭こうべを垂たれ、その鼻先を差し出す。

　獣の顔に刻印の宿った手が触れた瞬間、温かな気持ちが流れ出す。

　そして聞こえる。まるで自分ではない自分の声。




「──もう、大丈夫、だよ──」




　その声を聞いた瞬間、リリィは弾はじかれたように意識を取り戻し、まるで恐ろしいものを見たかのように胸を押さえながらうずくまった。

　呼吸は荒く、心臓は飛び出すように鼓こ動どうを打ち、まるで全力運動をした後のように体から汗が流れ出していた。

「り、リリィちゃん？　アンタ、本当に大丈夫かい？」

　そんなリリィの様子を心配するジェシカであったが、リリィはすぐさま額ひたいから流れる汗を拭き取りながら、小さく呟く。

「……大丈夫。大丈夫、です……」

　そうして、呼吸を整えた後、周囲の朽ち果てた建物を見回したリリィは目の前にいるジェシカへと頭を下げる。

「……ありがとうございました。ジェシカおばさん。でも、アタシはもう行かないといけないので失礼します……」

「え、ちょっと待ちな。もう行くのかい？　よかったら、もう少し話だけでも……」

　唐突な話の切り上げに、追おい縋すがるように手を伸ばすジェシカ。しかしリリィはまるで逃げるように振り返ることなくこの場を後にする。

　それはまるで、これ以上ここにいるのを恐れるかのように。

　そんな恐怖から逃避するようにリリィは、先程脳裏に浮かんだ光景は白昼夢であると自らに言い聞かせながら駆かけていった。
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「よーし、あらかた土の準備は出来たな」

　あれから数日、オレは魔物を栽培するのに十分なスペースの土を耕たがやし、目の前に広がる光景に目を送る。

　広さはおよそ学校のグラウンドくらいの土を耕した。

　更さらに、それをいくつかのスペースに分けるために柵さくを立てた。

「ぱぱー、おつかれさまー！」

「お兄ちゃん、お疲れですー！」

「おっ、サンキュー。スィ、ムー」

　そんなオレの後ろからスィとムーが水筒を手に駆け寄ってきたので、それを受け取る。

　少し離れた位置ではオレと同じように土を耕しているジャックとバーンの姿もある。

「それじゃあ、そろそろ種を植えるとしますかな」

　オレは腰に携たずさえていたモルジアナ女王から頂いた魔物の種を取り出し、地面に振りまく。

　こいつはアップルエントと呼ばれる魔物の種。

　モルジアナさん曰いわく、アップルエントはいわゆるリンゴを実らせるエントだそうだ。

　エントは樹木の魔物のことで、大きな樹きに人間の顔のようなものがあり、樹から生えている枝を自分の手足のように動かし、敵を攻撃する。

　また樹そのものが生きているため、根っこを地面から出して人間のように歩くことも可能だとか。

　そういえば、第四大陸にいた頃にエントと会ったことがあったな。

　あの時はマッシュタケの改良版のエントタケを栽培するのに協力してもらった。

　ふむ。ということはこのアップルエントが無事栽培できた暁には、その根っこにマッシュタケを栽培して、エントタケを栽培するというのもいいかもしれない。

　そんなことを思いながら種を蒔まいていると、丘の方からこちらに近づく人影に気づく。

「あれは……モルジアナさん」

　見るとモルジアナさんが兵士を引き連れて、こちらに近づいてきた。

「お久しぶりです。キョウさん。それにドラちゃん」

「お久しぶりです！　女王様」

　モルジアナさんに声をかけられるや否や、ポケットから顔を出していたドラちゃんがオレの頭に乗り、その後、モルジアナさんの肩に移動する。

　自分の肩に飛びついてきたドラちゃんをモルジアナさんは嬉うれしそうに見つめ、微笑ほほえむ。

「ドラちゃんは今日も小さくて可愛かわいいですね。ううっ、私もあなたみたいに小さければ可愛かったでしょうか」

　と、肩に乗るドラちゃんを見ながら、少しだけ肩を落とすモルジアナさん。

　いや、さすがにドラちゃんのサイズだと小さすぎる気がしますが。

　そんなツッコミを心の中で入れつつ、ドラちゃんも苦笑いを浮かべながら、フォローを入れる。

「ふふっ、女王様は背が高いのを気にしていますけれど、私からすると女王様は背の高さも含ふくめて、とっても素敵ですよ。だって、こんなに背が高ければ、普通なら見えない景色も見えますから」

　そう言ってモルジアナさんの肩に立ったドラちゃんはそこから見える景色に対し、感かん嘆たんの声を上げる。

「そ、そうですか……？　でも、視線が高くてもいいことなんて……」

「そんなことないですよ。モルジアナさんは女王様なんですから、こんなに背が高ければ色んな視点から物事を見られますよ！」

　ドラちゃんからの賛さん辞じに悪い気はしなかったのか、嬉しそうに微笑みながら「そうなれたらいいのですけどね」とモルジアナさんは頷うなずく。

「それでキョウさん。栽培の方はその後、どうですか？」

「いやー、お恥ずかしながらまだ土を耕したばかりで実際の栽培はこれからというところですね」

　そう言ってオレはスペースを分け、耕された土を見せる。

　まだ何も植えてはいないのだが、それでも十分にほぐされた土を見て、モルジアナさんを含める何人かは感心したような声を漏もらしていた。

「なるほど。まずは準備を整えたということですね。では、今日来たのはちょうど良かったかもしれません」

「と言いますと？」

　オレからの問いかけにモルジアナさんは兵士に持たせていた袋をオレへと差し出す。

　中を開けるとそこには色とりどりの様さま々ざまな宝石が詰つまっていた。

「これは……！」

「この大陸にいた魔物から取れた宝石の数々です」

　やはり。モルジアナさんの答えに頷くようにオレは袋からいくつかの宝石を取り出し、それを太陽の光に当てる。

　うーむ。やはりこうしてみると種というよりも、宝石にしか見えないな。

「こちらがミノタウロスから取れた宝石。そちらはサラマンダー。隣となりにあるのがカリュドンの宝石。そして、これがペリュトンの宝石です」

「ペリュトン？」

　ミノタウロスやサラマンダーはファンタジー好きな人間なら聞いたことのある魔物だが、最後のペリュトンについては初耳だったので思わず問い返す。

「あ、ペリュトンというのはこの大陸固有の魔物です。鹿しか型魔物の姿に鳥の翼を持った全身緑色の魔物です。ペリュトンの肉はコカトリスなどよりも上質で、鳥型魔物の中でも特に美び味みと言われています」

　ほお、なるほど。そんな魔物がいたとは世界は広いな。

「ちなみにミノタウロスとサラマンダーはどんな感じなんですか？」

「ミノタウロスは人型の姿をした牛の魔物ですね。強きよう靱じんな肉体と戦闘能力を持っており、その角は武器をはじめ様々な加工品の材料となります。ですが、味についてはそれほどではなくいわゆるＢ級グルメの味と言われております」

　なるほど。ミノタウロスは食用としてはあまり美お味いしくないわけか。

　まあ、確かに人型の魔物となると食欲がイマイチ上がらないしな。

「逆にサラマンダーは食用としてもどの部分も美味しいと聞きます。それに体内から採れる宝石も魔力を宿しており、加工することにより念じるだけで炎などを出せるそうです」

　なるほど。そうした魔法石に関してはシンのいた大陸でも学んだ。

　しかし、オレが街で食べたサラマンダーの尻尾しつぽはお世せ辞じにもあまり美味しいとは言えなかった。

　もしかして賞味期限が切れていたか、品質の落ちたサラマンダーだったのだろうか？

「それじゃあ、最後にこのカリュドンってのはどんな魔物なんですか？」

「カリュドンは猪いのしし型の魔物です。気性が荒く、凶暴な魔物ですが肉はそれなりの美味しさです。ですが、その匂においが独特でして……その臭くさみを抜かなければならず調理が難しい魔物とされております」

　なるほど。猪の魔物か。

　確かに猪は地球でも臭みのある肉で、調理に手間がかかると聞く。しかも、魔物ならそれはなおさらだろう。

「ということはカリュドンは食用系の魔物ですか？」

「そうですね。カリュドンには一応牙きばがあるのですが、こちらはミノタウロスと比べると品質が悪く加工しても三流品しか出来ないと聞きます。ただミノタウロスと比べて、それなりに食べられる肉ではあるので、かつては主な狩猟の対象とされておりました」

　モルジアナさんの説明に頷くオレ。

　となると、これらの魔物は牧場で栽培した方がいいな。

　オレはひとまず、モルジアナさんから頂いた植物型魔物の種を目の前の区画分けされた地面へと植えた後、水まきを行う。

　よし。これで種まきも終わり、下準備はほとんど完成だ。

　あとは本格的な栽培と飼育になるが、それをするにはオレひとりではとても手がまわらない。

　無む論ろん、ジャック達も手伝ってはくれるが、これだけの広さとそれを活かした栽培ともなれば、やはりあいつらの到着を待つしか──そうオレが思った瞬間であった。

「ぱぱ！」

　見ると、少し離れた場所で遊んでいたスィとムーがこちらに近づき、丘の方を指差す。

　顔を向けると、そこにはこちらに近づく数人の人影があった。

「キョウ様ー！」

　人影はオレの名を叫びながら、近づいてくる。それに応こたえるようにオレもまた彼女達へと駆け寄る。

「よお、ナイスタイミングだ！　待っていたぜ、フィティス！」

　そこには第四大陸で別れたオレの仲間〝グルメ貴族〟の称号を持つフィティスの姿があった。

「お久しぶりです。キョウ様！」

　そう、何を隠そう、オレが大陸便にて協力を送った相手こそ、このグルメ貴族フィティスであった。

　フィティスにはオレが第四大陸を発たつ前から、栽培の基本的なことは勿もち論ろん、魔物の管理や飼育などオレが知り得た知識を与えておいた。

　だからこそ、留守の間、オレのいた小屋や魔物畑などの管理を任まかせていたのだ。そして、今回大規模な栽培ということで、そうした知識を持つフィティスを助すけっ人ととして呼んだのだ。

「悪いな。お前には留守を任せていたのに、勝手に呼び出しちまって」

「いえ、キョウ様が協力を求めるのであれば、たとえ世界の端であろうと喜んで駆けつけます！」

　そう言ってフィティスは興奮に満ちた表情で答える。

　その瞬間、彼女と一緒にいた一匹の魔物がオレの胸に向かって飛び込んでくる。

「きゅうううう～～！」

「わっと。ははっ、お前とも久しぶりだな。モチ」

「きゅう～！」

　それは以前オレと一緒に暮らしていた魔物カイコロモチのモチであった。

　見るとフィティスの周囲にはオレの小屋で一緒に暮らしていた魔物の何匹かが同行しており、久しぶりの再会にテンションが上がっているのか、オレの足元を楽しそうに歩き回っていた。

「デビデビー！」

「コケッー！」

「おっ、デビルキャロットにコカトリスもか。こいつらオレが最初の頃に栽培した奴らか」

「はい。キョウ様に会いに行く際、この子達も一緒についてくると言ってきたもので、仕方なく連れてきました」

「なるほどな。なら、しょうがないか」

　そう答えながらオレは足元に転がる魔物達を撫なで回す。

　そんなオレ達のやり取りを少し離れた位置で見ていたモルジアナさんが、フィティスの方を見ながら問いかける。

「あの、キョウさん。その方は？」

「ああ。彼女はフィティス。オレの仲間で栽培を手伝ってもらおうと呼んだんです。で、一緒についてきた魔物はオレが別の大陸で栽培した奴らです」

　そう説明すると、モルジアナさんの足元にモチやデビルキャロットなどが近づき、興味深そうに彼女を見上げる。

「そうなんですね。……この子、カイコロモチですよね。あの、もしかしてキョウさんはカイコロモチも栽培できるのですか？」

　問いかけてくるモルジアナさんはどこか期待に満ち溢あふれた瞳ひとみをしていた。

「ええ、まあ。布製品の製造のためにカイコロモチの樹も栽培しようかと思っていますが──」

「是ぜ非ひお願いします!!」

　即答された。

　まあ、元よりそのつもりだったので問題はないが。
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　見るとモルジアナさんは足元にいたモチの頭を撫でている。それに気分を良くしたのか、モチが糸を吐き喜びの声を上げている。

　そんなモチの嬉しそうな反応にモルジアナさんは顔をほころばせ、モチを抱きあげる。

「はう～。まさか、こんなところでカイコロモチさんに会えるなんて……。キョウさん、絶対にこの子を栽培してくださいね！」

「意外ですね。ひょっとして、モルジアナさんはカイコロモチが好きなんですか？」

　オレがそう問いかけると、モルジアナさんの体がビクリと反応し、いつか見せたような半泣きの表情を向ける。

「ひ、ひぐ！　す、好きです。大好きですよ……！　身長が高いからって可愛いものに興味ないなんてことありません……！　というか、私は小さいものや可愛いものが大好きなんです！」

　あ、なるほど。そうだったんですね。

　というか、そこでも身長コンプレックスを引っ張ってくるんですね。

　オレは慌あわてて「いやいや、全然意外じゃないですよ！」と必死にフォローを入れる。

　その後、嬉しそうな表情を浮かべて、モチの体を撫でているモルジアナさんを見ていると、やっぱり女の子なんだなと彼女の可愛らしさを再認識する。

「それはそうとフィティス。頼んでいたものは持ってきてくれたか？」

「はい、勿論。こちらですわ、キョウ様」

　そう言ってフィティスが渡す袋を受け取ると、オレはその中身を確認する。

　そこには様々な種類の魔物の種と宝石が詰まっていた。

　言うまでもなく、これらはオレが第四大陸にいた頃に栽培していた魔物の種や宝石である。

「お、サンキューな。フィティス。これで第四大陸の魔物も栽培できるぜ」

「いえ、キョウ様の補佐としてこれくらいは当然ですわ」

　笑顔を浮かべるフィティスに対し、オレも思わず笑みを向ける。

　よし。これで準備は完了。

　下地も出来て、メンバーも揃そろって、いよいよここからが本番。

　大規模栽培の始まりだ！




「フィティス。そっちのエリアにはデビルキャロットの種を蒔いておいた。あとで看板を立てておいてくれ」

「はい！　了解ですわ。キョウ様！」

「兄ちゃん！　こっちのスペースの土はあらかたほぐしたぜー！」

「ぱぱー！　むこうのみずまきおわったよー！」

「お兄ちゃん。あっちの土に植えてた魔物の種、もう芽が出てるよー！」

「おー、本当か！　皆、色々ありがとうなー！」

「キョウ様。モルジアナ様のご命令で我々兵士数人もご協力いたします。何かお手伝いできることがあれば、なんなりとおっしゃってくださいませ」

「え、いいんですか？」

「無論です。我々兵も最近では魔物がいなくなったために暇ひまを持て余している者も少なくありません。久しぶりに体を動かせるなら、それで構いません」

「分かりました。それじゃあ、そっちのほぐした地面に柵を立てて、いくつかスペース分けして頂けませんか？」

「了解いたしました！」

「ぴぃー！」

「きゅー！」

「お、バーンもモチもやる気出してるなー！　バーンはそのまま土を耕してくれ。モチはそうだな……蔓つる状じようの樹のために網あみを張っててもらえるか？」

「きゅうぅー！」




　次々とオレの指示を受け、あるいは自らの意思で、集まったメンバーがそれぞれに栽培の協力をしてくれていた。

　それは初日にオレやジャック、スィやムーといった僅わずかなメンバーでやっていた時間とは比べ物にならないほどの効率の良さであり、見る見るうちになんの手入れもされていなかった土地が耕され、今ではかなり大規模な畑が広がっていた。

　すでに手持ちの種は一通り蒔いており、あとは時間が経たてばそれぞれのエリアに樹が生え、魔物達が実るだろう。

「うっし！　じゃあ、次は動物型魔物のためのスペース、牧場を作りに行くぞ！」

『おー!!』

　オレの号令に全員が気持ちのいい返事をしてくれた。




「キョウ様。牧場と言いますと、具体的にどのような下準備が必要なのでしょうか？」

　畑のエリアから少し離れた平野にて、フィティスがそう質問をする。

「特にやることは変わらないよ。動物型魔物の種を植えて、それが樹となった後、そこから生まれた魔物が逃げないように周囲を柵で覆おおう。ただし、生まれた魔物達が窮屈しないようにかなり広めの空間を柵で覆う必要があるけど」

「なるほど。さすがですわ、キョウ様」

　感心した様子で頷くフィティスだが、言うほど大したものではない。

　実際、オレが栽培した魔物の多くは穏おだやかであり、こちらの言うことを素直に聞いてくれる連中が多かったので、柵もそれほど必要なかった。なので第四大陸にいた頃はほとんど放し飼い、いわゆる遊牧状態にしていた。

　とはいえ、ここでそれをやってしまうと、さすがに一部の魔物が逃げてしまう恐れがあるため、きちんと四方を柵で覆った方がいいだろう。

　そこでオレは湖の前を牧場エリアと定め、そこに柵を作ることにした。

　これならば、すぐ目の前に水飲み場もあるため、わざわざ水を補給する必要もない。

　オレはフィティス、ジャック、それに兵士さん達にお願いしながら広めの空間を作るよう地面に柵を立てていく。

　さすがにこればっかりはかなりの時間がかかり、途中足りなくなった柵の材料を兵士さん達に運んでもらったりなどしている内にすっかり遅くなってしまった。牧場エリアが出来たのは日がとっぷり沈しずんでからになった。

「いやー、遅くまですみませんでした。兵士さん達。ですが、これで一通り終わったので、もう大丈夫です」

　オレは夜遅くまで手伝ってくれた兵士さん達に頭を下げるが、彼らは皆「気にしないでください。いい運動になりました」と爽さわやかな笑みを返してくれた。

　うーむ、いい人達だ。やはりこうした穏やかな大陸にいる人達は、その性格も穏やかになるのかなと、城へ戻っていく背中を見送りながら思う。

　そうしてオレ達も疲れた体を癒すべく、宿へ戻ろうとした瞬間、後ろから服を引っ張られ、思わず振り向く。

　そこにはオレの服の裾すそを握にぎるフィティスがいた。

「どうしたんだ？　フィティス」

「あ、あの、その、キョウ様。私、キョウ様のお役に立てましたか……？」

「へ？」

　何を今更と思わず突っ込みそうになったが、フィティスは俯うつむき、表情は自信なさげであった。オレは呆あきれたように笑みを浮かべると、思わずその頭に手を置く。

「なに言ってんだ。すっげー助かってるよ。というか、今回のことだけじゃなくってお前にはオレの留守中にあの場所を守ってもらってただろう？　フィティスにはずっと感謝してるよ」

「！　ほ、本当ですか！」

　オレがそう答えるとフィティスは心底嬉しそうな顔を向け、微笑む。

　ひょっとして、ずっと留守番ばかりしていたから、自分が役に立ててないと思っていたのかもしれない。

　今回、オレが救援を頼んだ際、すぐにここに来て一生懸命頑張ってくれたのも、その反動だったのかも。

　だとすると、すまないことをしたと思い、もっと日頃からこいつへの感謝を口にしないとなと思った。

「あ、そういえば、お前がここにいるってことはオレの家や畑は今どうなってるんだ？」

　ふと思い出し、思わず問いかけるものの、それは心配ご無用とばかりにフィティスが笑みを浮かべながら答える。

「大丈夫ですわ、キョウ様。あの場所を立つ前にミナさんや、街の領主様でありますエクレーゼル様にお願いをしてきました。領主様はキョウ様にはお世話になったとのことで、あの場所を管理するために数人の兵士を常に滞在させるとおっしゃり、ミナさんも時間の空あいた時に魔物達の管理をしてくださると約束して頂きましたわ」

「そうか、領主さんとミナちゃんが……。それじゃあ、戻ったらあの二人にお礼を言わないとな」

「はい。その時は私もご一緒いたしますわ」

　そう言って微笑むフィティスと一緒にオレ達は宿へと戻るのであった。





　　　　◇　◇　◇






「おおー、早速芽が出てるなー」

　翌日。植えた魔物の種の成長を確認するべく畑を訪れると、区分けされた各エリアでそれぞれの魔物の苗が元気よく地面から伸びている姿が見えた。

　太陽の光を浴びながら、水をかけるとそれに反応するように苗がわきわきと嬉しそうに動いた。

　これならば成長も問題なさそうだ。

「畑はこれで大丈夫そうだな。それじゃあ、次は牧場に種を植えるとするか」

「はい、お供いたします。キョウ様」

　オレがそう呟つぶやくと一緒についてきたフィティスが頷く。

　いつもならリリィが手伝ってくれていた。なので、普段とは違うパートナーで少々奇妙な感覚だが、こいつが相棒というのも悪くはない。

　そう思いながら、オレは昨日の内に出来上がった柵で覆われた平野の中に入ると、その地面の感触を確かめる。

　うん。ここの地面は畑として耕した場所よりも随分柔らかく、草木が生おい茂しげっている。

　ここならば、それほど地面をほぐさなくても軽く土を混ぜるだけで良さそうだ。

　そう思いながらオレは腰に下げていた袋を開き、その中にある動物型魔物の種──宝石を見つめる。

　さて、まずはどの魔物の牧ぼく畜ちくから始めるか。

　平野はかなりの広さがあり、一種類の魔物だけでなく、複数の魔物を同時に牧畜しても余裕があるほどである。

　畑と同じようにこの牧畜場も柵によるいくつかの区分分けをして、それぞれに別の魔物を牧畜するのがいいかもしれない。

　となると、モルジアナさんからもらったこの大陸の魔物だけでなく、フィティスからもらった第四大陸の魔物も牧畜するべきであろう。

　特にコカトリスはそうした牧畜にうってつけの魔物と言える。

　コカトリスは『玉たま子ご』と呼ばれる食用物を産む性質を持っている上に、コカトリス自身の肉も美味しい。

　カイコロモチは絹糸を吐く魔物だ。その糸は上質な布の材料となるために重宝する。

　なによりもモルジアナさんもカイコロモチの栽培はぜひして欲しいと言っていたので、牧場の一角にカイコロモチの樹を栽培するのは決定だ。

　しかし問題は、モルジアナさんからもらったこの大陸の魔物の宝た石ね。

　ミノタウロスにサラマンダー、ペリュトン。どれも簡単な説明は受けたが、実際に栽培しないことには詳くわしいことは分からない。

　ただ、このまま栽培していいものかとオレは悩む。

　特にミノタウロスなど、こうした牧場に相応ふさわしい魔物であろうか？

　人型ということからも柵を壊したり、乗り越えたりして、他のエリアに入れば面倒なことになるかもしれない。

「どうされたのですか？　キョウ様」

「ん、ああ。モルジアナさんからもらった魔物のことで悩んでいてね」

「といいますと？」

　オレが考え込んでいると、隣にいたフィティスが心配そうに声をかけてくる。

　そういえば、フィティスはグルメ貴族ということで様々な魔物の生態に詳しいはず。

　ミノタウロスについて彼女の意見を聞こうと、オレは先程思ったことを口にした。

「……なるほど。ミノタウロスですか。確かにキョウ様の言う牧畜にはやや不向きかもしれません。通常、ミノタウロスはどれも凶暴な性格で、人だけでなく、自身のエリアに侵入するものは魔物でも襲う好戦的な魔物ですわ」

「だよなー。まあ、けどオレが栽培するなら、多分そうしたミノタウロス達も穏やかな性質にはなると思うんだが」

　それはこれまでの栽培からも実証されてきたことである。

　本来は凶暴なはずのオーガや、ヒュドラなどもオレが栽培した際はどれも心優しい穏やかな魔物として育ってくれた。

「もうひとつ、問題点があります。ミノタウロスの肉はお世辞にも美味しいとは言えません。仮に栽培したとしても、採れるものと言えば加工用の角、それに体内の宝石くらいですわ」

「それなんだよなぁ……」

　そう、実はそれがオレが一番乗り気になれない部分でもあった。

　牧畜という目的で栽培を行う以上、そこで育てた魔物は最終的には人の利益となるために殺す必要がある。

　オレも第四大陸でコカトリスなどを栽培していた時は、そのように割り切って飼育していた。

　確かにオレ自身、育てた魔物達に愛着はあるが、それでも全てを平等に愛するということは出来ないし、してはいけないこと。

　それは前の大陸のシンと交流した際も改あらためて学んだことでもある。

　牧畜のために栽培する魔物も、そのためのものと、ある程度は割り切っている。

　しかし、だからこそ栽培するのなら、その魔物の命が無駄にならないように人々に提供してあげたい。

　地球の牛のようにミノタウロスもミルクを取れたり、牛肉のような美味しさがあれば牧畜としての価値や必要性が上がるのだが……。

　品種改良でも出来ればなぁ、とそう思った瞬間、閃ひらめいた。

「そうだ！」

　あったじゃないか！　オレの魔物栽培能力で、そうした部分を補おぎなえる力が！

　オレは手持ちの魔物の種を見ながら、そのイメージを高める。

　この中でミノタウロスともっとも相性がよく、そして互いの性質を補い合うものと言えば……。

　オレは右手にミノタウロスの宝石を握り、もう片方にとある宝石を握り締める。

　これだ。こいつとこれを組み合わせれば、きっと理想通りの魔物が出来上がるはず！

「キョウ様、どうされたのですか？」

　二つの宝石を握り締め、不ふ敵てきな笑みを浮かべるオレにフィティスが声をかける。

　それに対し、オレは自信に満ちた顔で彼女へと告げる。

「なーに、ちょっと閃いてな。フィティス、楽しみにしてな。お前が知るミノタウロスの常識をオレが超こえてやるからよ」

「！　まあ、本当ですか。それは、すごく楽しみですわ！」

　力強い断言をするオレに対し、フィティスもまたその顔に嬉しそうな表情で応えてくれた。
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　そして、翌日。

　オレはまず牧場に植えた魔物の種の様子を見に行った。すると──

「おお、早ぇな！　もう樹が成ってるじゃないか」

　区分けされたスペースに、それぞれの魔物の樹がすでに俺の身長あたりまで成長していた。

　特に、この大陸の魔物の樹であるサラマンダー、ミノタウロス、ペリュトンなどは成長が早く、これなら明日には成せい熟じゆくした実が成るのではないかと思わせる成長ぶりだった。

「素晴らしいですわ！　キョウ様！　以前よりも栽培の成長速度が上がっていますわ！　さすがはキョウ様ですわ！」

　見ると後ろに、オレのことをよいしょしてくれるフィティスの姿があった。

　まあ、確かに色んな大陸を渡ることでオレの栽培能力もアップした。

　この分なら、すぐにでも魔物農業を形に出来るだろうと確信をもてた。

　オレはそのまま牧場内の樹の様子を見終わった後、畑の方へと移動すると、そこにはすでに成長しきった魔物達の姿があった。

「おおー、昨日の今日でもう成熟してるやつがいるのかー！」

　オレは声を上げて、畑で蠢うごめいている魔物達に近づく。

　まず最初に目に入ったのは、畑から少し離れた場所に植えたアップルエントの樹。

　すでに全長四メートルはあろう大樹が、ふさふさといくつもの緑の葉を揺ゆらめかせている。そして、幹みきの部分には人の顔らしきものが現れていた。

「……んんっ、おやぁ？　あなたはもしや私達を栽培してくださった主様ですかな……？」

　オレが近づくと、その幹にある人の顔が大きなあくびをした後、柔にゆう和わな笑みを浮かべる。

「ええ、まあ、そういうことになりますかね」

　魔物からの問いかけに答えるオレに対し、目の前の樹は嬉しそうに微笑みを返す。

「ほっほっほ、そうですか。いやはや、ありがとうございます。わしは見ての通りのアップルエントでついさっき目が覚めたばかりですじゃ。本来なら、わしらが成熟するのは数年近い時間が必要なのですが、あなたはどうやら素晴らしいスキルをお持ちのようですな」

　ええ、まあ、最初はスキルだと気づいていませんでしたがね。

　そんな苦笑を浮かべるオレに対し、アップルエントの枝先に実っていた小さな赤い果実が見る見るうちに膨ふくれ上がると、オレが知るリンゴの大きさへと成長していった。

「ほれっ、折せつ角かくですじゃ。先程できたばかりのわしのアップルをお食べくだされ」

　そう言ってアップルエントは枝先に実ったリンゴを別の枝で器用に取るとそれをオレに差し出す。

　オレは差し出されたリンゴを手に取り、まずはその匂いを嗅かぐ。

　おお、街のものとは比べ物にならない爽やかな香り。

　これがリンゴの香りというやつか。皮をかぶった状態でもその先にある果実の濃のう厚こうな香りが鼻をつく。

　オレはそのまま香りに誘われるように、手に持ったリンゴを皮ごとかぶりつく。

　すると口の中いっぱいに甘酸っぱいリンゴの酸味と甘味が溢れ、思わず口元を押さえてしまう。

「うめぇ！」

　というか、地球にいた頃もこんな新鮮なリンゴ食べたことなかったかも！

　思わず、そんな感想を口にすると目の前にいたアップルエントが嬉しそうに顔をほころばせる。

「ほっほっほっ、気に入っていただいて何よりです。まだ生まれたばかりなので、それ一つしか実らせきれませんでしたが、時間がたてば主様が望むだけのリンゴをこの枝先に実らせてみせますので」

「本当ですか！」

　かなりの太っ腹な発言に思わず驚くオレであったが、アップルエントは何でもないとばかりに再び笑う。

「ええ、このあたりの土地はいい栄養を含んでおります。それに主様が事前に土を耕してくれたおかげで、他の魔物達も随分早く成長できたのですぞ」

　そう言ってアップルエントは別の畑にいる魔物達の方を枝先で示す。

　そこには地面から生えた無数のワカメの姿があった。

　ワカメが地上に生えているというのはなかなかシュールな光景だなと思いつつ近づくと、ワカメが生えている場所の中心には巨大な緑の蕾つぼみがあった。その蕾を中心にワカメ達がまるで花びらのようにうねうねと咲いていた。

「まあ、これはワカメシアですわね」

　隣にいるフィティスが目の前で咲いているワカメの名前を呟く。

　なるほど、やはりこいつがワカメシアか。名前の通りラフレシアとワカメがくっついたような魔物だ。

　フィティスに詳しい説明を聞くと、食用魔物だそうで、このワカメシアのうねうねと動いているワカメ部分が汁物やサラダなど多くの料理に使えるそうだ。

　そのへんは地球のワカメと変わらないようで、オレもあとで食べてみたいと思ってしまった。

　そうして、そのワカメシアの隣を見ると、一際大きな大だい根こんの葉っぱのようなものが地面からいくつも生えている。時折その葉っぱがゆらゆらとまるで生きているように動く。

　ええと、このエリアに植えた種はなんだったかな。と立てかけた看板を見るとそこには『デーモンウィッシュ』と書かれていた。

　はて、こいつはどういう魔物かな？　と試しに目の前の葉っぱを抜こうとした瞬間、そいつは地面から急に飛び上がった。

「ケッケケッー！」

「おわっ！」

　急な浮上に思わず驚くオレであったが、地面から飛び上がったそいつは驚くオレを楽しそうに笑いながら、その場で小こ躍おどりを始める。

「ケケケッー！」

　見るとそいつはいわゆるハツカダイコンのような姿をしていて、その体にはいたずらな表情をする顔があり、小さな手足も生えている。そして頭には先程の大根のような葉っぱが生えていた。

　外見的にはハツカダイコンに手足が生えた魔物といったところだろうか。

　前に栽培したデビルキャロットに似ている。

　そんなことを思っていると、オレの栽培したデビルキャロット達がそのデーモンウィッシュに近づいてお互いの顔を鏡合わせのように見つめる。

「ケケケ？」

「デビデビ？」

　お互いに手足を動かし、表情をコロコロ変えながら意思疎通している間に、気持ちが共有できたのか、手と手を合わせて、その場で仲良く踊り始めた。

「ケケケッー！」

「デビデビー！」

　お互いに奇妙な言葉を発しながら、仲良さそうにその場をクルクルと回りだす。

　うーむ。やはり外見や性格がなんとなく似ているためか気があったようだ。

　他の大陸の魔物同士とは言え、こうして打ち解けあうのは何よりだ。

「まあまあ、デビルキャロットとデーモンウィッシュの踊りだなんて珍しいですわね。食卓でもあの二つの組み合わせは炒め物に最適なんですわよね」

　さすがはグルメ貴族。まずは食べ物目線で魔物を見るのね。

　いや、まあ、そういうつもりでここでの栽培を行っているわけだから、別にいいんだけどね。

　そんなことを思いつつ、オレは他の畑のエリアを確認していく。

　どこもそれなりの成長をしており、中にはアップルエントやデーモンウィッシュ達のように完全な熟成をして、意思を持って動いているものなどもいた。

　どうやら魔物畑としての体裁が出来上がりつつあり、オレはその順じゆん風ぷう満まん帆ぱんっぷりに思わず笑みを浮かべるのであった。
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「キョウ様。こちらお昼ご飯に作っておきました。おにぎりですわ」

「お、サンキュー。フィティス」

「すぃ～！」

「はいはい。勿論、スィちゃんやムーちゃんの分もご用意しておりますわよ」

「わ～！　本当ですか！　フィティスお姉さん、ありがとうございます～！」

　あれからオレ達は畑周りの土をいじり、収穫できそうな魔物の選別をしているうちにすっかりお昼の時間となった。腰を下ろせそうな岩を見つけて、そこでフィティスが持ってきたおにぎりを皆で食べる。

「おお、やっぱお前の握るおにぎり美う味まいな」

「本当ですか！　そう言っていただけて嬉しいですわ。今回の具材はコカトリスの玉子とお肉、それから焼き上げたマッシュタケなども入れておりますの」

「すぃ～！」

「美味しいですね、スィ様！」

　以前にもネツァク大陸にいた頃、フィティスからおにぎりを差し入れてもらい、その時も美味しく頂いたものだ。

　しかも、この大陸の食事はお世辞にもどれも美味しいとは言えない。

　宿の料理はおろか、食堂の料理もどれもイマイチぱっとしなかった。

　そんな中、食材を持ってこの大陸に来てくれたフィティスの存在はオレ達からすれば救いの手だ。

　今現在、こうして魔物を栽培しているのもモルジアナさんの頼みもあるが、正直、自分達で栽培した美味しい魔物を食べたいという方が強くなっていた。

　ひょっとして、モルジアナさんが魔物の栽培を頼んだのも、こうした食事改革の一面があったのかな？　と思っていると、隣にいるフィティスがどこか思いつめたような表情でオレに問いかける。

「あの、キョウ様。その、ずっと気になっていたのですが……リリィさんは一緒ではないのですか？」

「リリィ？」

　ああ、そういえば、まだ説明していなかったと、オレは渡されたお茶をすすりながら話し始める。

「リリィとはこの大陸に来てすぐに別れたんだ。というのもこの大陸にはあいつの故郷があるらしく、今はそこに戻ってるんだ」

「そうだったのですか」

　思わぬリリィの事情に驚くフィティスだが、その表情はどこか嬉しそうでもあった。

「そ、それではリリィさんが戻るまでもうしばらくかかるということでしょうか？」

「ん、まあ、そうじゃないかな。故郷までの距離がどれくらいかは分からないけれど」

　オレとしてはリリィにも早く合流してもらい、色々と手伝ってもらいたい。

　そんなことを思っていると、隣にいるフィティスは何やら含み笑いを浮かべながらボソボソと呟く。

「で、では、それまでの間は私が実質的なキョウ様の相棒ということですわよね……」

「ん？　何か言ったか？」

「い、いえ、なんでもありませんわ！」

　問いかけるオレであったが、なぜかフィティスは顔を赤らめたまま否定をする。

　その後、オレ達の食事が終わると、勢いよくフィティスが立ち上がり、宣言する。

「さあ、それではキョウ様！　栽培の続きを致いたしましょう！　このフィティス、キョウ様のお役に立つためなら、なんでもする所存ですわ！」

「お、おう」

　やたらとやる気だが、どうしたんだろうか。

　見るとフィティスの隣には「おー！」とかけ声を上げながら、腕を伸ばすスィとムーの姿もある。

　まあ、やる気があるのはいい事だ。

　すでに畑の方は植物型の魔物が順調に育ち中。

　牧場の方は、まだもう少しかかるだろうが、オレの予想が正しければ一週間もしない内に必ず結果が実る。

　その時はモルジアナさんを呼んで、その成果を見せてやらないとな。

　そんな期待と妄想を胸にオレは置いてあったクワを手に取り、牧場の方へと向かうのであった。
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　そうして、あれから一週間──。

「よーし、いい感じに育ってくれたな」

　現在、牧場にいるオレは大樹に実った大きな卵を観察していた。

　この様子から察さつすれば、今日中にはここに実った卵達から目的の魔物が生まれてくるだろう。

「キョウ様。誰だれかこちらに近づいてくるようですわ」

「ん？」

　フィティスのその声に振り返り、平野の向こうに視線を送るとそこにはモルジアナ女王含む兵士の一団が近づいてくる姿が見えた。

「お、ある意味、いいタイミングかもな」

　オレはすぐさまモルジアナさん達へ声をかけ、彼女達の来訪を歓かん迎げいする。

「お久しぶりです、キョウさん。それで栽培の様子はどのような感じでしょうか？」

「それについては直接見たほうが早いですよ」

　そう答えるとオレはすぐさま彼女達を牧場へと連れて行く。

　そこでは柵越しにいくつもの巨大な樹が立ち並び、そのどれにも卵がたわわに実っていた。

「すごいです……！　こんなにたくさん魔物の卵が実っているなんて……！」

「驚くのはこれからですよ」

　そう言ってオレはさっきまで観察していた樹の前にモルジアナさん達を連れて行く。

　見ると、卵がプルプルと震え、今まさに枝から落ちようとしていた。

　ちょうどいい。オレはモルジアナさん達に少し離れて卵を観察するようお願いする。

　すると、枝先に実った卵が地面に落ちた。その衝撃で殻からが割れると同時に、中にいた魔物が姿を現す。

　しかし、それを見た瞬間、モルジアナさん含めるこの場にいた全員が驚きに口を開く。

　それもそのはず。卵から出てきた魔物は彼女達が初めて見る姿をしていたのだから。

「モゥー」

　大きさは約三十センチほど。生まれたばかりにしてはやや大きく成猫ほどの大きさがあった。

　鳴き声はまさに牛のそれであり、姿も小こ柄がらながら水牛のような雄お々おしい姿をしており、その頭には小さな角が生えかけていた。

　しかし、牛にしてはありえないほどの毛を全身から生やしており、茶色い体の背中にはうりのような模様が見えている。

　例えるなら牛と猪の混合魔物とでも呼ぶべき存在が、目の前で歩き出していた。

「き、キョウさん。この魔物は一体……？」

　困惑するモルジアナさんに対し、オレはこの魔物がなんなのかその正体を明かす。

「こいつはモルジアナさんからもらったミノタウロスの宝石と、猪型の魔物カリュドンの宝石を混ぜて栽培した新たな魔物、名付けるならそう──カリュタウロスといったところでしょうか」

「カリュタウロス……」

　オレが命名した魔物の名前をモルジアナさんだけでなく、周囲の兵士達も口にする。

「まずモルジアナさんから頂いたミノタウロスなのですが、最初はこれをそのまま栽培しようかとも思ったのですが、人型の魔物となると牧場での飼育は不向きかと思いました。それにミノタウロスの肉は美味しくなく、あまり利用価値がないとも聞きました」

「ええ、そうですね。商品としてもミノタウロスの肉ではまず売れません」

「そこで考えたのが、カリュドンという魔物との混合です。カリュドンは肉としては美味しいと聞きましたが、猪型魔物の特徴として肉に臭みがあるらしいですね」

　オレのその発言に隣にいたフィティスが頷き、それに倣ならうようにモルジアナさん達も肯こう定ていする。

「ですので、ミノタウロスという牛型魔物と混合させることで猪型魔物の臭みを消すことにしたのです。カリュドンの持つ肉の旨うまみをミノタウロスの肉と合成させれば、生まれてくる魔物の肉も普通に食べられるはず。更にミノタウロスの価値とも言える角もこの魔物はしっかりと受け継いでいます。これならミノタウロスの角とカリュドンの肉、両方のいいところを合わせた理想的な魔物が作れると栽培したのです」

「な、なるほど……！　すごい、すごいですよ！　キョウさん！　こんな栽培方法まであったのですね……！」

　オレの説明にモルジアナさん含めるこの場の全員が感心したような声を上げる。

　この栽培は以前、帝王勇者ロスタムさんのところで行った『複合栽培』である。

　その時も異ことなる魔物二種類の種を混ぜることにより、それぞれの特徴を持った魔物を栽培することができた。

　あれから様々な大陸を渡り、色んな魔物を栽培することでオレの魔物栽培スキルも上がっている。今回の複合栽培についてもオレが想像した通りの栽培ができた。

　オレの想像が正しければ、このカリュタウロスは角や肉を取るだけでなく、牝めすならばその乳からミルクを取ることもできるだろう。

　もし、そうなれば、この魔物だけでミルク、肉、角による加工品と様々な利用が行われるはず。

　今はまだ幼く地面に生えた草を食べながら、のんびりと「モゥー」と鳴いているカリュタウロスであるが、その価値はこれからドンドン必要なものとなっていくはずだ。

「しかし、まさかミノタウロスとカリュドンの混合による魔物を生み出せるとは」

「いやはや、どのような味がするのか、今から楽しみですな」

　見ると、草を食べながらのんびりしているカリュタウロスの周りを数人の兵士達が取り囲み、その背中を優しく撫でていた。

　ああ、ごめんよ……お前はいずれドナドナされちゃうんだよ……。

　そう心の中で思いつつも、やはり複雑な心境は拭ぬぐえなかった。

　しかし、元よりこの牧場の魔物達はモルジアナさんの頼みにより人々に提供するべく栽培したものである。

　そのため、オレが下手に親心や同情を発揮して、その邪魔をするのはお門違いである。

　農業に携わる者なら、こうした心構えは当然持つべきもの。

　今までもオレはそうした自分が栽培した魔物達を糧かてに、ここまで生き延びられたのだから、そこに一方的な道徳を持ち込んではいけない。

　その想いを胸に、オレは他のエリアの魔物達の紹しよう介かいをしていく。

「そして、こちらが──」

「ペリュトン！　ですね！」

　オレが説明するよりも先にそのエリアに生まれた魔物の名をモルジアナさんが大声で叫ぶ。

　そう、ここに植えたのはペリュトンの宝石であり、成ったのもペリュトンの樹。

　ちなみに生まれてきたペリュトンは実に不思議というか美しい魔物であった。

　一言で言うならば鹿の姿をした魔物であるが、背からは翼が生えており、全身の色が鮮やかな緑である。

　緑の体毛の魔物というのは非常に珍しく、それが実に鮮あざやかで独特の美しさを出していた。

　生まれたペリュトン達は大人しい生き物で、地面に生えている草をもそもそと食べたり、自分達が生まれた樹の下で固まって昼寝をしたりなど、のんびりとした様子だ。

　なお、この後、興奮した様子のモルジアナさんからの説明によると、これほど鮮やかな緑の体毛を持つペリュトンは稀まれであり、その色が鮮やかなほどペリュトンの肉は美味しいとの話だ。

　ふむ。実際オレもどんな味か少し気になっている。

　見た目は鹿っぽいが、話を聞くと鳥型魔物の一種らしく、味は鶏とり肉にくに近いとか。しかし、部分によっては鹿肉っぽさもあるのだろうか？

　そんなことを思いながら、オレは次なるエリアの魔物の紹介をする。

「こちらは第四大陸から持ち込んだコカトリスの樹です。今ちょうど何匹かのコカトリスが生まれているみたいです」

「コケッコッコッー！」

　見るとそこでは樹に実った卵から次々とコカトリス達が生まれて、元気のいい声を上げていた。

「これがコカトリスですか。本当に蛇へびの尻尾があるのですね」

　そう言って興味深そうにモルジアナさんがコカトリスの蛇部分をちょんちょんと指で触る。

　まあ、正確にはその蛇の部分がコカトリスの本体なんですけどね。

　そうして、次のエリアへ移動すると、そこではカイコロモチの樹がたわわに実り、そこからたくさんのカイコロモチ達が生まれていた。

「きゅうー」

「きゅきゅー」

「カイコロモチ！」

　その姿を見るや否やモルジアナさんが走り出し、足元に転がっていたカイコロモチを抱える。

「はうー、やっぱりこの抱き心地最高ですわー。それにまだ小さくて、とても愛らしいですー」

　うりうりとカイコロモチに頰ほおずりするモルジアナさんであったが、当のカイコロモチは少々戸と惑まどっている様子。

　だが、決して嫌がる素そ振ぶりはせず、カイコロモチがモルジアナさんの腕や顔に絹きぬ糸いとを吐くと、彼女はますます喜んでいた。

　そうして、ひとしきりカイコロモチを触った後、別のエリアへ行くと、そこには奇妙な光景が広がっていた。

「これはまた随分と豊作だな」

　そこは牧場の中でもっとも湖に近いエリアだった。そこに植えた樹から生まれた魔物が次々と湖へと移動し、水浴びをしている。

「ケロケロー」

　カエルのような奇妙な声を上げる魔物。

　しかし、その姿はいわゆるサンショウウオに近い姿をしており、次々と湖の中に入ると、その中を自由自在に泳ぎ回る。一通り泳ぎを堪たん能のうすると、湖から出て草むらでのんびりと過ごしていた。

「サラマンダーですね！　こちらも、もうこんなに栽培していたなんてすごいです。キョウさん！」

　その魔物達の姿を見たモルジアナさんが興奮した様子でそう呟く。

　なるほど。こいつらがサラマンダーか。

　確かに一説ではトカゲよりもサンショウウオのような姿をしていると聞いたことがある。

　そんなオレ達の声に気がついたのか、何匹かのサラマンダー達がこちらに近づいてくる。

「ケロケロー」

「ケロー」

　先ほどと同様にカエルのような鳴き声を上げながら、柵越しに長いベロを出して、オレの顔や手を舐なめてくる。

　うん、懐なつかれてるのかな？

　そんなことを思っているとモルジアナさんも同様のことを口にする。

「さすがは魔物栽培士さんですね。すっかりサラマンダーに懐かれていますね」

　やはり、そうか。

　そう思ったオレは近くの柵を開けると、そこから次々とサラマンダー達がこちらに近づき、オレやフィティス、それにモルジアナさんの足元に移動し、その服や体に舌先を絡からめていく。

「わっわっ」

「こ、これは、サラマンダーは好意を持った相手に舌先を絡めると言いますが、ここまで積極的なのは初めてですわ。さすがはキョウ様の栽培した魔物ですわ」

「はは、そりゃどうも」

　見ると、兵士達の方にも何匹かのサラマンダー達が移動し、腰に携えた剣や鎧よろいなどに舌先を絡めている。兵士達は困惑した様子ではあるが。

　ちなみにスィとムーの方にもサラマンダー達が移動し、二人は仲良さそうに遊び始めた。

「それじゃあ、ここはこれくらいにして次の場所に……」

　そう言ってオレ達が移動しようとした瞬間であった。

「これはキョウ君。まだこの大陸に残っていたとは驚きだね」

　ふと後ろから聞こえた、こちらを嘲あざ笑わらうかのような声。

　その声に振り向くと、そこにはあの王城で出会ったこの大陸の勇者〝魔学勇者〟アリババの姿があった。

　彼はオレと隣にいるモルジアナさんに一いち瞥べつを送ると、その先にある魔物牧場を見て、目を細める。

「……ふむ。これはどういうことかな？　なぜ君がこの地で魔物の栽培などを行っているのかね？」

　そう言ってこちらを見る彼の視線には、明らかな敵意の感情が混ざっていた。

「か、彼にはこの地で魔物の栽培をするように私が命じたのです」

　そんなアリババの視線からオレを守るようにモルジアナさんがオレの前に立ち、アリババと対たい峙じする。

「……女王。あまり勝手な行動はなさらないでください。言ったはずですよ、もはやこの大陸には魔物など必要ないと。なのになぜ彼に魔物の栽培などを頼むのですか？」

「そ、それは……」

　アリババからの強い口調に思わず尻込みするように後ろに下がるモルジアナさん。

　周りに居た兵士達も視線を逸そらし、どこかいたたまれない空気を醸し出していた。

「さあ、このような茶番は終わりにしましょう。女王、あなたはただ城の中で事の成り行きを見守るだけで良いのです。下手にこの国の在り方に口は出さないでください。この国の民衆も私のやり方に賛同しているのですから」

　そう言ってアリババはモルジアナさんに近づき、その手を握り、無理やりこの場から移動させようとする。

　それに対し、モルジアナさんは下した唇くちびるを嚙かみながらも、されるがまま彼に引きずられていく。

　本来ならば、女王はこの国で一番偉い存在であるはずだが、そんな彼女を威圧するほどの能力と権力を有する者。それこそが目の前のアリババなのだとオレは再認識した。

　そして、同時にこのような横暴を許してはおけないとオレは思わず、アリババの手を握り締める。

「待ってください。いくらこの国の勇者だからと言って女王陛下に対して、そのような横暴はやりすぎではないのですか？」

「…………」

「き、キョウさん」

　思わず体が動き、アリババの手を握ってしまったが、その瞬間彼の凍えるような視線がオレの体を射抜く。一瞬後悔するがここで引き下がるわけにはいかないと、足に力を入れる。

「……君にも先日言ったはずだよ。この大陸における君の役目はないと。今すぐこのような茶番劇は終え、さっさと別の大陸に行きたまえ」

　そう言ってオレの握る手を振り払い、アリババは冷徹に告げる。

　だが、ここまで来てオレも引き下がるわけにはいかない。

　なによりも、折角ここまで魔物を栽培し、農業としての形態を作ってきたのだ。それを無駄にするわけにはいかない。

「いいえ、そういうわけにはいきません。オレはモルジアナ女王から、ここで魔物農業を行うよう命じられました。女王からの任務を遂すい行こうするまで、この地から離れるわけにはいきません」

「キョウさん……！」

　オレのその断言にモルジアナさんは感動したように瞳を潤うるませる。

　そして、オレの隣にいたフィティスもまたオレに賛同するように意見を口にする。

「あなたがこの国の勇者ですわね？　確かに勇者の称号を持つ者は時として国の王よりも強い権力と影響力を持つと聞きます。ですが、それをかさに着て、その国の王族を脅すような真ま似ねをすればその品位や性格を批判されて当然ですわ。いくらあなたが強い影響を持っているとはいえ、実の女王をないがしろにし国の方針を勝手に進めたとなれば民の信頼も損なうのではないのですか？」

「…………」

　フィティスからの指摘に対して、アリババは静かにモルジアナさんを摑んでいた手を放す。

　そうして、オレとフィティスに一瞥を送ると、面白そうな笑みを浮かべた。

「ふむ。確かにその通りだな。少々行き過ぎた行動だったのは謝罪しよう。しかし、それでも君達の存在はこの大陸に必要ないのだよ」

　そう言ってアリババは身を翻ひるがえすと同時にオレ達に告げる。

「ついてきたまえ。君達がこの大陸に必要ない理由を見せてあげよう」

　アリババのその断言に従うようにオレとフィティスは顔を見合わせた後、彼が向かう先へとついていくのだった。
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「ここがこの大陸における『魔学』の製造地だ」

　そう言ってアリババがオレ達を連れてきたのはビナー王国の王城、その地下にある巨大な扉の前であった。

　オレの隣となりにはフィティス、ジャック、ムー、スィ、バーン達。その他ほかにモルジアナ女王と兵士達も一緒に同行していた。

　ここに来るまでモルジアナさんは終始俯うつむき、気まずそうな様子をしていた。

　モルジアナさんにとって、魔学とは好ましいものではないのだろうか？

　それともその秘密がオレ達のような他人に知られるのがまずいのだろうか？

「さあ、その目で確かめるがいい。これがこの世界の未来を担になう技術だ」

　そんな事を考えているうちに、アリババが目の前の扉めがけて呪文を唱える。

「開けゴマ」

　その呪文と共に開かれた先にあったのは、想像を絶する光景だった。

「これは……！」

「なんですの……？」

　それを目にした瞬間、オレ達はあまりの驚きに息をするのも忘れた。

　なぜなら、今オレの前に広がっているのはこれまでこの世界で見てきたあらゆる技術、技能、建造物、それら全すべてに類るいしない未知の空間であったからである。

　一面白に覆おおわれた部屋の中に広がるのは巨大な透明のカプセルと、そこに入った緑の液体。

　その中には魔物と思おぼしき生物が眠るように浮かんでいた。

　そんなカプセルが部屋のいたるところに存在し、その数はざっと百は超こえていた。

　そして、いかにも魔術師という風ふう貌ぼうの人々がカプセルの中の魔物を観察し、手に持ったボードにデータのようなものを書き出していた。

　それはまさにＳＦドラマなどに出てきそうな異色の光景であった。

「これが私の生み出した『魔学』だ」

　唖あ然ぜんとするオレ達を前に、アリババは得意げに目の前の装置を指して告げる。

「これが……魔学……？」

　確かに、それはオレが知る科学と呼ばれる分野に近い技術であった。

　しかし、科学よりもいくらか不可思議な部分もある。それらを魔術で補おぎなっているのだとするなら、それはまさに魔学と呼べる代しろ物もの。

　実際、目の前のカプセルに閉じ込められた魔物の姿などは、地球ではありえない異様な光景であった。

「ひとつ、よろしいですか？　この魔学とやらで、どうやって人々の生産を担っているというのですか？」

　フィティスの問いに、オレも思わず頷うなずく。

　確かに、一見するとここの技術は確かにすごい。本来、この世界ではありえない技術の結晶であり、これを生み出しただけでも確かにアリババは勇者として認められるほどであろう。

　だが問題は、これがどうやって魔物のいない大陸での食料や加工品の生成に繋つながるのか？　それが重要であった。

「説明するよりも実際に見たほうが早い」

　そう言ってアリババはオレ達を連れて奥へ移動する。

　すると一つのカプセルの前まで移動する。そこに入っていたのはオレが知る魔物サラマンダーの姿であった。

「そいつは……！」

「そう、ご存知のとおり、このカプセルに入っているのはサラマンダーだ」

　アリババはサラマンダーの入ったカプセルを拳こぶしでコンコンと叩たたく。だが、中にいる魔物は全くの無反応であった。

　そして、アリババがそのカプセルの前に座っていた魔術師に合図を送ると、魔術師はカプセルと繋がっている装置を起動させる。

　するとそのカプセルのすぐ隣にあった空からのカプセルが光りだす。

　やがて、眩まばゆい光が収まると、先程まで空であったカプセルの中には隣にいるサラマンダーと全く同じサラマンダーが現れていた。

「なっ!?」

「これは一体!?」

　驚くオレ達をよそにアリババが魔術師に指示を送ると、空のカプセルに現れたサラマンダーをカプセルの中から出す。

　カプセルが開くと同時に中の液体が漏もれ、その中にいたサラマンダーが力なく地面に倒れる。

　そうして、何人かの魔術師達が中にいたサラマンダーを引きずるようにオレ達の前に連れてくるが、不思議とサラマンダーが動く気配はまるでなかった。

　確かに息はしている。呼吸もあり、僅わずかに体が上下しているのが見えるが、しかしまるで魂たましいがないかのようにサラマンダーはその場から一切動くことなく、ただ黙ったまま床に伏ふせていた。

「今見てもらったとおりだが、空のカプセルにこのサラマンダーが生まれたのが見えたな？」

「ああ……」

「これが私が生み出した『魔学』の結晶。このサラマンダーはそちらにいるサラマンダーの『クローン』だ」

「クローン……!?」

　思わぬアリババの答えにオレは驚きよう愕がくする。

　そして、それは隣にいたフィティスも同じで、全くの予想だにしていなかった答えに声を失っていた。

「そう。この大陸に普ふ及きゆうされている食料、加工品は全てこれらクローンから採取されたものだ」

「なっ!?」

　その答えに愕然となる。

　確かに、それなら魔物がいなくても食料や加工品はいくらでも作れる。

　いや、正確にはオリジナルとなる魔物を一匹だけ、こうしてカプセルの中に入れておけば、そこから無限に同じ魔物を生成し、食料や加工品として使える。

　わざわざ魔物を狩るなどという危険を冒す必要もない。

　シンプルに、しかもローコストで採算を上げることが出来る。

　まさに理想的な技術と言える。

「このクローンの素晴らしい点は、クローンとして生まれた魔物には一切の自我がない点である。そのため、食料や加工品にする際、抵抗もなくすんなりと事が運べる。唯ゆい一いつの問題点はこれらクローン生成のための魔力、魔法石の消費が激しい点であるが、そうした魔法石もそれらを抱かかえる魔物をクローンで増やすことにより自給自足が可能となる。つまり、ここにあるシステムだけでこの大陸の食料、加工品を全て供給できるということだ」

　アリババのその答えにオレは再び愕然となる。

　なぜなら、アリババのこの技術は、オレの魔物栽培の上を行っていたからである。

　魔物とはこの世界における食料であり、あらゆる資源の材料。

　だからこそ、それを生み出せるスキルを持つオレの魔物栽培はどのような大陸でも重宝された。

　しかし、アリババのこの技術はオレと同じようにその魔物をクローンとして生み出せる。

　しかもクローンの場合はオレのように種から育てて成せい熟じゆくするまでの時間を待つことなく、すぐにオリジナルと同じものを生み出せる。

　さらに生み出したクローンには自我がないために、食料への加工や様さま々ざまな手順がスムーズに行える。

　栽培にかかる手間と時間を考えれば、アリババの『魔学』はまさにその上を行く画期的なシステムだ。

　オレの栽培が古臭い旧世代の代物だとするなら、まさにこれらクローン技術はその上を行く次世代のシステムと言われても過言ではない。

「理解頂けたかな？　君の栽培における最大の弱点は君にしか出来ないという点だ。だが、私の『魔学』はそのシステムの基き盤ばんさえ完成できれば、このように誰だれであろうと操作、生成が可能だ。どちらがこの先の未来において人々の中に普及するのか、そのようなことは論ずる必要もあるまい」

　その通りだ。

　アリババの技術の最も優すぐれた点は、技術さえ確立してしまえば、誰にでもそれが可能という点。

　一方のオレの栽培は、まず最初の魔物の種を植えて、それを成熟させるにはオレでなければ不可能という点。

　いくら農業という形態を作ろうとしても、その最初にオレが全てをやらなければ、それが完成しないということだ。

　第三者から見ても、効率という面において圧倒的にアリババの技術が上。

　アリババが、オレの存在が不要であると断じるのも道理であると、今いま更さらながらその理由に納得し、オレは思わず奥歯を嚙かみ締める。

「ちょっとお待ちください」

　しかし、そんな敗北感に打ちひしがれるオレと異なり、フィティスが何を思ったのかアリババへと食い下がる。

「今しがた、あなたの『魔学』によって生み出されたという、そのサラマンダーのクローンとやらを少々実食してみたいのですが構いませんか？」

　この場で実食？

　思わぬ提案にオレだけでなく、周囲の魔術師達も怪け訝げんな顔を向ける。

　しかし、当のアリババだけはなぜか真剣な様子で、フィティスからの要望を吟ぎん味みしていた。

「……いいだろう。少々時間がかかるが、構わないか？」

「ええ、そちらで最高と思える調理をして頂いて構いませんわ」

　フィティスからのそんな挑発に、しかしアリババはなぜか先程まで浮かべていた余裕の笑みを見せることなくクローンのサラマンダーを周囲の魔術師達に運ばせ、奥へと消えていった。




「お待たせした。こちらがサラマンダーのムニエルだ」

　その後、先程の研究所のような場所から食堂へと移動したオレ達は、真っ白いテーブルに座り、料理が来るのを待っていた。

　しばらくすると調理されたサラマンダーの料理をこの城の料理人と思える者達が運んできた。

「おお」

「…………」

　運ばれてきた料理はシンプルなムニエル料理。

　サラマンダーの切り身に塩、胡こ椒しようなどの味付けをして、両面が黄色くなるまで焼いた美お味いしそうな見た目であった。

　ムニエルということは、この世界ではサラマンダーは魚の一種なのだろう。見た目も両生類だし、半分魚と言ってもいいのかもしれない。

　そんなことを思いながら、オレは目の前の料理から漂ただよう香ばしい匂いに誘われ、早速ナイフとフォークを握り締める。

「おいしそ～！」

「頂きます～！」

　隣に座っていたムーとスィもその美味しそうな匂いと見た目に誘われたのか、早速目の前の料理にかぶりつく。

　オレもこんがりと焼けた白身をそのまま口に運び、そこから溢あふれる美味に期待を膨ふくらませたが──

「……あれ？」

　思ったよりも美味しくない。

　というか、期待はずれの味だ。

　これならオレが高校に通っていた時、学食で出された魚のフライの方が遙はるかにマシだ。

　下手したら冷凍食品のフライにも劣おとるかもしれない。

「……うぅー」

「イマイチ、です……」

　普段からオレと一緒に美味しい魔物を食べていた影響かムーとスィも素直にそのようなことを口にして、すぐさまナイフとフォークを置く。

　一方でオレ達の中で最も鋭い味覚を持つであろう〝グルメ貴族〟のフィティスも口に運んだそれを何度か咀そ嚼しやくした後、ポツリと呟つぶやく。

「……やはり、ですわね」

　そう言ってフィティスは目の前に立つアリババを見み据すえる。

「あなたの『魔学』によるクローンには重大な欠点がありますわ」

「…………」

　欠点？

　思わぬフィティスの断言に驚くオレであったが、しかし、次に語られたフィティスの答えはまさにオレが先程感じたものであった。

「あなたのクローンによって生み出された魔物は食料にせよ、加工品にせよオリジナルに比べて遙かに質が劣化していますわ」

「あっ……！」

　確かにその通りだ。

　この国に来てからオレが食べた料理の全てが、どれもイマイチな味であった。

　それは今、目の前にあるサラマンダーのムニエルにしてもそうだ。

　調理は王宮の一流シェフが行ったはず。にもかかわらずこの味ということはフィティスの言うとおり、クローンはオリジナルに比べて品質が劣化するということ。

　ということは──

「この品質ならば、キョウ様が栽培する魔物の方が格段に上ですわ。あなたはキョウ様の存在は必要ないとおっしゃいましたが、とんでもありません。このような劣悪な魔物素材ばかりが跋ばつ扈こする大陸において、キョウ様が生み出す品質の良い魔物こそ必要不可欠なものですわ」

　フィティスは迷うことなく断言する。

　そして、その断言にオレもまた頷き、この大陸における栽培への活路を見み出いだす。

「……確かにクローンの品質が悪いことには否定しません。ですが、考えてみてください。私の魔学はこれまで魔物を狩ることでしか得られなかった素材を安全かつ確実に得られるようにしているのですよ。それを考えれば多少質が悪い程度で非難される覚えはありません」

「確かにそうですわね。ですが、それはキョウ様の栽培も同じですわ」

　アリババの言論に真まっ向こうから対抗するフィティス。だが、それに対しアリババは嘲あざけるような笑みをもって返す。

「いいえ、違いますね。少なくともこの大陸の民衆からしてみれば、あなたのやっている魔物栽培というものは得体の知れない謎なぞの所業。あなたの栽培した魔物が人を襲わないと果たして断言できますか？」

「出来る。オレが栽培する魔物達に悪意や敵意は決してない」

　アリババからの反論に対し、オレは即座に答える。

　この世界に転移して来たばかりの頃ならともかく、今のオレの魔物栽培によって生み出される魔物ならば決して人に害意を持たないと断言できる。

　それはこれまで様々な大陸を渡り、そこで様々な魔物を栽培してきたからこそ言える経験談でもある。

　しかし、それに対しアリババは不ふ敵てきな笑みを浮かべたまま続ける。

「あなたがいくらそれを断言しようと、果たしてこの大陸の何人が信用しましょうか？」

　大仰に答えるアリババだが、確かにこいつの言うことも一理ある。

　オレはまだこの大陸に来たばかりで、しかも人々から求められて栽培をしているわけではない。

　中には。折せつ角かくこの大陸から魔物を追い払ったというのに、それをまた生み出している邪悪な栽培士とも勘かん違ちがいされかねない。

　見ると、オレに栽培を頼んだモルジアナさんもその事を懸け念ねんしていたのか、気まずそうな表情で下を向いていた。

「それに先程も言いましたが、すでにこの大陸の人々は私の『魔学』による安全な自給自足に満足しています。そこに品質がいいからと、あなた方の魔物栽培を人々に押し付け提供しようというのは傲ごう慢まんというものではありませんか？」

「…………」

　アリババの皮肉な返しに、フィティスもオレも思わず黙り込む。

　確かに、アリババの『魔学』によるクローン生産でこの大陸の資源は十分に回っている。

　言ってしまえば、少し味が悪く、品質が通常よりも劣るだけであり、それが生き死にに関わるわけではない。

　人によっては今のままで十分。贅ぜい沢たくな品物さえ望まなければ、魔物のいない平和な世を過ごせるのだ。

　確かにそんな状況で魔物栽培などという得体が知れなく、ともすればリスクを伴ともなうような生産を望む人は少ないかもしれない。

　黙り込むオレ達に納得したのか、アリババは背後に控ひかえさせた兵士達を呼び出す。

「今日はわざわざこちらまでお越しいただき、ありがとうございました。もうあなた方の存在は必要ありませんので、いつでもこの国から旅立って結構です。ああ、もしも船代や馬車代が不足しているのでしたら、私の方からお渡ししましょう」

　そんな勝ち誇ったようなセリフに隣にいるフィティスが食ってかかろうとするが、オレはそれを制した。

「必要ありません。それにまだ帰るつもりはありませんから」

「ほう？」

　オレのセリフにアリババだけでなく、その隣に座っていたモルジアナさんも驚いたようにこちらを見る。

「オレの栽培する魔物がこの大陸の人達に必要だと、有用だと認められればいいんですよね？　なら、それをやるまでです」

　その断言に初めてアリババの表情が変わり、不機嫌そうな顔を向けた。

　確かに現状オレはこの大陸の人達に求められていない。

　だが、それを変えればいいだけだ。

　アリババのクローン技術が明らかに品質の悪いものなら、オレが栽培する魔物は品質がよく、かつ安全であるとこの国の人達に知らしめる。

　そうだ、世界樹の宝石を手に入れるためにも、こんなことでくじけるわけにはいかない。

　オレはかつてない決意を胸に、フィティス達を連れてこの場を退出した。




「……随分と傲ごう岸がん不ふ遜そんな少年だな。だが、彼らが何をしようと無駄な事。いずれこの世界の全ては私の『魔学』によって需要と供給を満たすのだから」

「ま、待ってください。アリババ……」

　そう言って出て行こうとしたアリババにモルジアナが声をかける。

「……あ、あなたは先程、魔学が安全な自給自足だと断言していましたね。ですが、あの『問題』はまだ解決できていないはずでしょう……？」

「…………」

　モルジアナがその言葉を口にした瞬間、周りにいた兵達が怪訝な顔をする。

　彼らが知る限り、アリババが生み出した『魔学』に問題はないはず。

　それとも、その問題とは先程キョウ達が指摘した品質の劣化のことであろうか？

　しかし、そんなことを考えている内にアリババは何のことかとモルジアナが吐いた言葉を切り捨てる。

「女王陛下。何をもって私の『魔学』にケチをつけるのかは分かりませんが、すでにこの大陸において我が『魔学』は必要不可欠。今更『魔学』無しの世界など望めないはず。そうでしょう？」

「……ッ」

　そう言ってモルジアナに視線を送るアリババの目はこれまでになく冷れい酷こくで、モルジアナは自らの背筋が凍る感覚を味わった。

　そんな蛇へびに睨にらまれたカエルのような女王の姿を一笑すると、アリババは扉の奥へと消えていった。

　残ったモルジアナは緊張の糸が切れたようにその場に倒れ込んでしまう。

　慌あわてて近寄ろうとする兵士達を制し、モルジアナは呟く。

「……キョウさん達はアリババに対たい峙じしても、それに怯ひるむことなく自分達のやれることを貫くと言った。この国の女王でもある私よりも、彼らの方が立派ですね……」

　そう言って自嘲気味に笑うモルジアナであったが、その瞬間、彼女の髪に飾ってあったドラちゃんから貰もらった紫の花が落ちる。

　それを拾おうと手を伸ばすが、不意にその手が止まる。

「……いえ、違う。彼らにばかり頼ってはいけない」

　そう呟くとモルジアナは花を手に取り、立ち上がる。

　立ち上がった彼女の目線は高く、自分の前に立つ兵士よりもその視線は上であった。

「…………」

　ふと、すぐ傍そばにある窓を眺める。そこに映ったのは背の高い自分の姿。

　昔から彼女はこの背の高さがコンプレックスであった。

　だが、この景色からしか見えないものもある。上に立つ者ならば、その視野の広さをこそ持たなければならない。

　モルジアナは手に持つ花を見ながら、いつかドラちゃんに言われたその言葉を思い出す。

「……そうね。いつまでも怯おびえてばかりじゃいけない。あの人達が頑張ってるように、私も私に出来ることをしないと」

　そう言ってモルジアナは小さな決意をその胸に抱く。

　それは僅かな心境の変化であり、成長とも呼べない決意表明にしか過ぎない。

　それでも、背は高いが臆おく病びようなだけの女王が、一歩前に出たことをこの時はまだ誰も気づかずにいた。





　　　　◇　◇　◇






「はあー、あんな啖たん呵かを切っちまったが、どうするかなー……」

　あれから牧場に戻ったオレは先程の大言壮語を振り返り、思わずしゃがみこんでいた。

　あの時は思わず勢いでああ言ってしまったが、すでにこの大陸でアリババが敷き詰つめた『魔学』という生産に一石投じるのは並大抵のことじゃないぞ。

　どう考えてもあちらのほうがリスクも負担も少なく、なによりローコストなのがいい。

　それに比べてこちらは常に魔物の管理やら、収穫など色々とやることが多く、農業を完成させても、その後それを続けていく人材も大変だ。

　果たして、この大陸の人々が受け入れてくれるか今更ながら不安になってしまう。

「大丈夫ですわ、キョウ様！　皆もキョウ様が栽培する魔物の素晴らしさ、美味しさ、品質の良さを知れば必ず受け入れてくれます！　何よりも美味しいは全てに勝る武器ですわ！」

　そう言ってフィティスはオレを励はげますべく声をかけてくれる。

　……確かにその通りだ。

　オレの栽培の武器は品質の良さ。なにより美味しい魔物。

　ならば、それを前面に押し出して栽培していくしかない。

　何よりも、これは女王様から頼まれたオレにしか出来ない栽培いらい。ならば、それを最後まで果たすのみ。

「ああ、そうだな。サンキューな、フィティス。それじゃあ、改あらためて明日からまた栽培を続けるか」

「ええ、私も協力致しますわ。キョウ様！」

「すぃもてつだうー！」

「私もお兄ちゃんの手伝いするー！」

「おっと、勿もち論ろんオレも手伝うぜ。兄ちゃん」

「ぴぃー！」

「きゅうー！」

　見ると他の皆もやる気を出すように声を上げ、その姿にオレは背中を押されるような気持ちとなる。

　そうだ。必ずオレのこの栽培で、魔学とは異なる魔物の魅力をこの大陸の人達に見せてやる！





　　　　◇　◇　◇






「兄ちゃん、こっちのワカメシアもう十分採れたぜ」

「おう、サンキュー。収穫した分はそっちのカゴに入れておいてくれ」

「キョウ様。コカトリスの玉たま子ごとアップルエントの実も収穫いたしました。それからカイコロモチの絹きぬ糸いとも大量に収穫できましたわ」

「おう、サンキュー。フィティス！」

「ぱぱー、むこうのさらまんだーさんがたくさんふえてたのー！」

「お兄ちゃん！　牧場の方の魔物さんまた増えてました！　それにあのカリュタウロスさんのお乳からたくさんミルクが採れたよー！」

「おお、やったなー！　ムーもスィもありがとうな！」

「はい！」「うん！」

　あれから数日、オレは魔物農業に力を入れ、日々その仕事に没頭していた。

　すでに畑に植えた魔物達はどれも成熟し、ほとんどがそのまま収穫できるほど大きくなった。

　また牧場に植えた魔物達も順調に成長し、コカトリスやペリュトンなどほとんどが食べられるサイズまで大きくなった。

「キョウ様。すでにこの牧場や畑では十分に魔物の資源が採られるようになっております。一度、これらを女王様に見て確認していただくのはどうでしょうか？」

「そうだな」

　フィティスの言うとおり、すでに農業としての形は完成した。

　あとはこの仕上がり具合を女王様に確認してもらうだけ。

　一いつ旦たんこちらから女王様に会いに行くか？　そう思った矢先、丘の方からこちらに近づく人影に気づく。

「あれは、モルジアナさん！」

　そこには数日ぶりとなるモルジアナさんの姿があり、その周りにはいつもの兵士達の姿もあった。

「お、お久しぶりです、キョウさん。あれから、なかなか会えずに申し訳ありません……」

　再会そうそう謝罪をするモルジアナさんであったが、オレは「気にしないでください」とすぐさま彼女の頭を上げさせる。

「それよりも見てください！　すっかり農業としての形を整えましたよ」

　そう言ってオレは眼前に広がる様々な魔物が栽培された畑を示す。

　多彩な魔物達が悠々と歩き回る牧場。

　収穫した数々の魔物をモルジアナさんに披露する。

　それを見た瞬間、それまでどこか落ち込んだ様子の彼女の表情が見る見るうちに明るいものへと変わっていく。

「これは……すごい。すごいですよ！　キョウさん！」

　カゴいっぱいに入ったアップルエントの実。更にはコカトリスの玉子や、カイコロモチの絹糸。

　その他にもカリュタウロスから採ったミルクをはじめ、様々な食材や品物が並んでいる。その見事な数にモルジアナさんの周囲にいた兵士達も感心したような声をあげていた。

「驚くのは早いですよ。まずはこいつから食べてみてください」

　そう言ってオレはカゴの中に入っているアップルエントの実をひとつ取り出し、それをモルジアナさんに渡す。

　彼女はそれを恐る恐る口に入れるが、その瞬間、彼女の表情はこれまでにない至福のものへと変わっていく。

「～～～～お、美味しいです！　こ、これがアップルエントの実……！　都みやこに流通しているものとは比べ物にならない……！　いえ、以前野生のアップルエントがいた頃に採ったものよりもさらに濃のう厚こうですわ！」

　驚く彼女の言動に周囲の兵士達も興味深そうにアップルエントの実を見る。

　それを見たオレはフィティスやスィ、ムー達に頼み、兵士達にもアップルエントの実を配る。

　兵士達はモルジアナさんの表情をうかがい、それに対しモルジアナさんが頷く。受け取った実を口に運ぶと次々と兵士達は驚愕の叫びを上げ、恍こう惚こつに満ちた表情になった。

　一方でオレはモルジアナさんに、茹ゆでたコカトリスの玉子を差し出す。無む論ろん、すでに殻からは剝むいている。

「お次はこれです。どうぞ試ためしてみてください」

「ただのコカトリスの玉子……ですか？」

　なんの調理もされていない、女王からすれば平凡すぎる料理に少し戸と惑まどう様子であったが、彼女はすぐさまそれを受け取り、先ほどと同様に口に運ぶ。

　そして、それを嚙み締めた瞬間、再び彼女の表情がほころぶのが見えた。

「～～～～こ、これは……！　本当にコカトリスの玉子ですか！　と、とても信じられません！　なんの味付けもされていないのに、ここ最近私が口にした食べ物の中で一番美味しいです!!」

　女王のその断言に周囲の兵士達は再び驚く。

　そして、次々と「わ、私にも食べさせてくれ！」「オレにも！」と我先にオレへと玉子をせがんでくる。

　仕方がないので、その場で鍋なべに水を入れて湯を沸わかし、そこに次々とコカトリスの玉子を入れてゆく。茹であがった先から兵士達の取り合いが発生する。

　なお、その途中女王様も取り合いに参加して、大変なことになった。




「とりあえず、こんな感じでオレが栽培した魔物の品質は確かめられましたか？」

　一通りモルジアナさん達が満足したのを確認するとオレは彼女に問いかける。

　それに対する彼女の答えは一つであった。

「無論です。素晴らしい以外の答えがありません」

　大満足。そう呼べる表情を浮かべて、彼女は頷く。

　オレはすぐさま隣にいるフィティスと顔を見合わせて、共に笑い合う。

　よし、これで少なくとも女王様の要望には応えられた。あとはこの魔物農業という形をこの国に受け入れてもらうだけだが……。

「あとはキョウさんがここで栽培した魔物をこの国の民達に受け入れてもらえれば、それで完成です」

　と、まさにオレが考えていたことをモルジアナさんが答える。

　そうだ。いくら農業を完成させたとしても、それを求める人、栽培した魔物を受け取ってくれる人がいなければ意味がない。

　生産したところで需要がなければ、社会のシステムとしては不完全だ。

「しかし、どうしましょうか。商店組合にこちらの魔物を仕入れてもらうよう頼もうにも、すでに彼らとアリババとのパイプが強すぎて、キョウさんの魔物を受け入れてくれるところは少ないかもしれません。あるいは個人経営者に直接交渉するという手も……」

　その場で悩みだすモルジアナさんであったが、そんな彼女の提案を打ち消すようにフィティスが宣言する。

「大丈夫ですわ、キョウ様。私に考えがありますわ」

「考え？」

「それは一体？」

　フィティスの宣言に思わず問いかけるオレとモルジアナさんであったが、そこから出た答えはまさに単純明快なものであった。




「さあ、どうぞ！　見ていってくださいまし！　こちらの魔物全て、魔物栽培士キョウ様による自家製の魔物です！　新鮮で美味しく品質のいい魔物はいかがですか！　今なら好きな商品お一つタダですわよ～！」

「どうぞ～！　お一つどうぞ～！」

「すぃ～！」

　あれからオレとフィティス達は収穫した魔物達を大きなカゴや箱に入れ、モルジアナさんから提供してもらった荷台に乗せて街へと行き、中央の広場にて魔物販売の実演を始めた。

　確かに素材の良さを知ってもらうには、人々に直接見てもらうのが早い。

　ここで街の人達がオレの栽培した魔物に興味を持ち、そこから何かしらオレ達の魔物を受け入れてくれる店なり業者なりが出てくればパイプが繋がる。

　そう思い、すでに広場に来て一時間近く声を上げているのだが……。

「あ、そこの人、よければどうですか！　このアップルエントの実、今ならタダであげますよ！」

「いやー、オレすでに買い物済ませちまったから……」

「あの、そこのお方。こちらのコカトリスの玉子はいかがですか？　キョウ様の栽培したコカトリスは通常のそれよりも遙かに上質で……」

「ごめんなさいね。今日、いつもの商店がセールだから急いでいるの」

　なぜかオレ達が露店を開いたところには人々が避さけるように行動し、声をかけたとしてもそそくさと逃げてしまう。

　というよりもこれは明らかに避けられている。

　やはり、魔物を栽培しているというフレーズがこの大陸の人達からすれば異質で、そのために距離を取られているのだろうか？

　いや、それにしてはあまりに露骨すぎる。

　たとえオレ自身が疎うとまれたとしても、品物に興味を持つ人はこれまでもいたはずだが……。

「あ、あの、そちらのお方。よろしければ、このカイコロモチの絹糸を触っては行きませんか……？」

　再び通り過ぎる街人に声をかけるフィティスであったが、その瞬間、その人物の表情が不愉快そうに変化した。

「冗談じゃねぇ。お前ら、この大陸に魔物を増やそうとしているんだろう？　そんな連中の品物なんて買えるか」

「え？」

　思わぬ街の人の捨すて台詞ぜりふに固まるオレとフィティス。

　魔物を増やそうと？　確かにそれはある意味、間違ってはいないがその人物の言葉は明らかに悪意に満ちた解かい釈しやくがうかがえた。

　一体これは……？　そう思った瞬間、オレ達はこちらに近づくモルジアナさんの姿を見る。

「キョウさん、申し訳ありません……」

「モルジアナさん？」

　急に謝罪するモルジアナさんに疑問符を浮かべるオレ達であったが、その理由はすぐに明かされた。

「どうやらアリババが街の人々に流言していたようです。『あなた達は魔物のいなくなったこの大陸に魔物を増やそうとしている悪あしき人物』だと、だからあなた達の育てた魔物には手を出すなとも……」

　なるほど、そういうことだったのか。

　大陸の勇者が流した噂うわさとなれば、それを支持している民衆がオレ達の栽培した魔物に手を出そうとしないのは当然だ。

　アリババ。思ったよりも姑こ息そくな手段を取る奴だ。

　いや、ある意味、それほどこちらを警戒しているということなのだろうか？

　しかし、どうしたものか。

　思わぬ妨害に頭を抱えるオレ達であったが、それを見たモルジアナさんが拳を握り、活を入れるように宣言する。

「わ、私の方でもなんとかしてみます！　商店組合や、その他の業者。アリババとの繋がりがない人達を探し、なんとかキョウさんの栽培した魔物を受け入れてもらえるよう交渉してみます！　キョウさん達も、どうか負けずに頑張ってください！」

「モルジアナさん……。はい、分かりました」

　気合を入れるモルジアナさんに引っ張られるようにオレは頷き、それを見た彼女は急ぎ城の方へと戻っていく。

　彼女も必死にオレ達の協力をしてくれているのだ。ならば、オレ達も奮闘しなければ。

　そう思い、再び声を張り上げようとしたその瞬間──

「へえ、珍しい物を売ってるんですね」

「すぃ？」

　ふと、爽さわやかな声が聞こえた。

　振り向くと、そこにはスィが必死で掲かかげていたアップルエントの実を受け取った赤い髪の青年が、オレとスィを見比べるように見ていた。

　見ると、その服装は周りの街人達とかなり異なっている。

　赤い髪に緑の瞳ひとみ。歳としはおそらくオレと同じか、少し上ぐらい。爽やかな笑みを浮かべたその姿は美青年と呼んでいい風貌であった。

　腰に下げた剣。軽装だが品質の高さがうかがえる鎧。首元には赤いマフラーを巻いた、その格好は明らかに冒険者のようであった。

「これ、一つタダなんですよね？」

　微笑みかける青年にオレは慌てて答える。

「は、はい！」

「それじゃあ、遠慮なく頂きますね」

　そう言って青年は手に持った実を口に運ぶ。

　それを食した瞬間、青年は驚いたように呟く。

「これは、驚いたなぁ。こんな美味しいアップルエントの実は初めてですよ」

「ほ、本当ですか！　ありがとうございます！」

　青年の言葉にオレは大仰にお礼を言い、それを見ていた人達が少しばかり興味深そうにこちらを覗くが、すぐさま興味を失ったように離れていく。

　しかし、そんな周囲の様子に青年は気づいていないのか、オレ達が積み上げた他の魔物食材を興味深そうに覗く。

「へぇ、他にもコカトリスの玉子やワカメシアなんかもあるんですね。あっ、このカイコロモチの絹糸、すごい上質ですね。もしかして、これ全部あなたが栽培したんですか？」

「は、はい。そうです」

　青年の問いに素直にそう答えるものの、答えた瞬間「引かれてしまうか」と後悔したが、そんな様子もなく青年は驚いた顔を向ける。

「本当ですか！　すごいなー！　僕も色んな魔物を見てきましたけれど、こんなに品質のいい魔物は初めてですよ」

　そう言って青年はこちらを嫌悪するでも侮ぶ蔑べつするでもなく、純粋に感心した様子で目の前の品物を見る。

　オレはそんな青年の態度に思わず嬉しくなる。そう思っていると青年が不思議な顔をして周囲を見回す。

「それにしても変ですね。なんで、この国の人達はこんないい品質の魔物を無視するんでしょうか？」

「あ、それは……」

　青年の疑問に対し、オレは簡潔に答える。

　魔物栽培士であるオレは魔物のいないこの大陸では受け入れてもらえない、と言うと青年は何やら納得した様子で頷く。

「なるほど、そういうことですか。人々からすれば魔物を栽培するあなたがここにいると再び魔物が増えて、安全になったこの大陸が危険になるのでは、と」

「はい。まあ、そんなところです……」

　青年の答えに頷くオレであったが、青年はそんなオレ達に対し、何やら思案するような表情を向け呟く。

「それならアピールの仕方を少し変えてみてはどうですか？」

「え？　というと？」

「この国の人達があなたを避けている理由は、魔物が増えて危険になるからってことですよね？　なら、あなたの育てた魔物が危険ではないと示せばいいんじゃないんですか？」

　その答えにオレは思わず頷く。

　確かに、この街の人達がオレを避けるのはアリババからオレが危険な魔物を増やそうとしていると吹き込まれたから。

　なら、それを打ち崩すような証明をすればいい。となれば……。

　オレは足元に転がるモチと目が合い、すぐさまいい考えを思いつく。

「ありがとうございます！　あなたのおかげでいい案が浮かびました」

「いえ、僕はただ思ったことを言っただけですから」

　そう言ってオレ達から離れようとする青年に、しかしオレはあることを聞きそびれていたのを思い出す。

「あ、よければ、名前を伺ってもいいですか？」

「僕の名前ですか？」

　そう呼び止められて、思案する青年だったが、すぐさまその顔に笑みを浮かべて答える。

「アランです。僕もよければ、あなたの名前を聞いても？」

「キョウ。氷ひ室むろ恭きよう司じです」

「キョウさんですか。いい名前ですね」

　そう言ってアランがオレに対し握手を求め、それをすぐさま握り返す。

　しかし、その瞬間、アランの手を握り締めたオレは奇妙な感覚を味わう。

「……!?」

　それはこれまで感じたことのない異様な圧迫感。

　ただの青年との握手のはずが、まるで巨人や竜と握手をしているかのような感覚を覚える。

　気づくと自分の背中に冷や汗が流れるのを感じる。向こうはそれに気づいていないのか、握っていた手を放すと優しげな笑みを浮かべて手を振った。

「それではキョウさん。またどこかでお会いできるといいですね」

「あ、え、ええ」

　そう言ってアランと名乗った青年は背中を向けて、オレ達から離れていく。

　そんな彼の背中から視線を外すことがなぜかオレは出来ず、隣にいたスィがボソリと呟く。

「なんだか、ふしぎなひと……」

　そんな風にスィが誰かを表現するのは初めてだった。オレがスィの方を向いている隙すきにアランの姿は見えなくなっていた。

「キョウ様、どうかされたのですか？」

　呆ぼう然ぜんとするオレの様子を心配したのかフィティスが声をかけるが、オレはそれに「何でもない」と答え、気合を入れるべく両手を握り締める。

「それよりも一旦牧場の方へ戻ろう。いい売り込みの方法を思いついたぜ」

「！　本当ですか、キョウ様！」

「ああ、まあ、見てろって」

　そう言ってオレは先程のアランが消えた方へ視線を送りつつ、彼の助言に心の中で感謝を述べ、急ぎ牧場へと戻るのであった。
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「さあさあ、寄ってらっしゃい、見てらっしゃい！　世にも珍しいカイコロモチとの触れ合いショーですよー！　皆さん、ぜひカイコロモチとお触りして行ってくださいー！」

「きゅうー！」

「おい。あれ、なんだ？」

「例の魔物栽培士の魔物らしいぜ」

「ってことは危険なんじゃないのか？」

「いや、それがどうもカイコロモチみたいで、こっちには襲いかからず安全みたいだぜ」

「けど、アリババ様があいつは危険な奴だって言っていたし、関わらないほうがいいんじゃ……」

「でも、あのカイコロモチ、可愛いかも……。私、ちょっと触ってみようかな……」

　あれからオレは牧場に戻り、日向ひなたぼっこをしていたカイコロモチ達を何匹か荷台に乗せて、再び広場へと戻っていた。

　広場でカイコロモチの触れ合いショーを行うことで街人達の関心を惹ひこうと思ったのだ。

　モルジアナさんの話ではカイコロモチは人々の人気の魔物であり、彼女のように触れ合いたいという人も少なくない。

　それにカイコロモチは大人しく穏やかな性格。こうした魔物を前面に押し出せば街の人達もオレが危険な魔物を栽培しているわけではないと、理解してくれるかもしれない。

「わー！　カイコロモチだー！」

「あ、ちょっと、ケイン！」

　そんなことを思っていると小さな男の子がモチの前に走ってくる。

　その瞳はキラキラと輝いており、目の前のモチに興味津しん々しんだ。

「よければ、触ってみるか？」

「いいの!?」

　オレからの誘いに少年は勢いよく食いつき、オレは「どうぞどうぞ」と遠慮なく少年にモチを抱かせる。

「うわー！　本物のカイコロモチだー！　それに柔らかいー！」

「きゅうー！」

　少年に抱かれたモチは上機嫌に鳴き声を上げて、口から絹糸を吐き、少年の腕に巻きつけることで好意をアピールする。

　その様を見ていた母親らしき人物が「た、確かに可愛いわね……」と物欲しそうな顔で少年の抱いているモチを羨うらやましそうに見つめる。

「よければ、お母さんもどうぞ」

「え、で、でも……」

　オレはそんな手持ち無ぶ沙さ汰たなお母さんに別のカイコロモチを差し出す。僅かにためらうお母さんだったが、すぐに促うながされるように差し出されたカイコロモチを抱き、それを気持ちよさそうに抱きしめる。

「ほ、本当に柔らかい。それになにかしら、すごく癒される気持ち……」

「きゅぅー」

　カイコロモチを抱き、弛し緩かんした笑みを浮かべるお母さん。

　そんな親子の姿を見ていた周りの街人達が次々と興味を惹かれたようにオレ達の方へと近づいてくる。

「な、なあ、オレにもそのカイコロモチ触らせてもらってもいいかい？」

「どうぞどうぞ、遠慮なく。ただし、優しく触ってくださいね」

「あ、ああ。分かった」

「わ、私もー！」

「オレも触ってみようかな……」

　そう言って次々と周囲の人達がカイコロモチと触れ合い始める。

　最初は遠慮がちだった人達もカイコロモチの無邪気さに毒気を抜かれたのか笑顔を見せ始める。

「きゅうー！」

「うわ、こ、こいつ人懐っこいんだな」

「ええ、本来のカイコロモチはもっと人見知りが激しいみたいですけど、オレが育てたカイコロモチはどれも無邪気で人懐っこいですよ」

「そ、そうなのか……。アンタはこの大陸に魔物を増やそうとしているって聞いたんだが……」

「それは……まあ、間違いではないですよ。確かにオレはここで魔物の栽培をしています。ですが、それは危険な魔物を野に放とうとしているのではなく、品質のいい安全な魔物を栽培することでそれを皆さんに提供したいのです」

「品質のいい安全な魔物を、か？」

　オレの答えに周囲にいた人達がそれぞれ顔を見合わせる。

　その中にあるのは疑惑の表情、微かすかな期待の表情、困惑の表情、どちらとも言えない様子見の表情など、様々であったが少なくとも当初より街人達の関心はオレへと向いた。

「よければ、試しに一つ食べてみませんか。これ、オレが栽培したアップルエントの実です」

　そう言ってオレはカゴの中に入れていた実を一つ取り出し、男性に差し出す。

　それを男性は恐る恐る受け取り、足元でじゃれつくカイコロモチとアップルエントの実を交互に眺めながら、意を決したように口に運ぶ。

　そして、次の瞬間、男性の表情が変わり、その口からこれまでにないハッキリとした声を上げる。

「う、美う味まい！」

　それは決して演技などではなく、男性の本音がそのまま出たのだと周囲の者達は理解し、それを肯こう定ていするように男性はオレが並べていた他の食材に興味を示す。

「な、なあ、よければ次はそのコカトリスの玉子を食べさせてくれないか？」

「ええ、勿論。どうぞ」

　オレが男性に玉子を差し出すと、それに火が付いたように周囲にいた人達が次々とオレが荷台に並べていた食材に興味を示し出す。

「なあ、兄ちゃん。オレにもその玉子くれないか！」

「確か一つ、タダって言ってたよな。そのアップルエントの実をくれ！」

「じゃあ、オレはそのカイコロモチの絹糸だ！　実はさっきからその絹糸の品質が気になってたんだ！」

　次々と湧き上がる注文にオレはフィティスに合図を送り、食材や品物を街人達へと与える。

　それを受け取り、吟味した人達の反応は先程までと１８０度、態度が変わったのは言うまでもない。

「おい、この食材。アリババ様が提供するものよりも遙かに品質がいいぞ！」

「これならむしろ、この兄ちゃんが栽培する魔物を取った方がいいんじゃないのか？」

「いや、けど、そうなるとアリババ様からの魔学による物資供給を受けれなくなるぞ」

「何言ってんだ。この品質の高さなら比べるまでもない。おい、兄ちゃん。アンタ、魔物の栽培をしていると言ったが、それは一時的なものじゃないんだろう？」

　見ると一際、ガタイのいい男性が身を乗り出すようにオレに問いかける。

「え、ええ。すでにここから少し離れたところに魔物栽培による農業というものを形成しました。そこでは魔物から安全かつ安定して収穫を得られるようにしています。仮にオレがいなくなっても、その農業が続けられれば、間違いなくこの先、危険なことをしなくとも新鮮で品質のいい魔物達を収穫できます」

「おい、聞いたか？　この兄ちゃんもあのアリババと同様、一定の収穫が出来ると言ってるぜ。なら、オレはこの兄ちゃんの魔物を取るぜ」

「い、いいのかい、大将!?」

「構うものか。前々から支給される品物には文句があったんだ。確かにやっこさんのおかげで魔物がいなくなって平和になったが弊へい害がいもあるだろう？　あんな二流の素材ばっかじゃ、うちの料理は全く売れねぇんだよ。たとえリスクがあろうともオレは素材の良さでこの兄ちゃんを支持するぜ」

　そう言って大将と呼ばれた男性が笑いながらオレに近づき、肩を組む。

　その様を見ていた他の人達も何やら心が揺れた様子でオレと、荷台に積んでいる魔物の品を見比べる。

　やがて、意を決したように、その大将に続いて次々と周りの人達が声を上げる。

「大将が乗るならオレ達も乗るぜ！　おい、兄ちゃん。このアップルエントの実を十個、いや一箱もらえないか！」

「おい、ちょっと待ってくれよ！　最初にその人の品物を注文したのはオレだぜ！」

「何言ってやがる。この兄ちゃんの品物を買い取ると宣言したのはオレが先だぜ。お前さんらはアリババが支給する品物で満足してたんじゃなかったのか？」

「それとこれとは別だぜ、大将！　こんな品質のいい魔物を見過ごせるわけないだろう！」

「なによりも独り占めはルール違反だぜ！」

　気づくと、オレを取り囲むように街の人達が言い合いを始め、オレが栽培した魔物をめぐって熱いトークが開催され始めていた。

「ち、ちょっと待ってくださいね。皆さん。まだ牧場の方に収穫した魔物はたくさんありますので、今それを持ってくるので少し待っててください！」

　そう言ってオレは慌てて、隣にいるフィティスに頼み、牧場の方へ戻ってもらうことにした。

　折角、いい感じに街の人達の関心を惹けたんだ。出来ることなら、ここにいる全員にオレが栽培した色んな魔物を手にして欲しい。しかし、そうなるとやはり人手が足りない。

　こうなるとモルジアナさんに頼んで救援を送ってもらうか？

　そうオレが思った瞬間であった。

「まったく、アタシが少し目を離すと、アンタっていっつも大変な目に遭ってるわよね」

　聞き慣れた声が耳に届く。

　慌てて振り向くと、そこにはたくさんの収穫された魔物を荷台に乗せた、金髪の少女騎士──オレの相棒リリィの姿があった。

「リリィ！」

「ままー！」

　その姿を確認するや否や、隣にいたスィがリリィの胸に飛び込む。

「わっと。久しぶりね、スィちゃん。離れていて、ごめんね」

「ううん、へいきー」

　そう言いながらもスィは嬉しそうにリリィに頰ほおずりする。

　リリィはそんなスィを抱きしめながら、荷台を引きずり、こちらへと近づく。

「ここに来る途中、アンタが栽培した農園を見つけて寄ったのよ。待機していたジャックから色々聞いたわ。で、折角なんで追加の魔物を持ってきたけれど、ちょうど良かったかしら？」

「むしろ、ベストタイミングだ。相変わらず、いい仕事するぜ。リリィ」

　オレは親指を立ててリリィの帰還を歓かん迎げいし、リリィはまんざらでもない様子を見せる。

「そういえば、お前は故郷の方はどうだったんだ？　気持ちの整理とか出来たのか？」

「ああ、それね……」

　そう問いかけると僅かにリリィの表情が曇くもるが、次の瞬間、何でもないとばかりに笑みを向ける。

「ええ、大丈夫よ。色々あったけれど、今はアンタの手伝いをする方が重要だしね」

　そこにはどこかこちらからの問いを誤魔化すような素そ振ぶりが見えたが、オレはあえて触れることなく、頷く。

「……そうか、分かった」

　リリィが濁にごすということはデリケートな部分であり、オレが下手に干かん渉しようするべきではない。

　そう思い、オレはリリィと一緒に追加で運ばれた魔物を街の人達へと配るのであった。

　だが、この時のオレは気づいていなかった。

　そうしたリリィの故郷での出来事を後回しにしたことで、後にとんでもない悲劇が起こることに。

　もう一つ。リリィが到着し、そのままオレの隣に自然と並んだ瞬間、それまで隣にいたフィティスが一歩後ろに下がったことに。

　そして、オレとリリィが共に肩を並べて魔物を捌さばく姿を、どこか寂さびしそうに見ていたことにもオレは気づかずにいた。
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「……あのキョウという者。案外しつこいな」

　広場にて、人々の輪に囲まれ、そこで魔物を次々と手渡すキョウの姿を遠巻きに見ながら、〝魔学勇者〟アリババは呟いた。

「やはり風ふう聞ぶん程度では妨害にしかならなかったか。とはいえ、実力行使で追い出すにしても口実がなければな。このまま奴の魔物栽培がこの大陸に浸透すれば、私の魔学による世界統一と、それによる全大陸の魔物排はい除じよの目的も阻害される。なんとかしなければ……」

　そう呟くアリババであったが、ふとその視線がキョウの隣にいる人物へと移る。

　それは先程、荷台を引きずって現れた少女騎士。

　アリババの位置からは後ろ姿だけしか確認できなかったが、キョウの隣に並ぶことでその顔が確認できた。

　そして、それを見た瞬間、初めてアリババの表情が変わる。

　いや、それはもはや激変といっていい変化であった。

「バカな!?」

　それはアリババという人物を知る者からすれば、ありえないほどの狼ろう狽ばいであった。

　いくら、人目を忍んで隠れていたとは言え、周りの反応を気にせずにそのような大声を上げるなど冷静沈着で知られるアリババからはありえない姿であった。

　更に驚くべきは彼が漏らした一言であった。

「なぜ彼女が……リリィが……？」

　それは少女騎士の名だった。アリババはリリィの姿に驚き、困惑を隠すことなく動揺していた。

　だが、やがてキョウの隣で明るく笑顔を浮かべ、魔物を配る姿を見て、アリババは何かを感じ取る。

「まさか……いや、だが……そうだとするなら……」

　何事か理解したのかアリババは静かに息を吐き、リリィを冷たい視線で射抜く。

「……どうやら、あの魔物栽培士の前に、片付けるべき優先事項が出来たようだな」

　そう言うと先程までの狼狽は消え、アリババは冷静な態度を取り戻し、身を翻ひるがえす。

　そうして、城へと戻る途中、彼のローブの下に隠れた顔をすれ違う人々が見た瞬間、人々は恐怖した。

　なぜなら、そこに浮かんだ表情はまるで修羅の如ごとき、険しいものであったのだから。
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「兄ちゃん！　今日はそこにいるペリュトンとサラマンダー。それからカリュタウロスをもらっていくぜ」

「はい、了解です」

「こっちはアップルエントの実と、ワカメシア、デーモンウィッシュを一箱分、もらいたいんだがいいか？」

「それが終わったらオレにもジャック・オー・ランタンとコカトリス。それにカイコロモチの絹きぬ糸いとを頼むぜ」

「リリィ、フィティス。悪いがそっち頼む！」

「了解よ」

「お任まかせ下さい。キョウ様」

　あれから数日、街の広場での事が噂うわさとなり、今ではオレが栽培している牧場や畑の方に足を運んで、そこから魔物を買取に来る人が現れた。

　特にあの時、オレを支持してくれた『大将』と呼ばれた人物が、どうもあのあたりの食堂を取り仕切るトップの人物だったようで、その人の推すい薦せんのおかげで料理人や、食材売りの人達が次の日にこぞって現れた。

　今ではこうしてわざわざそれぞれに魔物を運ぶための荷台などを引きずって、この牧場まで来てくれている。

「いや、それにしても兄ちゃんの育てたこのカリュタウロスって魔物はすごいな。こいつから採とれるミルクも極上だが、この魔物の臭くさみのない肉はまさに極上だ。今やオレの店でダントツの人気料理になったぜ」

「そう言って頂けると、こっちも頑張って栽培したかいがあります」

　見ると、その噂の大将が牧場の中に入り、そこでのんびりと草を食べているカリュタウロスの背中を撫なでながら、上機嫌に微笑ほほえむ。

　カリュタウロスの体たい軀くは地球の牛よりさらに一回り大きくなった。魔物というだけはあり、成せい熟じゆくした一匹から取れる肉の量はかなりのものである。

　そのため、出荷するのは十分に成長したものを数頭分だが、それでも数日で全すべて消費されてしまう。これまでクローンの魔物ばかり食してきたせいか味覚の鈍どん化かしたあの街の人々にその味は衝撃的だったらしく、初日なんかは一瞬で在庫が切れたらしい。

　それを聞いた瞬間、オレの方でも新たにカリュタウロスの樹きを植えて生産量を増やしている。

「もぉー」

　見るとカリュタウロスは無邪気な声を上げながら、自分の背中を撫でる大将に懐なついていた。それを見た大将はどこか複雑そうな表情を見せる。

「……しかし、兄ちゃんのこの栽培にも一つ欠点があるな。前なら、こうした魔物達はオレ達人間を見み境さかいなく襲ってくるから、それを捕とらえて肉に解体するのに抵抗はなかった。だが、こうも無抵抗に、どころかこちらを慕したってくる魔物を殺すってのはちっとばっかり心が痛むな」

「大将……」

　それはオレも感じていたことではあった。

　実際にオレがここで栽培している魔物を直接殺したことはない。

　だが、それでも大将を含ふくめる専門の業者に引き渡せば、そうしたその魔物は殺されて肉や品物へと変わっていく。

　分かってはいるが、それから目をそらすことはしてはいけない。元々オレはそういうことを承知で、この栽培を始めたのだから。

「けど、だからこそ、こいつらの命を無駄にしちゃいけねぇ。オレ達、人間ってのは昔からそうやって魔物の命を食らい生きてきたんだ。今いま更さらそれに罪悪感を感じるのは自分の生への否定だ。だからこそ、オレはこいつらを最高の料理として人々に提供する。最近よ、食堂に出入りする客の数が増えたんだよ。皆、どいつもいい笑顔になってな。やっぱうまい食事ってのは人に活力を与えるもんよ」

　そう笑いながら大将はカリュタウロスの頭を撫でる。

　そうだ。大将の言っていることは正しい。

　それはオレが地球にいた頃から、何も変わらない世界の在あり方かた。

　人は必ず、何かを犠牲に、あるいは消費して生きている。それ自体を否定していては命の否定に繋つながる。

　だからこそ、それを忘れることなく、最高の料理へと調理する。

　オレは大将のセリフに頷うなずきながら、大将が持ってきた荷馬車に注文された魔物達を一通り乗せる。

「大将。終わりましたよ」

「おう、ありがとうな。兄ちゃん」

　そう言って大将は豪ごう快かいな笑みを浮かべ、いつもの丸太のような手でこちらの手を固く握り締め、懐ふところからお金の入った袋を取り出すと、それをオレの手のひらに置く。

「それじゃあ、また明日もよろしくな！」

　馬車を動かしながら大将とその周りの人達も街の方へと去っていった。

　オレ達は今日一日の仕事を終え、ため息を吐つき、その場に座り込む。

「さてと、これで今日の分の注文は終わりかな？」

「そうですわね。明日、いよいよモルジアナ女王様の方で、ここで栽培している魔物達を首都を含める周辺都市への流通を開始できるとおっしゃってましたわ」

「ってことは、それが出来ればアンタの農業は完成ってことで、目的達成なんでしょう？　そうなれば──」

「ああ。アリババが持つ世界樹の宝石をもらえるはずだ」

　オレはその場に寝っころがり、右手を空に突き出し、拳こぶしを握り締める。

　ここまで長いようで短かったが、もうじきその努力が実る。

　モルジアナさんの命令で、アリババが世界樹の宝石をすんなりとくれるかどうかは分からないが、少なくともそれを一方的に拒きよ絶ぜつすることも出来ないはずだ。

　あわよく、そのまま宝石をもらえれば、残る世界樹の宝石は一つ。

　オレのこの旅の目的もいよいよ終着点を迎える。

　そんな達成感を僅わずかに胸の内に感じながら、上体を起こすと、思わぬ人物がこちらに近づいてくるのが見えた。

「!?　アリババ!!」

　オレの声に、それまで同じく地面でくつろいでいたリリィやフィティス達が慌あわてて立ち上がる。

「おっと、そう警戒しないでくれたまえ。キョウ君」

　しかし、アリババの方は落ち着いた様子でオレ達を観察し、まるで廊下ですれ違うように気さくに声をかける。

「……一体何の用ですか？」

　だが、あくまでも警戒の色を隠さず、オレは相手の出方をうかがう。

　すると思いもよらぬ答えがアリババから返された。

「モルジアナ女王から聞いてね。君のここでの活躍の報ほう酬しゆうに私が持つ世界樹の宝石を渡すと。さすがにそれを断るほど私も身勝手ではない。なので、今回こちらに伺ったのは私の手から君達にその報酬を渡したいと思ったからさ」

「え？」

　予想だにしなかった一言にオレだけでなく、リリィもフィティスも、この場にいた全員が呆あつ気けに取られる。

　だが、そんなオレ達の様子をからかうようにアリババは続ける。

「しかし、さすがにあの宝石をここに持ってくるわけにもいかない。そこで君達にもう一度、私の私室に案内したい。そこで改あらためて宝石を渡そう」

　アリババの提案はまさに願ってもいないことであった。

　どころか、まだ正確にはモルジアナさんからの依頼を完かん遂すいしたわけでもないのに、アリババの方からオレ達に目的の物を渡そうなんてあまりに意外すぎる展開であった。

　だが、相手がくれるというのなら、それは遠慮なくもらいたい。

　しかし、少し前までアリババはオレ達に対し、快こころよい感情を抱いていなかったはず。にもかかわらず、それがなぜこんなに変わったのか？

　そこに奇妙な引っ掛かりを覚えるが、その答えはすぐに明かされることとなる。

「ただし、一つ条件がある」

「条件？」

「そうだ。宝石を渡す前に、そちらの女性──リリィさんと二人っきりで話をしたい」

「あ、アタシ？」

　その思わぬ条件にオレ達は互いに顔を見合わせる。

　どういうことだ？　なぜアリババがリリィと話をしたがる？

「それさえ果たしてくれれば、話し合いのあとですぐにでも宝石を君達に渡そう。どうかね？」

「…………」

　正直、アリババの条件はこの上なく魅力的だ。

　ただリリィと話させるだけで、世界樹の宝石をくれるというのだから。

　普通ならば、即座に頷くところだろう。だが、アリババの態度の急変があまりに引っかかり、オレはそれに対し、即座に頷くことが出来なかった。

　どころか、何らかの違和感、えも言われぬ不安を覚える。

　果たして、本当にアリババのこの条件を飲んでいいのか？

　オレがそう思案している内に、隣となりにいたリリィが先に答えを告げる。

「いいわ。それで世界樹の宝石をくれるって言うなら、アンタと話してあげる」

「助かります。では、後ほど城にてお待ちしております」

「え、あ、ちょ……！」

　リリィの返答を聞くや否や、アリババはそのまま踵きびすを返し、城の方へと戻ってゆく。オレがかけた声などまるで無視するように。

　そうしてアリババの姿が見えなくなると、オレは思わずリリィへと声をかける。

「おい、さっきのはどういうつもりだ」

「どうって、別に問題ないでしょう。あいつの目的がなんであれ、アタシと話すだけで宝石がもらえるっていうなら、それに越したことはないじゃない」

　そう答えるリリィであったが、オレは何な故ぜだか僅かな怒りが胸の内からこみ上げるのを感じる。

「確かにそうかもしれないが、もしあいつがお前に何かするつもりならどうする？」

「問題ないって言ってるでしょう。仮にあいつが襲いかかったところで、すぐにやられるアタシじゃないわよ。それに部屋の前にアンタ達が待機していれば、物音ですぐに入って来れるでしょう。その間にアタシに害をなせるとは思えないわ」

「そうかもしれないけれど、オレに断りなく頷くなよ」

　そう言って思わずオレは強気にリリィの肩を摑つかみ、こちらに引き寄せる。

　そんな思わぬ行動にリリィは少し驚いたような顔を向ける。

「な、なによ、アタシの心配してるってわけ？」

「当然だろう。お前に何かあったらどうするんだ」

　オレがハッキリそう答えるとリリィは僅かに頰ほおを赤らめるが、すぐにそっぽを向いてツンとした様子で答える。

「……だから言ってるでしょう。平気だって。これまでのことに比べれば、今回のことなんて何でもないわよ」

「そうかもしれないけど、あんな勝手に答えることないだろう」

　いつになくオレはリリィに突っかかってしまう。そんなオレ達の間にフィティスが割って入った。

「キョウ様、落ち着いてください。リリィさんはキョウ様の力になりたくて、ああ言ったのです。事実、そのおかげで世界樹の宝石はもうじき手に入ります。それにリリィさんなら、急に襲われたとしても対処できるはずですわ」

「それはまぁ、そうかもしれないが……」

　思わぬフィティスの仲裁にオレは水をかけられたような気持ちとなり、先程までの怒りが少し収まる。

　確かにフィティスの言う通りだ。らしくなく、オレはどこか興奮していた。

　オレが頷くよりも先にリリィが勝手にあいつの提案に頷いたのが、少し気に入らなかった。

　それが自分でもなぜだかは分からない。この時のオレはそれを深く考えようとしなかった。

　とりあえず、目の前でどこか気まずそうにしているリリィに対し、オレは「……すまん」と謝るのだった。

「……別にいいわよ。アタシもちょっと自分勝手だった。ごめんね……」

　見ると、リリィも珍しく素直にオレに謝り、何故だかオレ達は共にいたたまれない気持ちとなった。

　そんなオレ達の様子をフィティスが少し寂さびしそうに見つめながら、オレ達の間を取り持つように宣言する。

「さあ、それでは気持ちの整理もついたところで、早く王城へ向かいましょう。これでキョウ様は五つ目の世界樹の宝石を手に入れられるのですから」

　そう言ってオレ達を引っ張るようにフィティスが駆け出す。

　そうして、オレ達はアリババが待つ王城へと向かう。

　だが、それが思わぬ悲劇の幕開けとなることに、この時点ではまだ気づかずにいた──。
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「ようこそ、魔物栽培士様。こちらの応接室にてお待ちを。すぐにアリババ様が来訪されます」

　城へと入ったオレ達はそのまま兵士達に案内され、応接室へと通される。

　そこでしばらく待つと、扉が開かれ、アリババが姿を現す。

「待たせてすまなかった」

　そう言ってアリババは応接室に座るオレ、リリィ、フィティス、スィ、ムー、バーン達の姿を確認し、頷く。

　今回、ジャックは牧場の管理のために留守番を任せていた。

「では、そちらのリリィさん。こちらへどうぞ」

　アリババは扉を開けたまま、リリィをエスコートするようにそう誘う。

　それに対し、リリィはオレへと目線を送るが、オレはしばし沈ちん黙もくした後、ゆっくりと頷く。

　それを見てリリィはその場から立ち上がり、アリババと共に扉の向こうへと消えていく。

「……大丈夫かな、あいつ」

　リリィが移動してから、数分と経たたないうちにオレは思わずそう呟つぶやく。

「大丈夫ですわ、キョウ様。リリィさんも言っていましたわ。何かあったとしても即座に対応できると。それにこのような城の中で問題を起こせば、非ひ難なんを浴びるのはアリババ自身ですわ。仮にも勇者の称号を持つ者がそのような軽けい率そつな行動を取るはずがありませんわ」

「……確かにそうだな」

　仮にあいつがリリィに危害を加える気だったとしても、そのようなことをすればあいつ自身の立場がまずくなる。

　あれほど冷静で、かつ『魔学』という技術を世界中に広めようと画かく策さくしている奴がそのような浅はかなことをするとは思えない。

　しかし、となると一体リリィに何の用があるのか？　あるいは本当にただ話したいだけなのか？

　仮にそうだとしたら、リリィとあいつの接点は？

　少なくともリリィはあいつに対し、見覚えはないと言っていたが……。

　そんなことを思っているうちに時間はすでに十分を過ぎようとしていた。

「まだ何か話してるのか？　少し気になるな……」

　そう呟き、思わずリリィ達が移動した部屋の様子を見に行こうと扉を開けようとした瞬間であった──。

「きゃあああああああああああああああああッ!!」

「!?　なんだ、今の!?」

「叫び声!?」

　扉の向こう側から聞こえた声にオレとフィティスは慌てて扉を開けて、声の聞こえた先を見る。

　そこには通路の奥で開いた扉の前に座り込み、体を震わせているメイドらしき人物がいた。

「一体なにがあったんです!?」

　オレとフィティスがその人に駆け寄り声をかけるもののメイドからの返事はない。

　ただ顔面蒼そう白はくのまま、震える指先で開いた扉の先を指していた。

　オレはそんなメイドの指す先を嫌な予感を抱きながら確認する。

　そこに映ったのは一面血だまりの光景。

　床に倒れた誰だれか。

　血が染み込んだカーペット。

　転がる血ち塗まみれの剣。

　そして、そんな血塗れの中心にいたのは、呆ぼう然ぜんと虚こ空くうを見つめながら返り血に染まった──リリィの姿であった。

「り、リリィ……？」

　恐る恐るオレはリリィに声をかける。

「……キョウ……？」

　リリィはオレの呼びかけに虚うつろに答え、そして、そのまま意識を失うように床に倒れる。

「リリィ！」

　オレは急ぎ部屋の中へと入り、倒れたリリィを抱き起こす。

　幸い呼吸はある。脈もある。

　見たところ外傷はない。

　血塗れだが、それは全すべて返り血のようだ。

　オレはそのまま目の前に倒れていた人物の確認をする。

　だが、その人物を見た瞬間、オレは思わず驚きに息を呑のんだ。

　なぜなら、それは──

「アリババ……!?」

　そこに倒れていたのはこの国の勇者アリババであった。

「これは一体……!?」

　見ると、アリババの胸からは止めどなく血が溢あふれている。それがすぐ傍そばに転がる剣によるものであると理解できた。

　傍はた目めから見ても、アリババが息をしていないのは分かる。

　間違いなく死んでいる。

　だが、一体どうして？　なぜ、こんなことに？

　オレがそんな疑問を抱くも、事態はさらに最悪な事実を突きつける。

「動くな!!」

　見ると部屋の前に複数の重装備をした兵士達が立っており、扉の近くにいたフィティス達が兵士達に捕まっていた。

「フィティス！　ムー！　スィ！」

　思わずフィティス達の名前を叫び、近寄ろうとするが、手前にいた兵士が構えていた槍やりをオレへと突き出し宣言する。

「動くな！　魔物栽培士、およびその関係者！　〝魔学勇者〟アリババ様殺害の容疑で貴様達を拘束する!!」

　その兵士の断言と共に、オレ達はかつてない窮きゆう地ちへと立たされることとなった。
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「牢ろう屋やに入れられるのはこれで二度目だな……」

「私は初めてですわね……」

　あれからオレ達は、この城の地下にある牢屋へと入れられた。

　前に牢屋に入れられたのは暴君勇者ザッハークの城を訪れた時だ。

　あの時は全員、同じ牢に入れられたが、今回はそれぞれ別であった。

　オレのいる牢屋のちょうど向かい側にフィティス。

　ムーとスィは子供ということで別の場所に移動させられ、バーンも魔物ということで別の場所に監禁された。その際、リリィも別のところへ移動させられた。

　一体あそこでなにがあったのか？

　それを知る者はリリィを残して他ほかにいない。

　兵士達もそのことを理解しているからこそ、リリィを別の場所へ連行したのだろう。

　だが、あの時のリリィは明らかに様子がおかしかった。

　今どうしているのか？　どうなっているのか？

　そのことが分からずオレは苛いら立だちで思わず壁を殴る。

「くそ、一体何がどうなっているんだ……！」

「キョウ様……」

　苛立つオレに悲しげな表情を向けるフィティス。

　ダメだ。こんな時に取り乱して、フィティスに心配をかけるわけにはいかない。

　そう思い、興奮した気持ちを落ち着けようとした時、誰かがこちらに近づく音が聞こえてきた。

　その音に反応し、牢の柵さく越しから通路の奥を見ると、そこには思わぬ人物がこちらに向かっている姿が見えた。

「モルジアナさん！」

「お久しぶりです、キョウさん……」

　オレが声をかけるとモルジアナさんは数人の兵士を従えて、牢の前に立つ。

　そして、背後に居る兵士に目配せをすると、兵士が牢の鍵かぎを開き、オレ達を解放してくれた。

「どうぞ。お二人共、牢から出てください」

「え、ですが、いいんですか？」

　思わぬモルジアナさんの一言に、驚くオレとフィティス。

　普通ならば、そう簡単にオレ達を釈しやく放ほうしないはずだ。一体なにが？

「……お二人はアリババが殺された後、部屋に入ったのを扉の前にいたメイドが確認しております。よって、お二人は無実だと証明されました。罪のない者を牢に入れる法はこの国にはありません」

　あの時、扉の前で腰を抜かし、叫び声を上げていたメイドか。

　確かに、彼女はその時の状況を見ていた証人の一人。

　その人が証言してくれたのなら、オレ達の疑いは晴れる。だが、待てよ。つまりそれは──。

「ちょっと待ってください。リリィは、リリィはどうなったんです!?」

「…………」

　慌てて問いかけるオレにモルジアナさんは答えない。

　ただ辛つらそうに目を逸そらし、唇くちびるを嚙かむのみ。

　やがて、こちらの焦りに観念したのか、深いため息と共に告げる。

「リリィさんは……処刑されます。この国の勇者アリババを殺した重罪犯として……」

「なっ!?」

　その信じられない一言に、オレもフィティスもただ震え、絶句するしかなかった。
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「リリィ!!」

　絶叫にも近い叫びを上げ、オレは扉を開く。

　そこに映ったのは白いベッドに横たわるリリィと、それを診察していると思おぼしき医者の姿。

　そして、リリィの周りで彼女を見つめるムーとスィ。それにバーンの姿もあった。

　見るとリリィの両手には厳重に鎖くさりが巻きつけられており、それはベッドの金属枠にがっちりと拘束されていた。

「……この子のお仲間ですかな？」

　息を切らせて中に入ってきたオレとフィティスを見ながら、医者らしき人物が問う。

　それにオレが頷くと、医者はどこか伏ふし目がちに呟く。

「そうですか……。では、気の毒に。先程、診察を終えましたが、この子の症状は私ではどうにも出来ません」

「症状って……どういう意味ですか!?」

　思わぬ宣言にオレは慌てたように医者の腕を摑む。

　後ろではフィティスが「キョウ様！　落ち着いてください！」と言っているが、こんな状況で落ち着けるわけがない！

「……この子は精神の病にかかっております。おそらく、何か相当ショックなことが起こったのでしょう。それに彼女の心が耐たえ切きれず、自ら意識を閉ざす道を選んだのです……」

「それってどういう……？」

「単刀直入に言えば、彼女はこのまま目を覚まさない可能性が高いということです」

　医者のその宣言にオレは思わず摑んでいた手をゆっくり放していた。

　気づくと片かた膝ひざを崩し、目線はベッドで眠るリリィの横顔の位置にあった。

「……リリィ……」

　精神の病？　冗談だろう？　お前が？

　確かに、そうした精神面が人の体に思わぬ悪影響を及およぼす事例はオレも何度か聞いたことがある。

　だが、どうしてお前がそんなことに？　一体あの時、あそこで何が起こったと言うんだ。

　困惑するオレに医者が更に続ける。

「恐らくですが、アリババ様を殺したショックに彼女自身耐え切れず、それで殻からに閉じこもった可能性が……」

「リリィがそんなことするわけないだろう!!」

　医者のその発言にオレは思わず熱くなり反論する。

　しかし、それに対し医者は苦々しい表情で告げる。

「ですが、あそこにいたのはアリババ様とこの子だけだと聞きます。あの時、メイドがアリババ様へお茶を運んだ際、扉を開いた先で見た光景は倒れたアリババ様と血塗れのこの子だけ。他に誰がアリババ様を害したというのですか」

「それは……」

　確かに、この城の人達がアリババを殺す理由はない。

　むしろ、今ここでアリババが死ねば、困るのはこの国の人達のみ。

　となれば自然、アリババを殺した人間は外部の者となる。状況証拠からもリリィ以外の選択肢はなくなる。

　いや、むしろこの国からすれば、それが最も頷ける結論であろう。

「気休めかもしれませんが、彼女にとってはこのまま眠り続ける方が幸せかもしれませんよ。勇者殺しという罪を犯した以上、彼女の極きよつ刑けいは免まぬがれません。こうして眠ったまま処刑されるのであれば、それは最も苦痛のない死に方でしょう」

「────！」

　確かにこの医者からすれば、確かに気遣いだったかもしれない。

　苦痛や恐怖に満ちた死刑よりも、眠るように安らかな死。

　だが、それはオレが何よりも聞きたくない事実であった。

「ふざけるなよ！　アンタ、それでも医者か!!」

「キョウ様！」

　思わず医者の襟えり首くびを締しめ付つけるように摑みかかったオレを、フィティスが止めに入る。

　見ると、フィティスもこれ以上ないほど辛そうな表情をしており、そんな彼女の顔を見て、オレは少しだけ頭を冷やし「悪い……」と摑んでいた手を放す。

「……とりあえず、私に出来ることは何もありません。精神に対する治療を持つ術師がいればまた別ですが、生あい憎にくとこの国にはそのような者はおりません。お役に立てず、申し訳ありません」

　そう言って医者は頭を下げて、この場を後にした。

　残ったオレ達は眠るようにベッドに横たわるリリィを見る。

「……ぱぱー、まま、いつめがさめるのー？」

　見るとリリィのすぐ傍に引っ付いていたスィがこちらを見上げて問いかける。

　その隣ではムーが切なそうに顔を背そむけていた。

「ああ、きっとすぐに目を覚ますよ。それまで待っててやろうな」

「……うん」

　そう言ってオレはスィの頭を撫でるが、スィの表情は暗いままであった。

　どうする。どうすればいい。

　このままではリリィは勇者殺しの罪で殺される。

　こいつがそんなことをするはずがない。

　だが、一体どうやってそれを証明する。

　そう悩み始めた瞬間であった。

「キョウさん……」

　背後から聞こえた声に振り返ると、そこにはモルジアナさんが立っていた。

「非常に言いにくいのですが……リリィさんがアリババを殺したとなると、その仲間であるキョウさん達をこの国に置いておくわけにはいきません……」

「…………」

　苦々しく語るモルジアナさんであったが、それはある種、オレも予感していたものであった。

「すでに街の方にアリババ殺害の噂が流れ、しかもそれがキョウさん達の仲間であると漏もれております。住民の中には今すぐ魔物栽培士なるものを追い出せと騒ぐ者もおり、酷ひどい者になるとあなたも共犯で共に処刑しろと叫ぶ者もいるそうです」

「……ははっ、だろうな」

　モルジアナさんの語った内容に、しかしオレはどこか他ひ人と事ごとのように空笑いしていた。

　そんなオレに対し、モルジアナさんは申し訳なさそうに頭を下げる。

「本当に、ごめんなさい……！　折せつ角かく、あなた達に農業をお願いしたというのに……こんな、こんな不本意な形で終わりを告げてしまうなんて……」

「モルジアナさん……」

　謝るモルジアナさんの瞳ひとみからはポロポロと涙が流れていた。

　それを見て、オレはなんとなく悟さとる。

　恐らく、彼女はリリィがアリババを殺したのではないと信じている。いや、正確にはオレ達がそんなことをするはずがないと信じてくれているのだ。

　だが、アリババの殺害はすでに起こってしまった事実。

　それはこの国にとって、かつてないほどの重大事件であり、この街の人達、兵士、貴族、王族。その全てが事件に対する犯人、責任者、後始末を望んでいる。

　そして、それをかぶるに相応ふさわしい人物がリリィであり、彼女の死以外にもはやこの騒動の終結はありえない。

　モルジアナさんは女王としてその責任を問われているのだ。

　無む論ろん、それを行う以上、リリィの仲間であるオレ達がここに残り、農業を続けるなど論外。

　非常に皮肉な話ではあるが、アリババがオレ達の邪魔をしようとしていた行為は、奴自身の死を持って完成された。

　全くもって酷い結末だ。

　うなだれるオレに対し、モルジアナさんはいたたまれない表情で視線を逸らす。

　そうして、オレ達の邪魔をしまいと背を向けるモルジアナさんであったが、その時、ふと彼女の唇から声が漏れる。

「……もし、もしも一週間以内に何らかの新事実……例えば、そう……リリィさんから新たな証言が得られれば、何かが変わるかもしれません……」

　その声に思わず振り返るものの、モルジアナさんは扉を開き、その向こうへと消えていた。

　何らかの新事実。リリィからの証言。

　つまりはリリィがアリババを殺していないという証拠を一週間以内に摑めれば、まだ何か変わる可能性があるということか？

　一週間というのは恐らく、リリィの死刑までの時間。

　それを考えれば、もはや一刻の猶ゆう予よもない。

　だが、当のリリィがこのように眠っていてはどうしようもない。

　いや、他に何か手があるはず。もう一度、アリババの部屋を調べ、更なる状況証拠を見つければあるいは……。

　オレがそう思った瞬間、それまで黙っていたフィティスが唐とう突とつに立ち上がる。

「キョウ様。申し訳ありません。私、しばらくお暇いとまさせていただきます」

「え？」

　急なその宣言にオレは思わず口を開ける。

　お暇って、それはここから離れるということか？

　一体何故？　困惑するオレにフィティスは冷静な態度のまま告げる。

「ご安心ください。逃げるわけではありません。今ここに必要な人を連れてくる。そのためにここを発たつだけですわ」

「必要な人？」

「それについてはすぐに分かりますわ。今は少しでも時間が惜おしいので失礼いたしますわ」

　そう言うとフィティスはすぐに荷物をまとめると部屋から出ていった。

　必要な人。少なくともフィティスにはこの状況をなんとか出来る知り合いがいて、あいつなりに事態の打開をしようと動いてくれた。

　ならばオレもここで考えている暇はない。

　今は一刻も早く行動してリリィの無実を証明しないと。

「よし。ムー、スィ。リリィを助けるためにもオレ達もオレ達に出来ることをするぞ」

「うん！」

「もちろんだよ！　お兄ちゃん！」

　オレは頷く二人を連れ、リリィの警護にドラちゃんとバーンを置いて行動を始めた。

　まずはアリババの部屋に行って、もう一度状況証拠を確かめる。

　仮にそこで何も見つからなかったとしても、あの時の証人が他にいなかったか、城中の人間に聞き込みして探し出す。

　たとえ無駄でも可能な限り、出来ることをする。

　そうだ。いつだってオレはそうやって地道な積み重ねで結果を出してきたんだ。

　待ってろよ、リリィ。

　オレ達が必ず、お前の無実を証明してやるからな。
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「リリィ……」

　あれから一週間。

　オレは城の中を駆けずり回り、様さま々ざまな情報を聞き込みした。

　だが、やはりどれも確証となる情報も証言もなく。

　あそこで何が起こったのか知る者は誰もいなかった。

　唯ゆい一いつ、現場にいたリリィのみが事の真相を知っているはずだが、そのリリィはやはり前と変わらず眠ったまま。

　それはまるで起きることを拒否しているように、彼女の心がこのまま眠りによる死を望んでいるかのようであった。

「まま……」

　ベッドに横たわるリリィの手をスィが取る。

　あれからオレ達はリリィが眠るこの場所に寝泊まりし、いつ彼女が起きても大丈夫なように交代で見守っていた。

　無論、何度となく声をかけ、リリィの名を呼んだ。

　しかし、やはりリリィが反応することはなく、もはやオレ達の中にはある種の諦あきらめに似た感情すら湧き上がりつつある。

「……いや、ダメだ！　ここでオレが諦めてどうするんだ……！」

　一瞬でも、そのような感情が起き上がったことにオレは自身の不ふ甲が斐いなさを感じ、思わず地面に拳を打ち付ける。

「兄ちゃん……」

「お兄ちゃん……」

　それを背後で見ていたムーやジャックが心配そうに声をかけ、オレは何でもないとばかりに曖あい昧まいに笑って誤魔化す。

　だが、どうする。

　約束の期間は今日。

　恐らく明日にでもリリィの死刑の準備が始まる。

　モルジアナさんが稼いでくれた時間が無駄になる。

　どうする？　どうすれば？

　焦あせるオレであったが、その時、扉が開かれ、その向こうから懐かしい声が聞こえてくる。

「ほお、久しぶりの再会じゃが、以前に比べて随分と落ち込んだ様子じゃな。前に儂わしが認めたお主はどのような苦境であろうとも諦めることをせぬ男であったはずじゃが？」

「！　その声は!?」

　振り向いた先にいたのは扉の前に立つ背の高い黒髪の女性、〝賢人勇者〟カサリナさんであった。

「お待たせいたしました、キョウ様。なんとか師匠と連絡を取り、ここまで来てもらいました」

　見るとカサリナさんの隣にはフィティスの姿もある。

　そうか、フィティスが言っていた必要な人というのはカサリナさんのことだったのか。

　しかし、この状況でなぜカサリナさんを？

　疑問に思うオレであったが、それに答えたのはカサリナさん本人であった。

「ふむ、なるほど。確かに聞いた通り、そやつは自らの心に閉じこもっておるようじゃな。ならば、ここは儂の出番じゃ」

　カサリナさんはそのままリリィに近づき、彼女の額ひたいに手を添えると、指先から光が放たれた。

「なっ！　それは一体？」

「そう言えばお主には言っていなかったな。これが儂が持つ勇者スキルじゃ」

　勇者スキル。

　確か勇者の称号を持つ者が持つ特殊なスキルだ。

　オレもこれまで何人かの六大勇者に出会い、その都つ度ど、彼らの持つ特殊なスキルを目にしていた。

　ロスタムさんが持つ武具を自在に作り出す能力。ザッハークさんが持つオーラを形にする能力。シンが持つ魔物と心を通わせる蒼き刻こく印いん。

　だが、言われてみれば同じ六大勇者であるカサリナさんの能力だけは見たことがなかった。

「儂が持つ勇者スキルは『記憶干渉メモリータツチ』と呼ばれるもの。これは戦闘用ではないため、普段は使うことがない。まあ、一言で言えば記憶への干渉と言ったところか」

「記憶への干渉？　それって一体？」

「つまり他人の記憶を読み取ったり、本人ですら忘れた記憶を呼び起こすことが可能なのじゃ。儂はこの能力を使って知識の幅を広げ、いつしか賢人勇者と呼ばれるようになった」

　記憶の読み取り。確かにそれは地味だが、知識を力とする人物からすれば理想的な能力だ。

　カサリナさんの料理に対する深い知識や、賢人と呼ばれるほどの情報量も、その能力によって得た部分があるのか。

「無論、この能力はそれだけではない。対象の記憶の中に直接、意識を飛ばすことも可能じゃ」

「それってどういうことですか？」

　問いかけるオレにカサリナさんは満面の笑みを浮かべて答える。

「つまり、これから眠ったままのこやつの精神世界に入り、直接内側から起こしに行くということじゃ」

「リリィの精神の中に……！」

　なるほど。確かに、それなら眠ったままのこの状況をなんとか出来るかもしれない。

「では、早速こやつの精神の中に入るとするかのぉ」

　そう言ってカサリナさんの手がリリィの腕を摑もうとした瞬間、オレは思わずカサリナさんを呼び止めた。

「待ってください」

　思わぬ制止にカサリナさんだけでなく、フィティスもオレの方を見る。

「そのリリィの中に入るというやつですが、オレも同行って出来ますか？」

「ほお」

「キョウ様!?」

　オレの質問に対し、カサリナさんは興味深そうに目を細め、フィティスは驚いたような声をあげる。

「結論から言えば可能じゃ。儂と手を握れば、共にこやつの精神世界に入ることができる」

「なら、お願いです。オレも一緒に連れて行ってください」

　そう願い出るオレであったが、しかし、反論は思わぬ方向から飛んできた。

「待ってください、キョウ様！　他人の精神世界に入るというのは、そのように簡単に決めていいことではありません！　本来、記憶や精神は本人が思っているよりもずっと混沌として出口の見えない迷路のようなもの。カサリナ様はこの能力の持ち主だから、そうした世界に入っても出口を見つけることが可能ですが、全く関係のない第三者がそこに入ればその人物の精神世界に囚とらわれて、同じように意識を失い眠り続けることもあるのですよ！　どうか、そのような危険なことはなさらないでください……！」

　見るとフィティスは必死な表情でオレの腕を摑み、止めに入っていた。

　ここまで彼女が取り乱す姿はオレも初めて見た。

　だが、オレはうろたえる彼女の肩を両手で摑み、不安に怯おびえる表情をまっすぐ見つめながら宣言する。

「サンキューな、フィティス。けど、これはオレの役目でもあるんだ。リリィはオレの相棒で、これまでの旅もたくさんあいつに支ささえられて、助けられてきた。そして、今そんなあいつが自分の殻に閉じこもっているのなら、それを救うのはオレの役目なんだ。だから、関係ない第三者じゃない。相棒であるオレだからこそ、行かなきゃいけないんだ」

「キョウ様……」

　そんなオレの真しん摯しな説得にフィティスは涙ぐみ、僅かに視線を逸らすと、ぐっと何かに耐えるように下唇を嚙み、やがて静かに頷いた。

「……分かりました。けれど、どうか、どうか絶対に戻ってきてくださいね」

「当たり前だろう。お前やスィ達を置いて、オレまで眠るわけにはいかないぜ」

　そう言ってこの場の雰ふん囲い気きを少しでも明るくしようと、努つとめて朗らかに笑う。それを見て、フィティスは目尻に浮かんだ涙をすくいながら笑ってくれた。

「では、決意は出来たかの？」

「勿もち論ろん。とうの昔に出来てますよ」

　カサリナさんの差し出した手をオレは迷いなく受け取る。

　その直後、カサリナさんがリリィの手を取ると、そこから淡い光が放たれて二人の体を包み込んでいく。

「ぱぱ……」

　見るとスィが不安そうにこちらを見上げており、オレはそれに対し笑みを向けて告げる。

「待ってろよ、スィ。すぐにリリィを連れて、戻ってくるから」

「──うん！」

　オレのその一言にスィは笑顔を浮かべ、頷く。

　そうしてオレの意識は光と共に消失していった──。
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「うっ……」

　次に目を覚さました時、オレは森の中にいた。

「……ここは？」

　そこは見覚えのない森。最初にオレがこの世界に来た時、住んでいた小屋のすぐ傍そばにある森の風景に似ていたが、そことは異ことなる。

　たくさんの木々の間からは陽ひの光が漏もれており、時折吹く風は心地よくオレの頰ほおを撫なでてくれる。

「ふむ。恐らく、これはこの大陸にある森じゃな。場所まではさすがに儂わしも分からぬが」

　見ると、すぐ隣となりにはカサリナさんもいる。

　ということは、やはりここはすでにリリィの精神世界？

　ならば、ここはかつてリリィがどこかで見た森の風景？

　そんな風にオレが思っていると、隣にいたカサリナさんが声をかけてくる。

「キョウよ。どうやら、誰だれかがこちらに近づいて来るようだぞ」

　カサリナさんの声に反応し、後ろを振り向くと、そこには思いもよらぬ人物の姿があった。

「あれは……」

　それは不思議な民族衣装を身に纏まとった金髪の美少女。

　白を基準に朱色のコントラストが混ざった衣装を着ており、どことなく巫み女このような印象を受ける。

　年齢は恐らく十四、五歳程度。金色の長い髪をそのままストレートに伸ばし、腰まで届く髪をなびかせるその姿は、まるで森の妖精エルフを思わせるようであった。

　だが何よりも驚いたのは、微笑ほほえみを浮かべ歩く少女の顔がオレの知る相棒──リリィと瓜うり二ふたつであったからだ。

「リリィ……」

　思わず呟つぶやくが、少女がそれに反応することはなく、まるで目の前にいるオレやカサリナさんに気づかないまま、その横を通りすぎる。

「？　オレ達のことに気づいていない？」

「当然じゃ。ここはリリィが見ている夢、記憶の世界。儂らはかつてリリィが見た記憶を傍ぼう観かん者しやとして覗のぞくだけじゃ」

　なるほど。そういうことか。

　ならば、ここでオレ達に出来るのは目の前のリリィの後を付いていくだけか。

　それを肯こう定ていするように先を歩くリリィの後をカサリナさんがついていき、オレもそれに続く。

　しばらく歩くと、ふとリリィの足が止まり、彼女の視線がすぐ傍にあった樹きへと移る。

　一体どうしたんだろうかと疑問を挟む隙すきもなく、彼女が視線を向けると同時に、その樹の幹みきに人の顔のようなものが現れリリィへと話しかける。

「ほっほっほっ、久しぶりじゃな。リリィちゃん」

「お久しぶりです。アップルエントさん」

　目の前で枝を揺ゆらしながら笑う樹の魔物に対し、リリィはまるで親しい友人に話すように笑いかけた。

「ひょっとして、この奥にいるアレに会いにいくのかな？」

「はい。アタシが会いに行かないと、あの子も寂さびしいと思いますから」

「ほっほっほっ、寂しいか。我々、魔物に対して、そのような気持ちを向けてくれるのはお主ぬしくらいじゃな」

　笑いかけるリリィに対し、エントは優しく声をかける。

　その様はオレの知るリリィとは少し様子が違っていた。

　オレと共にいたリリィは少し勝気で、ツンデレ色が強いイメージであったが、今目の前にいるリリィは大人しく、清せい楚そなイメージを感じさせた。

　本人に言ったら、ちょっと怒られそうだが。

「では、これを持っていくといい。ちょうど今朝方なった実じゃ」

　そんなことを思っていると、目の前のエントが枝先になった赤い実をリリィの方へと差し出し、それを見たリリィが嬉うれしそうに両手を合わせる。

「わあ、いいんですか？　エントさん」

「勿もち論ろんじゃ。リリィちゃんには儂も良くしてもらっているからのぉ。遠慮なく、持てる分だけ持って行きなさい」

「はい！　ありがとうございます！」

　エントからの申し出をリリィは嬉しそうな笑顔で受け取り、そのまま枝先に実った赤い実を腕に下げていたカゴの中に入れていく。

　そうして、一通り実を回収するとリリィは「また来ますね」と笑顔でエントに手を振り、別れていく。

　オレ達はそんなリリィの後を見つからないよう追っていく。

「何やら想像と違うのぉ。あやつ、昔はあのように魔物と交流しておったのか？」

「……いえ、オレも初めて見ます」

　あいつが、魔物に対して悪感情を抱いていないのは知っていた。

　しかし、こうも魔物と親しい関係にあったなんて知らなかった。

　むしろ、オレよりも魔物と親しい関係を築いているのではないのか？　そう思えるほど、先程のリリィとエントとの会話は自然であった。

　そんなことを思いながらも、リリィの後を付けることしばし、急に拓ひらけた場所へと出る。

「ここは……？」

　そこは周囲一帯、草や花々で覆おおわれた自然の広場であった。

　周りを木々で囲まれているため、ここを見つけるにはかなりの探索が必要だろう。まさに知る人ぞ知る花園のような場所であった。

　そんな美しい花々に囲まれた広場の中心に、見たこともない巨大な一匹の獣が座っていた。

「なっ……！」

「これは……」

　それを見た瞬間、オレだけでなく隣にいるカサリナさんですら驚きよう愕がくに口を開く。

　体長十メートルはあろうかという巨体。

　全身を黄金の毛並みに覆われたその獣は、いわゆる獅し子しのような姿をしており、金色のたてがみを揺らしている。こちらに向ける瞳ひとみもまた黄金色であり、まさに金色の獣と呼ぶに相応ふさわしい威厳を秘めていた。

　同時にこれがただの魔物とは一線を画かくするものであると一目で理解できた。

「バロン！　久しぶり。最近会えなくてごめんなさいね」

　その獣の足元にリリィが駆け寄り、手に持ったカゴから赤い果実を取り出すと、それを目の前の獣へと差し出す。

「はい、どうぞ。これここに来る途中、アップルエントさんからもらった実なの。たくさん採っていいって言っててね。それでバロンにもおすそわけ」

　そう言って実を差し出すリリィであったが、オレはその瞬間、信じられないものを彼女の手の甲に見る。

「あれは……!?」

　そこにあったのは蒼あおく輝く刻こく印いん。

　かつて、オレがシンの手の甲に見たものと全く同じものであった。

　ここは確か蒼き刻印を持つ〝金色の魔女〟がいたと言われる大陸。

　元々オレ達はその謎なぞを追うべく、この大陸に来たのを思い出した。

　その最中、世界樹の宝石を持つアリババや、農業をお願いするモルジアナさんと出会い、そのことをすっかり放置していたが……まさかここに来てそれと出会うなんて。

　だが、しかし、なぜその蒼い刻印がリリィの手の甲に？

　困惑するオレをよそにリリィが差し出した果実を、金色に輝く獣は舌先で器用に受け取ると、そのまま口の中へと運んでいく。

「どう、美お味いしい？」

　リリィからの問いかけに獣は軽く喉を鳴らし、頷うなずく。

　するとリリィは「そう、良かった」と笑顔を浮かべるなり、地面に座り、目の前の獣と話を始める。

　リリィが何かを話すたび、獣は頷くか喉を鳴らし、小さく声を上げる。

　オレにはただの獣の声にしか聞こえなかったが、恐らく蒼い刻印を持つリリィにすればそれは十分理解できる言葉であったのだろう。

　しかし、そうなるとまさかリリィがこの大陸にいる〝金色の魔女〟なのか？

　だとしたら、なぜあいつはそのことを黙だまって……？

　いや、そもそもあいつは故郷を襲われて、他の大陸に逃げたと言っていた。

　ということはその際、それまでの記憶を失った可能性があるのでは？

　それであいつ自身も自分が金色の魔女だということを忘れていた？

「うん。それじゃあ、そろそろ行くね。今日は様子を見に来ただけだけど、また今度お話に来るから」

　そんな様さま々ざまな憶おく測そくを思い浮かべるオレであったが、気づくとリリィが先程バロンと呼ばれた獣と話を終えると、別れの挨あい拶さつをし、こちらに近づく姿が見える。

　相変わらずリリィにはこちらの姿が見えていないようで、そのままオレ達の横を通り過ぎると森の奥へと消えていく。

　呆ぼう然ぜんとしているオレをよそに、隣にいるカサリナさんがオレの腕を引っ張る。

「何をしている、キョウ。早くリリィの奴を追いかけるぞ」

「あ、はい！」

　慌あわててカサリナさんと共にリリィを追いかけようとするオレだが、その瞬間、背後から奇妙な視線を感じた。

　振り向くと、そこにいたのは黄金の獣バロン。その瞳が不思議とオレを見つめているような気がした。

「…………」

　あいつにはオレの姿が見えている？

　いや、これはあくまでもリリィの記憶であり、その追体験。

　見えているはずはないし、仮に何かを見ていたとしても、それはオレ達の先を行ったリリィを見つめてのことだろう。

　そのはずなのだが、オレは何な故ぜか、その獣の瞳に魅み入いられたようにその場から動けずにいた。

「おい、何をしておるのじゃ、キョウ。早くしないと見失うぞ」

「あ、はい！　すみません！」

　カサリナさんからの呼び声に反応し、オレはその場から動くことが出来た。

　だが、不思議とオレは、先ほど目があった黄金の獣のことが頭から離れずにいた。
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「ここは……？」

「ふむ。村じゃな」

　森を抜けたオレ達は目の前に広がる村を目にする。

　そこは大きくもなく、小さくもない、いわゆる牧歌的な普通の村であった。

　そんな村に森から出てきたリリィは迷いなく入っていき、オレ達もそれに続くように村の入口を通る。

「おや、リリィちゃんじゃないか。森の散歩は終わったのかい？」

「はい、ジェシカおばさん」

　見るとリリィは村の広場で水みず汲くみをしていたおばあさんから声をかけられていた。

「そうかい。もしかして、いつものように森の魔物達と話でもしていたのかね？」

「はい、そうなんです。最近はアップルエントやドリアード達とも友達になって。あ、よければ、ジェシカおばさんもこれどうですか？」

　そう言ってリリィはカゴの中から赤い果実を取り出し、それを目の前のおばあさんに渡す。

「おやまあ、ありがとうね。リリィちゃん」

　そう言っておばあさんはリリィが差し出した果実を嬉しそうに受け取る。

　すると、井戸の裏から奇妙な生き物が顔を出す。

　それはサンショウウオのような姿をした魔物、サラマンダーであった。

「げこー！　げこげこー！」

「わっ、わっ！」

　井戸の裏から顔を出したサラマンダーはリリィの姿を見ると、真まっ先さきに走ってきて、その胸に飛び込んでいく。

　慌てて受け止めるものの、勢いをつけたジャンプだったためにリリィはその場で尻しり餅もちをついてしまった。

「いたたっ。もう、じゃれつくのはいいけれど、いきなり飛び込んできたらダメだよ」

「げこー」

　人差し指で優しくサラマンダーの頭を押さえながら注意するリリィであったが、当のサラマンダーはそれを理解しているのか嬉しそうに舌を出して、リリィの顔を舐なめていた。

「あははー。もうくすぐったいよー」

「げこげこー」

　見ると、リリィに飛びついたその一匹だけでなく、村の中に潜ひそんでいた他ほかのサラマンダー達も姿を現して、リリィの周囲を取り囲んでいく。

　それはまるで魔物に愛された巫女のように、リリィは周囲のサラマンダー達にじゃれつかれながらも笑顔を浮かべていた。

「これは……」

「ふむ。まるでお主のようじゃな。キョウ」

　その光景を見ていたカサリナさんがそう呟く。

　だが、それはオレが思っていたことと全く同じことであった。

　魔物に囲まれながら、幸せそうに微笑む姿。

　それはオレがこの世界で魔物を栽培しながら過すごした日々と似ている。

　そして、彼女の周囲にいた先程のジェシカおばさんや、村の中を歩く人々もその光景を微笑ましそうに見ていた。

　そこには魔物に対する嫌悪も差別もなく、ただあるがままを受け止め、リリィと魔物達の戯たわむれを日常のように受け入れていた。

　ここはそういう場所なのだと、そういうところなのだと言わんばかりに、リリィは周囲の人々や魔物達から愛されているようであった。

　そんな風にリリィがサラマンダー達と戯れていると、ふと後ろから誰かが声をかけてくる。

「リリィ、こんなところにいたのか」

　振り向くとそこには兵士の格好をした青年の姿があった。

　はて。この人、どこかで見たような記憶がある。

　でも、どこで会ったっけ？

　そんな風にオレが頭を悩ませていると、それに答えるようにリリィがその青年の名を口にする。

「クロガネ兄さん！」

　兄さん、兄……そうだ！　思い出した！

　オレがこの異世界に転移した時に公園で水を汲んでたら、注意してきた兵士さんだ。

　そう言えば、リリィには兄がいて、その人に頼まれたからリリィがオレのいた小屋にやってきたんだ。

　それを思えば、このお兄さんがオレとリリィの出会いの橋渡しと言える。

　そんなことを思っていると、クロガネと呼ばれた青年は何やら呆あきれたような顔でリリィを見つめていた。

「全くお前は。いくら金色の魔女の血筋とはいえ、フラフラと外に出すぎだぞ」

「ふふっ、兄さんは心配性ですね。大丈夫ですよ、この辺にいる魔物さんは皆優しくていい子達ですから」

「そうかもしれないが、お前の存在は貴重なんだぞ。この村唯ゆい一いつの金色の魔女であり、その蒼い刻印を宿したのもお前だけなんだ。そのことをもう少し自覚しなさい」

「はーい、お兄様」

　説教をする兄に対し、リリィはどこか受け流すように頷く。

　それを見て、呆れるようにため息をこぼす兄であったが、そのまま二人は一緒に歩き出し、数匹のサラマンダー達がその後を付いていく。

　オレ達もそれに倣ならうように彼女達の後を付ける。やがて二人は村の奥にある一軒の家へと近づいていく。

　恐らくはそこがリリィのかつての家なのだろう。

　なんの変哲もない木造の家。大きさは異なるがオレが初めての拠きよ点てんとしていたあの小屋を彷ほう彿ふつとさせた。

「ふむ。何やら奇妙な話になってきたな」

　見るとオレの隣にいたカサリナさんが顎あごに指を当て、考えるような仕草をしていた。

「あのリリィが魔女とはな。しかも、金色の魔女と呼ばれておったが、それは一体……。しかも、あやつが手の甲に見せていた刻印。あれは前に魔獣勇者シンが持っていた刻印に似ていたが……」

　カサリナさんの困惑ももっともである。

　正直、オレも未だ整理しきれていない部分が多い。

　とりあえず、これまでの情報を整理する意味でもオレはカサリナさんに対し、オレが知る限りの情報を伝えることにした。

　シンが持つ蒼い刻印。それはかつて〝金色の魔女〟と呼ばれる一族が宿していた魔物と心を通わせるスキルであること。

　そして、この大陸こそがその〝金色の魔女〟が存在したとされる場所。

　更さらに先程のリリィと村人達の会話からも、リリィこそが、その〝金色の魔女〟の血を受け継ぐ唯一の後継者であり魔女だということ。

　オレはそのことをカサリナさんに話した。

「……なるほどのぉ」

　話を聞き終えて、カサリナさんの顔がより一層、真剣みを増す。

「しかし、分からぬな。お主と共にいたリリィはとても魔女という雰ふん囲い気きではなかったぞ。それにあのような刻印もなかったはずだが？」

「そうなんですよね……」

　それはオレも当然、疑問に感じていたことであった。

　リリィの雰囲気の違い。自身が魔女ということを忘れている理由はやはり先程も考えた、このあとに起こる襲撃。故郷の喪そう失しつによるものではないだろうか？

　リリィはかつて故郷を刻印の魔女に襲われ、亡くしたと話していた。

　ならば、その時のショックや怪け我がで記憶を喪失した可能性は十分にある。

　オレはそのことをカサリナさんに話し、辻つじ褄つま合わせの材料とした。

「……確かにそう考えれば筋は通るか」

　オレからの話を聞いて頷くカサリナさんであったが、しかしその顔はやはり釈しやく然ぜんとしない様子であった。

　確かにオレ自身、何かが引っかかっている。

　そもそもリリィが目を覚まそうとしない理由が何なのか、現状ではまるで分からない。

　もしかして、自分が魔女だということに気づいて、それにショックを受けて現実からの逃避を？

　いや、だとしても、何かがおかしい。

　現状の疑問に対し、必死に思考するオレ達であったが、しかし、そんなオレ達をよそに家に近づくリリィとクロガネさんの前に思いもよらぬ人物が立ちはだかっていた。

「お前は……！」

　驚くクロガネさんの声に反応し、オレ達は思わず顔を上げる。

　すると、そこにいたのはまさに予想外の人物であった。

「なっ！」

　それは金色の髪にローブを纏まとった青年。

　だが、その顔はオレにとっては忘れられないこの状況を作った元凶の顔であった。

「アリババ……」

　ポツリと、目の前に立つ人物の名をリリィは呟いた。

　そして、そんなリリィの呟きに反応するように目の前のアリババはどこか気まずそうに微笑んだ。

「久しぶりだね。リリィ」

　そう挨拶するアリババの声は心なしか、どこか優しそうに聞こえた。

　だが、そんなアリババからリリィを守るように一歩前に出たクロガネさんが強気な口調で問いかける。

「何の用だ？　この大陸の世界樹をよそから来た勇者と共に協力して切り落とした裏切り者が」

「…………」

　責めるような口調のクロガネさんに対し、アリババはどこか目を逸そらしながら、それを受け止める。

　よそから来た勇者と切り落とした？　それは一体どういうことだ？

　オレが疑問を感じると、それに答えるように目の前のクロガネさんが言葉を続ける。

「この村の出身でありながら、勇者という称号欲しさに連中に協力するとは。確かに世界樹は魔物を増やす邪悪の樹クリフオトだが、それは一方の見方に過ぎないと知っているはずだ。そもそも魔物を全て排はいすれば我々も生きられないと分かっているはずだ」

　責めるクロガネさんに対し、アリババは静かに目を伏ふせる。

　だが、次の瞬間、拳こぶしを強く握にぎると、そんなクロガネさんに反論するようにアリババは告げる。

「確かにそうかもしれませんが、私は魔物に頼らずとも生きていける術すべを見つけたんです」

「……なに？」

　思わぬアリババからの言葉にクロガネさんだけでなく、それを聞いていたリリィも驚いたような顔を向けていた。

「確かに魔物は必要な存在です。ですが、魔物の多くは凶暴であり、危険なものも多い。私達人が魔物から糧かてを得るにはその代償があまりに大きいんです」

「…………」

　アリババからのセリフをクロガネさんは静かに聞く。

　確かに、アリババの言葉にも一理ある。それをクロガネさんも理解しているのだろう。

　それを見越したかのようにアリババは更に続ける。

「リリィのように魔物と通じ合える能力があれば別ですが、多くの人はそれを持たない。だから、安全にかつ効率のいい食料や資源の回収法があれば、それに越したことはないでしょう？」

「……それで、お前はそれを見つけたのか？」

　問いかけるクロガネさんに対し、アリババは真剣な表情のまま頷く。

「ええ。今はまだ理論だけですが、これを実践で証明できるのはすぐです。私はそのために勇者の称号を得たのです。いわばこれは国の援助を得るための手段に過ぎません。二年、いや一年以内にはその成果を完成させます」

　成果。

　アリババが断言するそれが何であるか、オレは知っていた。

　恐らくはそれは『魔学』のことであろう。

　事実、アリババはその後、『魔学』を作り出し、この大陸におけるサイクルを完成させた。

　奴が勇者の称号を得ようとしたのはこの大陸から魔物を追い払うことではなく、邪悪の樹クリフオトを切り倒すためでもない。

　勇者という称号があれば、無条件に国からの膨大な援助を得られる。そのための手段であったのだ。

　オレは彼の先を見る目と、その行動力に対し僅わずかな尊敬の念を覚えた。

　そして、それは目の前のクロガネさんも同じであったのか。

　僅かに疑いの目を向けながらも、どこか納得した様子であった。

「……そうか。だが、私達には関係のない話だ。私達は金色の魔女の血を受け継ぐ一族。それを正しく継いだのはリリィだけかもしれんが、少なくとも私達は今後も魔物達と共存して生きていくだけだ」

　そう言ってクロガネさんはアリババの横を通り過ぎ、家の中に入っていく。

　残されたのは俯うつむくアリババと、その前に立つリリィのみであった。

　気まずい沈ちん黙もくが二人の間に流れるが、それを先に打ち砕いたのはリリィの方であった。

「すごいね。アリババは」

「え？」

　それは思いもよらぬセリフであった。

　少なくともアリババはそう感じたようであり、自らを褒めるリリィを驚いた様子で見ていた。

「アリババはちゃんと自分の目標があって、それを叶かなえようと努力したんでしょう。なら、すごいことだよ。もっと誇っていいと思うよ」

「いや、だけど……」

　思わぬリリィの笑顔に対し、アリババはしかしどこか後ろめたい様子で顔を背そむける。

「……私はこの村の主義に反して、外の勇者と組み、世界樹を切り落としたんだ。君は私を責せめないのか……」

　そう小さく呟くアリババに対し、リリィは静かに瞳を瞑つむりながら答える。

「そうだね。樹を切り落とされたのはアタシも少し悲しいかな。でも、アリババは人々のために、人々が傷つかない安全な生産をするためにしたんでしょう。なら、その結果で人々を幸せにしなきゃ」

「リリィ……」

　リリィのそのセリフにアリババはまるで救われたように顔を上げると、リリィに対し静かに頭を下げる。

「……ありがとう、リリィ。君のような力は私にはないが、私は私のやり方で人々に平和を与えたい。そのための努力をこれからも続けよう」

「うん、頑張ってね。アリババ」

　そう言って微笑むリリィに対し、アリババも小さく微笑み、離れていく。

　やがて、しばし歩いたところで思い出したように彼が振り返る。

「そうだ。君やこの村のことは誰にも話してはいない。それだけは安心してくれ」

　そのアリババのセリフに、リリィは少し驚いた顔をするが、すぐに笑みを浮かべ「ありがとう」と頭を下げた。

　そんなリリィの笑顔を見ながら、アリババはどこか満足した様子で村から離れていく。

　それを家からずっと眺めていたリリィはどこか羨せん望ぼうの様子で呟く。

「……アタシもアリババみたいに、目標を持って行動したいな……」

　それが何を意味しているのか、それを考える暇ひまもなく、周囲の景色がぐにゃりと曲がる感覚を覚える。

　不思議な感覚がなくなると、そこには先ほどと全く異なる光景が広がっていた。

　オレ達がいたはずの村の景色ではなく、木々に囲まれた森の奥にある広場だった。後ろを振り向くと、そこにはあの巨大な黄金の獣の姿があった。

「なっ、これは一体……!?」

　驚くオレをよそに隣にいるカサリナさんが冷静に呟く。

「落ち着け。ここは普通の現実世界とは異なるのじゃ。何しろリリィの精神の中じゃ。故ゆえにあやつの記憶の中で印象深い場面へと飛んだだけじゃ」

　そうか、言われてみればそうだ。ここが精神世界であることを思えば、普通の常識とは異なるのも当然か。

　そんなことを思っていると森の奥から、リリィが近づく姿が見えた。

「バロン～！　お待たせ～！　今日も遊びに来たよ～！」

　そう言って近づくリリィにバロンは視線を動かし、彼女のすぐ傍まで歩くとその顔を彼女へと摺すり寄よせる。

「あはは、バロンったらくすぐったい～」

　どうやら以前よりも二人の距離が近づいたようで、リリィもバロンも互いにすごく自然体で接している。

　リリィにとってこのバロンとはよほど気が許せる存在なのだろう。

　そう思っていると、リリィがバロンの隣に座り、晴天の空を仰ぎ見て、誰にともなく呟きだした。

「ねぇ、バロン。どうしてこの世界の人は皆、必要以上に魔物を怖がるんだろうね」

『…………』

「確かに魔物の中には人を襲うものもたくさんいるけれど、それだけじゃない。もっと皆が分かり合えたらいいのにね」

　そう言ってリリィは右手の甲に輝く蒼い刻印をかざす。

　すると、そんな彼女の指先にどこからともなく現れたバタフライフェアリーが止まり、リリィはその魔物を愛いとおしそうに眺める。

「アタシはこの刻印があるからバロンや魔物達の心が分かって仲良くなれる。この力が皆にあれば、なんて無理なことは言わないけれど、この世界の魔物は危険なだけじゃない。人と分かり合える魔物がたくさんいるって教えられたらいいのにね」

「…………」

　リリィの言っていることは無む論ろんオレにはよく理解できた。

　他ならぬオレが彼女の言っている危険なだけではないという魔物を、栽培という手段でこの世界の人々に安全だと伝えてきたのだから。

　今にして思えば、リリィがオレの相棒となってくれたのは、この時の彼女自身の夢を果たそうとしていたからなのか？

　そう思っていると、それに頷くようにリリィが続ける。

「もしも、アタシ以外にもそんなことを考えている人がいれば一緒に協力してあげたいな。魔物と人が共存できる世界を作るために」

『…………』

　リリィがそう呟くと隣にいたバロンが何かを呟くように喉を鳴らす。

　オレやカサリナさんにはただの獣の声にしか聞こえなかったが、刻印のあるリリィには違ったようだ。

「あはは、そうだね。誰かが現れるのを待つんじゃなくて、自分で動かなきゃね。形は違うけれど、アリババも魔物と争わないための技術を開発してるらしいし、アタシも負けていられないなー」

　そう言ってリリィはその場に立ち上がると大きく体を伸ばす。

「うん。なら、アタシ旅に出てみようかな。この大陸だけじゃなくって色んな大陸を回って、色んな人達に訴えていくの。魔物は危険なだけじゃないって。今は勇者の称号を持つ人が世界各地に現れているらしいし、その人達と話して協力を得られれば、アタシの夢の実現もできるかもしれない」

　そう宣言したリリィの横顔は晴れ晴れとしており、これまでよりも真っ直ぐとした瞳はオレが知るリリィと似ているようでどこかが違うものの、彼女の宣言に思わずオレも同意の声を上げそうになった。

　だが、オレが声を上げるよりも早く、隣にいたバロンが立ち上がると、そのまま彼女の前に移動し、その鼻先を体に押し付ける。

「え、なに？　バロンも付いてくるって？　あはは、嬉しいけれど、大丈夫よ。アタシには色んな魔物達が力を貸してくれるから」

　見るとリリィの周囲には先程のバタフライフェアリーの他にデーモンウィッシュ、サラマンダー、ジャック・オー・ランタンなど様々な魔物が身を寄せ合っている。まるで彼女の意思に同調するようであった。

「それにバロンはこの大陸を守護するＳＳランク魔物でしょう？　もうこの大陸の世界樹は切り落とされちゃったけれど、それでもバロンはＳＳランク魔物なんだから、この大陸の魔物達のためにも残らないと」

『…………』

　そう説得するリリィに対し、しかしバロンは不服そうであった。

　そんなバロンに対し、リリィはどこか悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべながら呟く。

「それとアタシがいない間、村を見守ってほしいの。兄様や村の人達とか。これはバロンじゃないと頼めないから」

『…………』

　両手を合わせてお願いするリリィに対し、バロンは静かに視線を逸らした後、ゆっくりと頷く。

「本当！　わ～い、ありがとう。バロン。やっぱり持つべきは友達だね」

　バロンの承諾を得るとリリィはそのままバロンの体に抱きつく。

　ふわふわの毛皮に幸せそうに抱きつくリリィを、バロンは慈いつくしむように見つめた。

「それじゃあ、また明日ね！　今日のことはまだ誰にも内緒ね。でも、近いうちにアタシ、必ず実現させるから！」

　そう言ってリリィは手を振りながら、村の方へと戻っていく。
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　彼女の姿が見えなくなったのを確認すると、バロンはその場で横になる。

　どうやら、この日の記憶もここまでかとオレが思った瞬間。

『──!!』

　空気が変わった。

　本来、この場にいないはずのオレですら、一瞬で空気が張り詰つめ、気温が下がった感覚に冷や汗を覚える。

　そして、それを証明するように森の奥から全身を白いローブで纏った男が現れる。

「……見つけたぞ。ＳＳランク・バロン」

　男がそう呟くとフードの下から氷のような冷たい瞳が覗かれる。

　オレはそれを見た瞬間、目の前の男の正体に気づく。

「アンスール……!?」

　オレが呟くと同時に、アンスールの前に立ったバロンが唸り声と共にこれまでにない殺気を身に纏う。

　どうやらバロンも一目で目の前の男が危険であると理解したようだ。

　しかし、そんなＳＳランクの威い嚇かくを前にしてもアンスールはまるでそよ風を受けるように平然とし、右手を前に差す。すると、手の甲に刻まれた紅あかい刻印が輝き出す。

「申し訳ないがバロン、君には私の手足となってもらおう。我が復ふく讐しゆうの怨えん嗟さを晴らすためにその力、利用させてもらう」

「！　待て！　やめろー!!」

　アンスールが宣言すると同時にオレは奴とバロンの間に立ち、バロンを庇かばうように両手を広げる。が、そのような行為に意味などなく、アンスールから放たれた光がバロンの頭に触れると、そこに紅い刻印が刻まれる。

『ガァ……ッ！　グガアアアアアアアアアアアアァッ!!』

　額ひたいに刻み込まれた刻印の呪じゆ縛ばくにもがくようにバロンがその場で暴れる。

　しかし、バロンが暴れれば暴れるほど、その額に打ち込まれた刻印の輝きは更に激しさを増していく。アンスールが再び右手をかざすと、それと同調するようにバロンの額の刻印が輝き、まるでそれに支配されるようにバロンの動きが止まり、やがて虚うつろな瞳を向けた。

「それでいい。これでもはやお前は我が手足も同然だ」

『…………』

　アンスールの呟きに対し、バロンは傅かしずくように動かない。

　それに満足したのか、再び刻印を輝かせるとアンスールは森の先、リリィ達がいる村の方を指す。

「では、まずはあの村にいる金色の魔女の末まつ裔えいを始末してもらおう。金色の魔女が持つ蒼い刻印は、この紅い刻印の対となる存在。私の目的を阻はばむ可能性を持つ。それを摘み取るためにも村ごと破壊しても構わん」

『…………』

　アンスールの宣言にバロンは咆ほう哮こうを上げ、そのまま地を蹴り、木々をなぎ倒しながら村の方へと向かう。

　オレとカサリナさんはそんな光景を呆然とした様子のまま見つめ、やがてアンスールはこちらに背を向けると静かに一人呟く。

「……本来ならば同じ魔女の一族を手にかけたくはないが、復讐を果たすためならば私はなんでもしてみせる。そうだ、彼女の無念を晴らすためならば、どんな犠牲をも払おう……！」

　その瞬間、フードの下に見えたアンスールの表情はかつてないほど凄せい惨さんに歪ゆがんでいた。

　それはまさに憎悪に囚とらわれた男の素顔であった。

　そして、再びオレ達の前で光景がぐにゃりと曲がる。




　次に目を開けた時、そこに見えた光景は赤一色。

　紅ぐ蓮れんに染まる村。燃もえ盛さかる家や人々の姿であった。

「なッ……！」

「これは……」

　思わぬ光景に口元を押さえるオレであったが、すぐ目の前で建っていた家が一瞬で炎に包まれ跡あと形かたもなく崩れ去る。

　また別の場所では逃げ惑う人々に対し、襲いかかる一匹の獣の姿があった。

「あれは……！」

　それは紛まぎれもないあの黄金の獣バロンであった。

　そして、そんなバロンから必死に逃げていたのはジェシカと呼ばれたおばあさんであり、そのおばあさんを支えながら必死に逃げようとする若い男女の二人。

　しかし、逃げる途中、ジェシカさんが躓つまずくと、男女二人の足も止まってしまう。それを見逃すことなくバロンが三人の前に立ちはだかった。

「ひッ……！」

　血のように赤い眼光を向けながらバロンが血に塗まみれた爪を掲げると、それを三人に向け、振り下ろす。

「ッ、よせ──ッ!!」

　思わず、三人の方へ駆け出そうとするが、ここで仮にオレが庇かばったとしても、それに意味などはない。

　分かってはいるがそれでも体が動く。

　だが、オレが庇うよりも早く、どこからともなく現れた魔物が三人の前に立つ。

「ミノー！」

「ミノミノー！」

　それは二メートルを超す巨体に牛の顔や姿を持った獣人型の魔物。

　ファンタジーなどでよく見る魔物であり、恐らくはあれこそが本来のミノタウロスだ。

　現れたミノタウロス達はバロンの一撃を受け止めると、そのまま力を込めて、バロンの攻撃を弾き返す。

　呆然とする三人であったが、その瞬間、凜りんとした少女の声が響いた。

「バロン!!」

　声のした方を振り返ると、そこには数体のミノタウロスに、サラマンダー、ペリュトン、デーモンウィッシュなど様々な魔物を従えたリリィの姿があった。

「リリィ……」

　思わず彼女の名を呟き近づくが、やはり彼女にはオレの姿は見えていないようだ。オレの体をすり抜け、無数の魔物達を引き連れたままバロンの前に立つ。

「ここはアタシが押さえます。皆さんは今の内に逃げてください」

「リリィちゃん……！」

　三人はリリィの顔を見つめながら、困惑した様子であったが、しかし、ここに残ったところで彼らにできることなどはない。

　それをすぐに理解したのか悲痛な表情を浮かべながら目の前に立つ、リリィに対し頭を下げる。

「……ありがとう、リリィちゃん……。けど、アンタも無理せずにすぐに逃げるんだよ。アンタはこの村唯一の金色の魔女なんだからね……！」

「ご心配なく、ジェシカおばさん。この子を鎮しずめたら、アタシもすぐに逃げます」

　リリィは背後にいるジェシカおばさんにそう笑いかけ、それを確認した後ジェシカおばさんを含ふくめた三人がこの場より逃げる。

　そうして、改あらためてリリィが周囲にいる魔物達でバロンを囲むように円陣を組ませると声を張り上げて訴える。

「バロン！　どうしたの！　あなたがこんなことをするはずがないわ！　一体何があったの!?　誰にこんなことをさせられているの!?」

『…………』

　燃え盛る業火の中で両者は対たい峙じする。

　しかし、バロンからの返事はなく、代わりに理性を失った殺意の目と牙きばをリリィへと向ける。

　だが、それを庇うように周囲にいたミノタウロスがバロンの一撃を受け止める。

　それに苛いら立だちを覚えたのかバロンの金色の体毛がまるで炎のように揺らめくと、その全身から無数の炎が周囲に拡散された。

「!?　いけないッ！」

　それを見るやいなや、リリィは瞬時に自分を中心に結界のようなものを張り、周囲にいた魔物達を守る。

　だが、バロンが放った炎の勢いはリリィの予想を遙かに上回っており、彼女が形成した結界にひびが入る。そこに止とどめを刺すように再びバロンの爪による一撃が振り下ろされた。

「ッ、きゃああああああああああッ!!」

　振り下ろされた爪はリリィが張った結界をガラスのように砕き、その衝撃にリリィ達は吹き飛ばされる。

　周囲にいた魔物達も先程のバロンの炎の爆撃により、軒のき並なみ倒れてしまっていた。唯一、彼女のすぐそばにいたサラマンダーが二、三匹残っているのみであった。

　そして、倒れるリリィにバロンが近づくが、そんなバロンからリリィを守るようにサラマンダーが立ちはだかる。

「げこ、げこげこ！」

　その様は必死にリリィを守ろうとしていたが、すでに全身が打撲や火傷やけどで傷だらけであり、もはやその身は盾にすらなっていなかった。

　だが、バロンにとってはそのようなことは関係なく、ただ目の前に立つ生命を全て破壊するが如ごとく、真しん紅くに染まった瞳で目の前に立つ魔物達を見下ろすと再び爪を大きく振り上げる。

　そのまま眼下にいる魔物達を鋭い爪で引き裂こうとした瞬間、倒れていたリリィが立ち上がり、自らを庇おうと前に出たサラマンダーを抱きしめる。そんなリリィの背中にバロンの爪が容よう赦しやなく突き立てられた。

「ッ……！」

「リリィ──ッ!!」

　目の前で背中が切り裂かれ、そこから血を噴水のように吹き出す彼女を見て、オレは思わず彼女に駆け寄ろうとする。

　だが、そんなオレの手を隣にいたカサリナさんが摑んだ。そのためオレは動けなくなった。

「カサリナさん！　放してください！　このままじゃリリィが……!!」

「無駄じゃ」

　焦るオレに対し、しかしカサリナさんは冷静に返す。

「言ったじゃろう。ここは奴の深層世界、記憶にすぎない。お主が何をしようとこれから起こる出来事は絶対に変わらぬ。ならばこそ、それを最後まで見つめることこそが、ここでお主がするべきことなのじゃ」

「……ッ」

　カサリナさんの言っていることは当然オレも理解していた。

　これまで何度となく、この記憶の世界でオレがリリィ達に介かい入にゆうしようとしても出来なかったのだ。

　所しよ詮せんこれはリアルなだけの過去の映像にすぎない。

　ならば、それがたとえどんなに悲惨で残酷なものであろうと変えられないし、目を逸らしてはいけない。

　今いま尚なお、眠り続けるリリィを起こすためのヒントを得るためにも、オレはこの先の展開を全て見なければならない。

　かつてない不ふ甲が斐いなさに奥歯を嚙かみ締めながらも、オレは目の前の光景に視線を移す。

　そこでは腕の中に抱きしめたサラマンダーを心配そうに見つめるリリィの姿があった。

「大丈夫？」

「げこ……」

　自らを庇ったリリィに対し、サラマンダーは困惑の表情を向けていた。

　しかし、サラマンダーに傷がないのを確認するとリリィは微笑み、そのまま血だらけの体を省かえりみることなく立ち上がると無防備にバロンの前へと立つ。

「バロン……」

『…………』

　背中や口から血を流し、あたり一面を血に染めながらも、しかしリリィはまるで気にした様子がなく、いつもの穏やかな笑みを目の前の獣へと向けた。

「あなたに何が起こったのか分からないけれど、もう大丈夫だから。アタシがあなたのことを救うから」

『ッ！』

　リリィのそんな優しい笑みにまるで反発するようにバロンが右腕の爪を上空に掲げると、そのまま振り下ろす。

「よせ！　やめろおおおおおおおおおおおおッ!!」

　振り下ろされるバロンの爪を前にオレは全霊の叫び声を上げ、腕を摑むカサリナさんの手を振りほどくと、そのままリリィを庇うように前に出る。

　目の前の血のような紅い瞳を向けるバロンの威圧と恐怖はまさに本物そのものであり、振り下ろされる爪も死神の鎌かまそのものに見えた。

　オレはたまらず目をそらしそうになるのを必死にこらえ、両手を広げたまま仁王立ちする。

　だが、そんなオレの行為が何かを成すことはなく、振り下ろされたバロンの爪はオレの体をすり抜けると、その先にいるリリィの体へと向かった。

　オレは慌てて背後のリリィへと振り返る。

　そこでは、リリィがその場から動くことなく瞳を閉じ、微笑みを浮かべたまま立ち尽くしている姿があった。

　それはまるで全てを受け入れる殉教者のように。

　一切の淀よどみも恐怖もなく、リリィは自らに迫るそれを受け入れた。

　そして次の瞬間、世界が停止した。

「──────」

　振り下ろされたバロンの爪。

　それは目の前に立つリリィの胸を貫き、彼女の背からは血に染まった爪の先が突き出していた。

「う、そ……だろう……？」

　オレは目の前の出来事を信じられず、ただ呆然としたまま両膝をつき、目の前の光景を見ていた。

　そんな、こんなことが……。

　だが、唖あ然ぜんとするオレをよそにリリィは瞑っていた目を静かに開き、自らを貫いたバロンの爪に手を置く。

　その瞬間、リリィの手にあった蒼い刻印が輝きを放った。

「……あぁ」

　血を流しながら、しかしリリィはどこかホッとしたように微笑んだ。

　そんな彼女を前にバロンは動かない。いや、動けない。

　まるで何かに抗あらがうように、目の前の出来事を拒きよ絶ぜつするようにバロンは全身を震わせながら、必死に額に輝く紅い刻印に逆らっているようであった。

「そっか。うん、苦しかったね、バロン」

　そう呟くとリリィはその顔を目の前のバロンの顔にそっと当て、両手でバロンの顔を優しく撫でる。

「したくもないことを強制されて、苦しんでたんだね……。でも、大丈夫だよ。アタシがバロンを救うから」

　そう言って唇くちびるから血を流しながらも、リリィは微笑みを消さない。

　そして、彼女の右手に刻まれた蒼い刻印が光を帯びると、それは目も眩くらむ閃せん光こうとなって辺りを包む。

『────！』

「これ、は……!?」

　あまりの眩まぶしさに目を腕で覆うオレであったが、そんな視界の端で蒼い刻印を輝かせたリリィがその右手を、紅い刻印が刻まれたバロンの額へとそっと載せる。




「──もう、大丈夫、だよ──」




　それはまるで心に響く優しい一言であった。

　見るとリリィが差し出した手から柔らかな光が放たれ、それが目の前のバロンを包むと、その額に打ち込まれた紅い刻印に蒼い刻印がまるで中和するように入っていく。

　やがて、蒼い光がバロンの体を満たすと、その額に刻まれていた刻印が消失していく。

　そうして光が収まると、そこには微笑むリリィの姿と、額から刻印が消えたバロンの姿があった。

「刻印の呪縛を、打ち消した……？」

　オレが呆然とそう呟くと同時に微笑みを浮かべたリリィが、そのまま崩れ落ちるように地面に倒れる。

「!?」

　慌てて駆け寄るも、嫌な予感が頭に満ちていた。

　地面に倒れるリリィ。

　穿うがたれた胸からは止めどなく血が溢あふれており、あたりを赤一色へと染めていた。

　それはまるで真紅の絨じゆう毯たんのようであった。そんな赤い地面の中心でリリィは眠るように目を閉じていた。

　いや、違う。

　これはただの眠りではない。

　オレは震える体で必死にリリィの前に立つ。

「リ、リィ……」

　震える声で呼びかけるオレ。

　だが、その声に反応することはない。

　オレは膝から崩れ落ち、目の前の微笑みを浮かべたまま眠るリリィに手を伸ばす。

　しかし、その手が彼女に触れることはない。

　仮に触れたとしても、もはや彼女の体温を感じ取ることはできない。

「……リリィ……」

　再び、小さく。

　震える声でオレは目の前の彼女の名を呼ぶ。

　仮に、この声が届いていたとしても彼女からの返事が返ってくることはない。

　なぜなら、これは目覚めることのない終生の眠り。

　彼女という命の終わり。

　今、オレの目の前にいるリリィという少女は眠るように──死を迎えていた。





　　　　◆　◆　◆






　初めて彼女と出会ったのは昼下がり、森の奥に隠れ潜んでいた時であった。

　私は自らが守護する世界樹を失い、この森に潜んでいた。

　元々人と争うことも、人と接触することも好みではなく、誰かが私にちょっかいをかけない限りは干かん渉しようしない。

　そのように思っていた。

　だが、そんな私の前に彼女はまるでそよ風のように現れた。

「こんにちは」

　それは道行く人に気軽に挨拶するような笑顔。

　彼女はＳＳランク魔物である私の姿を見ても、恐れることなく歩み寄り、まるでこちらの考えを読み取ったように話し掛けてきた。

「あなた、普通の魔物さんじゃないんですね？　この辺の魔物でもないみたいですし、もしかして行き場がないんですか？」

『…………』

　最初は答えることなく、ただ沈黙してその場に伏せていた。

　見れば右手には何やら輝ける刻印がある。恐らくはその力でこちらの感情の有無を読み取っているのだろう。

　その証拠に彼女の周りにはいつも魔物達がついてまわり、彼女になつくように行動していた。

「あの、よかったらお名前聞かせてもらえませんか？　アタシはリリィって言います」

『…………』

　そう言って彼女が私の名前を聞こうとしたのは一度や二度ではない。

　その日は固く口を閉ざし、彼女の存在を無視していたが「また明日来ますね」と約束もしていないのに勝手に宣言し、それを律儀に守り続けた。

　そうして、数日もの間、彼女がここへ足あし繁しげく通う内に、無視をするのも限界と感じて私はほんの少しの会話をした。

　といっても、自分の名前と正体に関する、ちょっとした情報を教えるだけであったが。

「バロンって言うんですね！　すごい。見た目通りのいい名前です！」

　彼女は私の名前を知っただけで興奮し、その後は私の毛皮やたてがみを何度も撫でては気持ちよさそうな顔をしていた。

　ああ、全く、どうしたことだろうか。

　私は人間とは関わらない。

　魔物を悪と断じて、世界樹を切り落とすような連中に心を許しはしない。

　そのように思っていたはずだったのだが、目の前の少女は私が知る人間とは全く異なっていた。

　いつも笑顔で魔物と接し、魔物達ですらそんな彼女に心を許していた。

　そして、そんな光景をいつも目の前で見せられていた私は、いつしか──そんな彼女の輪に入りたいと思っていた。

　いや、彼女に自分の名を告げたその瞬間から、私はすでにこの子に心を許し始めていたのだ。

「バロン。今日はね、アップルエントからたくさん果実をもらったから、おすそわけするね」

「ねえ、バロン。この間、傷ついた魔物がいたんだけど、ジェシカおばさんから習った魔術のおかげでその子の傷を癒すことができたの」

「バロン。アタシね、いつか人と魔物がもっと仲良くなれるよう、その架け橋になれたらいいなって思うの」

　彼女と接する内、その声を、考えを、意思を知る内に、私は彼女という存在に魅了された。

　いや、もっと言えば憧あこがれと敬けい服ふくを感じた。

　ああ、この子は本当に人と魔物を分わけ隔へだてなく接しているのだと。

　そして、そんな世界を心の底から望んでいるのだと。

　ならば、それを応援してあげたい。

　私に出来ることがあるのならば、協力してあげたい。

　そう思うほどに、私はリリィという少女を第一に考えるようになった。

　そう、なのに、私は──。

『…………』

　目の前が紅く染まる。

　怒りが私を侵食する。

　憎悪が、殺意が、悪意が、私の全てを満たす。

　堕おちたくもない感覚を味わい、壊したくないものを壊し、犯してはならない殺さつ戮りくを犯す。

　心の中でいくら叫ぼうとも私に打ち込まれた刻印がそれを許さない。

　ただ目の前が真まっ赤かに染まる光景を私は見ていく。

　やめて。

　やめて。やめて。やめて。やめて。やめて。やめて。やめて。やめて。やめて。やめて。

　脳裏に浮かぶのは紅い刻印による憎悪と、それを打ち込んだ刻印の魔女の姿。

　ああ、誰でもいい。私を止めてくれ。

　いや、いっそどうか、殺してくれ。

　そう願い、叫び、慟どう哭こくし、だが、そんな私の前に彼女は再び現れた。

　いつもと変わらない優しい表情で。

　ああ、やめて。どうかやめてくれ。

　分かっている。

　この少女は決して私の前から逃げない。

　どんなに私が拒絶しようとも、そこから立ち去らなかったように今回もきっと最後まで私を救おうと足あ掻がいてくれる。

　だけど、そんなことを私は望まない。

　私が望むのはただ一つ、あなたが生きること。生き延びること。

　そう願い、叫んでいたのに。

　なのに、だけど、あなたは──あなたは──。




「──もう、大丈夫、だよ──」




　そんな優しい声が聞こえる。

　目を開くと、そこに映ったのは血まみれの地面に倒れる一人の少女の姿。

　呼吸はない。脈もない。ただ血を流しながら、笑顔で眠る少女。

　ああ、噓うそだ。

　噓だ。噓だ。噓だ。噓だ。噓だ。噓だ。噓だ。噓だ。噓だ。

　こんなのは噓だ。なにかの間違いだ。

　だって、彼女が死ぬはずはない。

　彼女は死んではいけない存在なのだから。

　だって、あなたにはまだやるべき事がある。成さねばならない事がある。やりたい事があったはず。

　人と魔物の架け橋。

　人と魔物が争わないでいい相互理解が出来る世界。

　そのために世界を回り、人々の役に立つ。

　あなたにはそれが出来た。

　あなたにはその可能性があった。

　あなたにはそれだけの価値があった。

　ああ、なのに、なのに、なのに、どうして。どうしてこんな。

　血だまりの花園に眠る彼女の体に私はそっと触れる。

　その瞬間、彼女の手のひらに残っていた僅かな蒼い刻印の光が、私の脳裏へと走る。

　そこに残っていたのは彼女の思い出、彼女の想い、彼女がこれまで生きてきた軌跡。

　その感情が記憶と共に流れる。

　こんなにも、こんなにも素晴らしい想いを、価値を持った人間が死んでいいはずがない。

　あなたは死んではいけない。死んでいない。

　そうだ。ここでは死んだのは〝リリィあなた〟ではない。

　ここで死んだのは紅い刻印に飲み込まれ、暴走した何の価値もないＳＳランクの魔物。

　あなたは、リリィは、それから逃げ延びて、生き延びた。

　そうだ。ここで死んだのは──〝バロンわたし〟だ。





　　　　◆　◆　◆






　流れてくる。

　感情が、記憶が流れてくる。

　その人物、その魔物、その──彼女の想いが。

　必死に否定し、目の前の現実を拒絶し、彼女なりの償つぐないをしようと。

　見ると、リリィの死体に覆いかぶさっていた黄金の獣バロンの体が光り輝き、その姿が変貌していく。

　それはＳＳランク魔物が持つという人化の能力による輝き。

　オレの目の前でバロンの姿が変わっていく。

　その黄金の毛並みは目の前で倒れる少女と同じ金色の髪に。

　強きよう靱じんな四肢、たくましい肉体は小こ柄がらな少女の肉体へと変わる。

　そうして、倒れたままのリリィの手を握り締めながら、バロンは目の前の少女と全く同じ外見──リリィへと変貌を遂とげた。

「……リ、リィ……」

　虚ろな瞳のまま、意識が定まっていないのかバロンはリリィの名を呼び、そのままフラフラと立ち上がる。

「…………」

　その足取りは、まるで生まれたての赤子のようであり、あまりに頼りない姿にオレは思わず手を差し伸べそうになる。

　案の定、彼女は何度となく地面に倒れ、その度たびに体を傷つける。

「…………」

　しかし、それでも彼女は立ち上がり、歩き続ける。

　それはまるで止まるなと、ここから去るのだと、自分自身に言い聞かせるように。

　やがて、そんなおぼつかない彼女の前から誰かが走ってくる。

「リリィ！」

　それはオレ達が村で見たリリィの兄クロガネさんの姿であった。

「リリィ、無事だったのか！　良かった！」

　愛する妹の姿を確認し、抱きつくクロガネさん。

　そんな彼に対し、リリィの姿を纏ったバロンは呆然とした表情のまま呟く。

「リ、リリィ……？」

　それはまるで忘れていた何かを思い出すように、彼女の瞳にわずかに光が宿り出す。

「どうした、リリィ？　何かあったのか？　どこか怪我をしたのか!?」

「怪我……」

　クロガネさんに心配された瞬間、リリィの体が震えだす。

「……だ、い、じょうぶ……リリィは……〝アタシ〟は、生きてる……」

　まるで自分に言い聞かせるように呟く。

　そんなリリィの姿を見ながら、クロガネさんは目を伏せ、そのままリリィを抱だき抱かかえる。

「大丈夫だ、リリィ。オレ達は助かったんだ。犠牲は大きかったが、それでもお前が生き延びてくれたのなら、それでいい。もう、こうなった以上、ここに残っても仕方がない。どこか魔物の脅威がない、安全な大陸へ行こう。お前の傷を、肉体も心も癒すために、ここから遠い場所へ行くんだ」

「遠く……」

　ここではないどこか。

　それを聞いた瞬間、リリィの瞳に僅かに光が灯ともり、何かを探すように手を伸ばす。

　クロガネさんはそんなリリィを抱き抱えたまま村から離れていく。

　──これが真実。

　リリィが、いや、リリィとして生きてきた獣バロンが抱えていたあまりに悲しく、残酷な真実であった。





　　　　◆　◆　◆






　気が付くとオレとカサリナさんは真っ白な空間にいた。

　先程までの燃え盛る炎も、焼ける町並みも、倒れる人や魔物の姿もない。

　一面真っ白な何もない空間。

　そんな場所にオレが知る少女──リリィの姿があった。

「リリィ……」

　オレがその名を呼ぶと、彼女はどこか怯おびえるようにこちらに視線を向けた。

「見たでしょう。アタシの過去」

「……ああ」

　問いかける彼女にオレは静かに答える。それを聞いてリリィはどこか自嘲するような笑みを浮かべる。

「だったら、分かるでしょう。アタシがどれだけ最低な生き物か……」

「…………」

「アタシは人間じゃない。魔物よ。それも、アタシを慕ってくれた大事な友達を殺した最低のケダモノよ……」

　リリィは呟く。

　それはまるで自分を責めるような告白であった。

「アタシはずっとアンタを騙だましていた。ううん、アンタだけじゃない。周りの全員を騙して生きてきた。リリィという人間のフリをして、これまで過ごしてきた。本当のリリィはとうに死んでいた。アタシが殺したのよ。なのにアタシはそのリリィに成り代わって、何食わぬ顔でこれまで過ごしてきた。……最低よ、恥知らずにも程がある」

　見ると彼女の体は自身への怒りによって震えていた。

「だから、アタシはこのまま死ぬ。目覚めることなく死んだほうがいいのよ。何よりも親友を……リリィを殺しておいて、それに成り代わって生きてきたなんて、とても許される罪じゃない。償いなんてできない。アタシの死をもってしても軽すぎる。だけど、それでも、そのせめてもの償いが出来るのなら、このままここで死んだほうがマシよ……」

　リリィの瞳からポロポロと涙が溢れ始める。

　そこには自らへの憎悪や殺意。愛する者を失ったことへの悲しさ、孤独。様々な感情が交こう錯さくしていた。

「何よりも……こんな化物とはアンタも一緒にいられないでしょう。キョウ」

　そう言ってリリィは顔を伏せる。

　もはや、自分の存在は見限られて当然であると。むしろ、それを望んでいるかのようにオレ達に背を向ける。

　そして、それを証明するようにリリィは続ける。

「だから、もう帰って。アタシはこのまま死なないといけないから」

　恐らくはそれが自分にできる唯一の償いであろうとリリィは信じて疑っていなかった。

　だからこそ、彼女はこれまで目覚めることなく眠りについていたのだろう。

　そのまま自らの命を閉ざすために。

　オレはそんなリリィの全てを知ると、その場で大きく深呼吸をする。

「はぁ……やっぱお前にはハッキリ言わなきゃいけないみたいだな」

　ため息を吐つき、オレはそのままリリィの目の前まで近づき、小柄な彼女の体を両手で摑むと、そのままオレの方を無理やり向かせてハッキリと宣言する。

「舐なめてるんじゃねぇぞ!!」

　オレの怒声にリリィは驚いたように目を見開いていた。

　それはいつか、リリィがオレに言い放ったセリフを、そのまま彼女へと返していた。

「お前は相棒をなんだと思ってるんだ？」

「え？」

　困惑するリリィに、しかしオレはハッキリと宣言する。

「魔物だから？　それがどうした。そんな理由でオレがお前を見限るとでも思っているのか。見み損そこなうな」

　これまでオレはリリィに対し、怒りや殺意などを覚えたことはない。

　だが、今回のことに関しては別だ。オレは確かな怒りをリリィに対し、覚えている。

「お前が本当のリリィじゃなく偽にせ物もので、リリィを殺して成り代わっていた。ああ、確かにそれは許されることじゃないかもしれない。罪が無いとは言えない。だが、それでオレがお前を軽けい蔑べつする理由にはならない」

　オレがリリィに対し、覚えた怒り。

　それはリリィがこれまでオレを騙していたことではなく、本物のリリィを殺していたからでも、その正体が魔物だからでもない。

「そんな理由でオレの前からいなくなろうとしてんじゃねぇ!!」

　そんなつまらない理由でオレ達の前から逃げようとしていたことにだ。

「なんでオレに相談せず、勝手に一人で眠りについてんだよ！」

「だ、だって、こんなこと話せるわけがない……。アタシは人間じゃない！　魔物なんだよ！　本物のリリィを殺した悪逆非道なケダモノなんだよ!!」

「何度も言わせるな！　それがどうした!!」

　叫ぶリリィに、しかしオレも全霊の叫びをもって答える。

「今までお前はオレの何を見てきた！　オレの周りにいたのはずっと魔物だっただろう！　この世界に来てから、オレの周りにいてオレを支えてくれたのは他ならないオレが栽培した魔物達だ。ドラちゃんや、ジャックにバーン、ムーや、そしてスィ。あいつら全員魔物だ。そして、オレがそんなあいつらを一度でも軽蔑したり、魔物だからと距離を取ったことがあったか!?」

「そ、それは……」

　口ごもり、後ずさりしようとするリリィの手をオレはしっかりと摑んで放さない。

「ＳＳランク魔物だと？　それがどうした。そんな魔物、この旅でたくさん見てきた。今更珍しくもなんともない」

　何よりも、その内の一体はオレが栽培したムーでもあるのだから。

「お前の正体が偽のリリィであっても関係ない。なぜなら、オレがこの世界に来て、最初に出会ったのは他ならない──お前なんだよ、リリィ」

「……ッ」

　そうだ。

　オレが出会ったのは本物のリリィではない。

　今ここにいるリリィの姿をした魔物バロン。

　オレはこの彼女と出会ったから、ここまで来れた。

　他の誰でもない、目の前のリリィが協力してくれたからこそ、ここにいる。

　その記憶も、思い出も、彼女とこれまで過ごしてきた全ては偽物ではない。紛れもない本物。本当の絆きずななんだ。

「だから、何度でも言うぜ。リリィ」

　それを証明するようにオレは彼女の手をしっかりと握り、告げる。

「オレの相棒は──お前なんだ、リリィ」

「キョ、ウ……」

　オレのその一言にリリィは涙を流し、静かに──頷いた。

「ふむ。では、これでお主の午ご睡すいも終わりじゃな。リリィよ」

　見るとオレから少し離れた位置で、どこかニヤケた表情のカサリナさんがそう呟く。

　あ、いかん。ちょっと熱くなって周りが見えていなかったけど、さっきまでのオレの啖たん呵か、カサリナさんにもバッチリ見られてたんだよな。少し恥ずかしいかもなどと思っていると、そんなオレの気持ちを読み取ったのかカサリナさんが笑いながら告げる。

「いや、先程の啖呵はなかなかに良かったぞ。思わず儂も見み惚ほれたわ」

　そう言って明るく笑うカサリナさんであったが、そこには一切の嫌味がないことを感じ、オレも思わず頷いてしまう。

「キョウ……」

　見ると目の前のリリィの姿が光り輝き、それに同調するようにオレやカサリナさんの姿も光に包まれ始めている。

　恐らく、リリィが目覚める意思を持ったことで、この空間が終わりを告げようとしているのだろう。

「その、ありがとうね。こんなところまで、わざわざ来てくれてね」

　顔を赤くし、そっぽを向きながら告げるリリィにオレは思わず笑みを零こぼして告げる。

「気にするなって、相棒を助けるのは当然だろう？」

「ふふっ、そうね」

　そう言ってオレに笑顔を向けたリリィは、これまでにない優しい表情であった。





　　　　◇　◇　◇






「ままー！」

「リリィお姉ちゃん！」

「リリィさん！」

　目を覚ますと、そこではベッドから上体を起こしたリリィとそれを囲むように喜ぶスィ、ムー、ドラちゃん達の姿があった。

「皆、心配かけてごめんね……」

「ままー！」

　微笑むリリィに真っ先に飛びついたのはスィであり、リリィはそんなスィの頭を優しく撫でる。

「キョウ様、ご無事で何よりです」

　隣を向くと、そこにはオレを心配していたであろうフィティスの顔とジャックの姿もあった。

　また、その後ろでは先に目を覚ましたのであろうカサリナさんも笑みを浮かべながら、こちらを見ていた。

「ああ、無事に戻ってこれたぜ」

　目の端に涙を浮かべていたフィティスに対し、オレは親指を立てて無事をアピールする。

　そして、リリィの方へと顔を向けると、そこには照れくさそうな表情をしながらも、こちらを見つめているリリィの顔があった。

「あ、ありがとうね。キョウ」

　そう言って精神世界でも告げたお礼を改めて、こちらでも告げていた。

「どう致しまして。それよりも状況は分かっているか？」

　問いかけるオレに対し、リリィはすぐさま真剣な表情を浮かべる。

「……大体は」

「なら、話は早い。一体あの時何が起こったんだ？　アリババはどうなった？　誰が殺したんだ？」

　リリィの勇者殺害の容疑を晴らすために、事の真相を聞きただそうとしたオレであったが、次の瞬間、彼女から飛び出したセリフは驚くべきものであった。

「アリババは死んでないわ」

「なに？」

　リリィの思わぬ一言に困惑の表情を浮かべるオレ達であったが、しかしリリィはそれに構わず真相を告げる。

「あの日、あそこで死んだアリババは彼の偽物──クローンよ」
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「それでアタシに何の用かしら。アリババさん」

「…………」

　部屋に呼び出されたリリィは警戒しつつ、アリババが用意してくれた椅い子すに座る。

　一方のアリババはリリィに対し、背を向けたまま夜の帳とばりが落ちつつある窓の外を見ていた。

「……なぜだ」

「え？」

「なぜお前が生きている」

　唐とう突とつなアリババからのその質問に、リリィは思わず眉まゆをひそめる。

　だが、リリィが答えるより先にアリババは先を続ける。

「いや、分かっている。お前は本物のリリィではない。なぜなら本物の彼女の死体は私が確認したのだから」

「え？」

　アリババが告げたそのセリフにリリィは思わず、先ほどと同じ一言を零こぼす。

　本物のリリィ？　死体？　それはどういう？

　困惑するリリィに対し、しかしアリババはまるで鬼のような形相を向け、その手のひらを向ける。

「本物の彼女が死んだのならば、お前の正体は一つしかない。それを騙かたる偽にせ物もの。彼女の姿を模倣した──穢けがれた魔物に他ほかならない」

　瞬間、アリババから放たれた光はリリィを包む。

　その眩まぶしさに思わず目を閉じるリリィであったが、しかし体調の変化などは見られない。

　今のは攻撃ではない？

　そう思ったリリィであったが、しかし刹せつ那な、彼女の脳裏によぎったのは過去の光景。

　それは彼女が忘れ去った、葬り去った忌いまわしき過去。

　自らを慕う親友を殺し、それに成り代わったという記憶の奥底に隠していた真実の光景であった。

「──！　う、ぐ、うえ……ッ！」

　唐突にフラッシュバックのように蘇よみがえるその記憶を前にリリィは胸の内からこみ上げてくる嘔おう吐と感に必死に耐える。

　これは何？　自分の記憶？

　自分は本物のリリィではない？　それどころか彼女を殺し、それに成り代わった獣？

　いや、それ以上になぜ、今になってこんな記憶が自分の中に流れ込む？

「あ、アタシは……あ、た、アタ、シ、は……？」

　様さま々ざまな記憶や感情に混濁し、膝ひざをつくリリィを前にアリババはそんな彼女を見下すように告げる。

「やはり、自らで記憶を葬っていたか。その様子を見ると、どうやら貴様が以前リリィが言っていたＳＳランクの魔物らしいな。そして、お前がリリィを殺した」

　それはまるで仇あだを見るような憎しみに満ちた瞳ひとみであった。

　だが、リリィはそんなアリババに対し、片膝をついたまま動くことさえ出来ない。

　いや、彼女の脳裏を襲う記憶の渦うず。

　そこから生まれる罪悪感、嫌悪感、拒否感、様々な感情が彼女の心を縛しばり、壊し、動くことを許さなかった。

　すでに真実を知ったその体は震え、思考すらもまともに働かず、目の前のアリババに意識を向ける余裕すらなかった。

「ここで貴様を殺すのは簡単だ。だが、魔物とは言え、人の姿をしている者を殺せば私の勇者としての権威が揺ゆらぐ。そこでだ」

　苦しみ喘あえぐ、リリィを前にアリババが静かに指を鳴らす。

　すると、彼の背後──カーテンの後ろに隠していたある人物が姿を現す。

「……そ、いつ、は……？」

　現れたその人物を見て、リリィは僅わずかに意識を取り戻し、驚きよう愕がくをあらわにする。

　なぜなら、現れたその人物はアリババと全く同じ姿形を持ったもうひとりのアリババであったのだから。

「お前が私を殺したという容疑ともなれば、お前を法的に抹まつ殺さつできる」

　そう告げると同時にアリババは用意していたであろう剣を手に取ると、それを自らの隣となりに立つアリババへと突き立てる。

　その人物は僅かに苦痛に顔を歪ゆがめると、そのまま一言も発することなく床に倒れ、胸から血を流しながら死んだ。

「これでいい。本来はこのような用途に使う予定はなかったが、私の魔学も役に立つ」

　そう呟つぶやくとアリババは手に持った血塗れの剣をリリィのすぐ傍そばへと転がし、背を向ける。

　そのままアリババが何らかの術を唱となえ始めると、リリィは混濁した意識を支えながら必死に立ち上がる。

「待ち、なさい……アンタ、一体、何、を……」

　自らの前で明らかに何らかの謀はかりを行っているアリババに手を伸ばすリリィであったが、そんな彼女の手を振り払い、アリババは氷のように冷たい憎悪を纏まといながら告げる。

「決まっている。貴様への罰に他ならぬ。金色の魔女、その最後の末まつ裔えいであった少女〝リリィ〟を手にかけた罪を、ここで償うがいい。人殺しの獣よ」

「────ッ」

　アリババの告げたその一言は必死に意識を支ささえようとしていたリリィに償いきれない過去の事実を突きつけるものであった。青ざめる彼女を前にアリババは術を完成させると同時に姿を消す。

　残ったものは床に倒れたアリババの死体。

　そのすぐ傍に転がる血塗れの剣。

　そして、倒れたアリババの返り血に染まったリリィ。

　それらは疑いようのない事実をここに作り上げ、その最後の演出として閉ざされていたはずのこの部屋の扉が何者かによって開かれる。

「失礼します、アリババ様。先程頼まれましたお茶をお持ちし──」

　それは事前にアリババが決められた時間になれば、ここへ来るように頼んでいたメイドの姿であった。

　彼女は血塗れで倒れるアリババと、その彼を前に呆然と立っているリリィを見て、即座に悲鳴を上げる。

　そうして、その後は全て、そこから消え去った勇者アリババの思惑通りに事は進んでいった。

　彼の目的、その理由、リリィへ向けた憎悪の真意など、数々の謎なぞはあるものの。

　あの状況の解明は、意識を取り戻したリリィの口より明らかとなった。




「以上がオレ達が摑んだ事件の真相です」

「…………」

　今、オレ達はこの城の女王モルジアナさんがいる玉座の間にて、リリィから聞いた全ての事実を話していた。

「あの場で死んでいたのはアリババ本人ではなく、彼のクローンです。つまり本物のアリババは生きている。リリィはアリババのその策略にはめられた被害者であり、彼女に罪はありません」

　公然とオレはリリィを庇かばうように前に出て宣言する。

　それに対し、周囲の兵達や貴族はどこかうろたえるように声を上げる。

「あれがアリババ様のクローンだと？　そのようなことが可能なのか？」

「だが、魔物のクローンが作れるのであれば、人間に応用するのも不可能では……」

「いや、そもそもあれがアリババ様のクローンである証拠はあるまい。であれば、こやつらの虚きよ言げんとも」

「一応言っておくが、アリババのやつの魔学に関しては儂わしも以前少し研究させてもらった」

　周囲の者達のセリフが疑惑に走り出した瞬間、まるでそれを制止させるようにオレの隣にいたカサリナさんが一歩前に出る。

「クローンには独特の魔力反応があってな。魔術による識しき別べつでそれを判明させることが出来る。無む論ろん、死体からもそれは可能。もしもお主達が疑惑を感じるというのなら、儂自らアリババの死体を調べてやろう。それが本物か、あるいはクローンか」

「……ッ」

　カサリナさんがそう呟いた瞬間、それを聞いた幾人かの兵や貴族達が顔色を変えて目を背そむける。

　やはり、この中の何人かはその事実を知って隠いん蔽ぺいに加担していたようだ。

　それもそうであろう。相手はこの国を事実上牛耳る勇者。

　それに協力を求められれば、断る方が少ない。

　そして、オレ達が摑んだ真実を前に玉座に座るモルジアナさんは、これまでにない真剣な表情でそれらを聞き終えると静かに頷うなずき、口を開く。

「──分かりました。では、すぐにアリババの死体をそちらのカサリナさんに調べてもらいましょう。それがクローンだと判明した時点でリリィさんの容疑は不問といたします。またアリババに関しては我々を欺あざむいた罪と、そちらの罪なき少女リリィさんを謀った罪に関しての謝罪と償いをさせましょう」

　モルジアナさんのその宣言を聞き、オレ達は思わず顔を見合わせ頷く。

　良かった。これでリリィの冤えん罪ざいは晴れる。

　そう思っているうちに数人の兵士がカサリナさんと共にこの玉座の間から離れていく。

　恐らくはアリババの死体の確認に行ったのだろう。

「時にキョウさん。まだ真相がハッキリとしたわけではありませんが、その仮説を事実とした場合、そちらのリリィさんを死刑にしようとした罪は我々にあります。もしも、それに対する謝罪や謝礼が必要でしたらおっしゃってください。我々で出来ることなら可能な限りいたします」

　そう宣言するモルジアナさんに対し、オレは隣にいるリリィと顔を見合わせる。

　そういうことならば、こちらの要求はただ一つ。

「なら、アリババを引き渡してもらえませんか？」

　オレのその一言に周囲の皆がどよめき、ざわめくのが感じられる。

「オレ達は何も彼に害を為なそうとは思っていません。ですが、リリィを嵌はめて、自分は姿を消しているのはオレとしても許せることではありません。せめて、彼自身の口から謝罪をして欲しいのです」

　そして、そのあとで奴が持っているであろう世界樹の宝石を譲ってもらう。

　それはオレの当初の目的であり、この国に来た理由の一つ。

　モルジアナさんもそのことについては承諾しており、オレの提案に対し、むしろ賛同するように頷く。

「いいでしょう」

「お、お待ちください！　女王様！」

　しかし、モルジアナさんが頷くと同時に、彼女の傍に控ひかえていた白い衣装を着た人物──恐らくはアリババの魔学に携たずさわっているであろう研究者が口を挟む。

「た、確かにそれが事実ならばアリババ様にも罪はありますが、ですが、だからといってこのような身分や素性もしれない者達に引き渡すのはどうかと……。そもそもあのお方はこの国の勇者なのですぞ。もしも、それを害されたとなれば、この先の我が国の権威や、魔学の維持に関しましても多大な損失が……」

「魔学、ですか」

　研究者が呟いた『魔学』という言葉に僅かにため息を漏もらすモルジアナさん。

　そして、それに同調するように周囲の者達もそれを口にする。

「そ、そうですぞ！　女王陛下！　アリババ様はこの国に『魔学』をもたらした偉大なる勇者ですぞ！　その彼を彼らに引き渡すのはいくらなんでもリスクが高すぎですぞ」

「そうですとも。そもそも罪と言われますが、アリババ様が何の罪を犯したと？　単に自分のクローンを作って、それを自分で殺しただけでしょう。そんなものは魔物のクローンでやっていることと変わりません。そこの者達に一体何を謝罪する必要があると？」

「確かに。そもそも、そちらの小娘が勝手に精神を病んで、引きこもっただけであり、そんなものは彼女の自業自得。アリババ殿どのに罪などないでしょう」

「なんだと……!?」

　そいつらの心無いセリフに対し、オレは思わず身を乗り出し反論しようとする。

　リリィの自業自得だと!?

　あいつがリリィの精神に何らかの異常をきたす術をかけたのは間違いない。

　そのせいでリリィは過去のトラウマに囚とらわれて苦しんだんだぞ。

　しかも、奴はそれを利用し、自分を殺したという罪をリリィに着せて合法的に殺害しようとした。これが仕組まれたものでなくてなんだと言うんだ!?

　その連中のあまりに身勝手な発言にオレが食ってかかるよりも早く、玉座に座るモルジアナさんが一喝する。

「そこまでにしなさい」

　モルジアナさんのこれまでとは異ことなる女王然とした態度。

　普段の弱々しい姿はなく、凜りんとしたその一言にこの場にいる全員が息を呑のんだ。

「確かにアリババがもたらした『魔学』はこの国に魔物のいない平和な世界を与え、安全な食料や素材の確保を作り上げました。ですが、そんな彼の『魔学』も完かん璧ぺきではありません」

　そう告げたモルジアナさんのセリフにオレを含ふくめた周囲の人達が眉をひそめる。

　完璧ではない？　それはあの品質の劣化のことだろうか？

　そう思った瞬間、彼女の傍にいた研究員の顔が青ざめると慌あわてた様子で女王へと声をかける。

「お、お待ちください。女王様！　そ、そのことはおっしゃってはなりません!!」

　あわてふためくその人物を前にオレ達はどういうことかと首を傾かしげる。

　しかし、それに構うことなくモルジアナさんは宣言した。

「お聞きなさい。この場にいるこの国の全ての民、兵士達よ。〝魔学勇者〟アリババが生み出した『魔学』は不完全な代しろ物ものです。彼によって生み出される魔物のクローンはあと百年以内にそれを作ることはできなくなります」

「なっ!?」

　モルジアナさんの思わぬ宣言にこの場にいる全員に動揺が走る。

　そして、それはオレ達も例外ではなかった。

「知っての通り、アリババの魔学は魔物をクローンとして生成して、それを利用する技術です。ですが、クローンを作るたびにその元となるオリジナルのあるデータが破は損そんしていくのです。やがて、クローンを作り続けることにより、そのオリジナルはクローンを作れなくなります」

　あるデータというのは遺伝子情報か何かであろうか？

　正確には違うかもしれないが、恐らく似たようなものであろう。

「当初、アリババはこれを理解しながらも『魔学』の浸透のために半なかば強引に計画を進め、この大陸の魔物を駆く逐ちく致しました。恐らくは魔学を使用している内にこれの解決策を見み出いだそうとしたのでしょう。ですが、現在までもこの問題を解決するには至っていません。つまり、このまま『魔学』にだけ頼れば、我々の国は遠からず滅亡致します」

　モルジアナさんの断言に、この場にいた全員が凍りついたように立ち尽くす。

　オレですら事の真相に冷や汗を浮かべていた。

　そうか。初めてモルジアナさんがオレを訪ねた時に言った「この国を救ってくれ」という言葉の意味。それをようやく理解した。

「私がそちらの魔物栽培士に魔物の栽培を頼み、農業なるものを行ってもらったのはこの問題を別方向から解決するためです。『魔学』だけではない、別の安全な自給自足の手段を持つこと。確かに現時点ではこの国のほとんどが魔学に頼っており、その中核を担になうアリババを失うのは何よりの痛手でしょう。ですが、断言致します。この先、彼の魔学にだけ頼ることこそ自滅への道に繋つながります。今こそ私達が駆逐した魔物を新たに利用する、そちらの魔物栽培士キョウさんによる農業が必要なのです。これでもまだ彼を排し、アリババの魔学のみを頼りとする者がいるのなら、私を前に反論してご覧なさい」

　凜とした立ち振る舞いと、この場に響く声をもってモルジアナさんは断言する。

　そして、それを前に反論しようとする者は誰だれもいなかった。

　先程までモルジアナさんを制止しようとしていた研究員も苦々しい表情を浮かべたまま、後ずさりしていた。

「……本来ならば、このことを伝えるのは皆の不安を煽あおり、将来への絶望を突きつける愚策に過ぎないでしょう。事実、アリババにも何度となく口止めされていました」

　皆の静まり返った姿を見て、モルジアナさんは目を伏ふせながら続ける。

「ですが、あえて真実を公表することでこの国がどう歩むべきなのかを私は皆に伝えたい。たった一人の勇者が生み出した技術に頼るだけではなく、各おの々おので出来る変革を行っていくのです」

　そのための足がかり。

　オレという存在による魔物栽培と、農業という形態の製作。

　モルジアナさんはそこまで考えていたのか。

　普段は気弱で、自分の背の高さにコンプレックスを抱く女性であったが、今この場にあって自らの国の在り方を憂うれう彼女の言動はそれを微み塵じんも感じさせない、まさに女王の言動であった。

　そんな彼女の姿に、先程までアリババの側で主張していた者達も黙りこくり、どちらが正しいのか。自分達がどうするべきなのか悩むように顔を曇くもらせていた。

「──以上です。よって私はそちらの魔物栽培士キョウさんの力を借りるためにも彼からの要望を受け入れます」

　その女王の宣言に対し、異を唱える者は今度は現れなかった。

　代わりというべきか、この玉座の間への扉が開かれ、その向こう側には数人の兵士と、それを引き連れる自信満々のカサリナさんの姿があった。

「待たせたの、キョウ。先程、アリババの死体を調べ終わった。予想通り、あれは紛れもないクローンであった。この国の魔学研究者の手も借りて、調べさせたので問違いない。これで、そちらのリリィの容疑は晴れ、アリババがお主達をハメようとした証拠も明かされたぞ」

　カサリナさんのその宣言に、この場にいた兵や貴族達の何人かが舌打ちをしながら、顔を背ける。

　これでリリィの容疑は完全に晴れた。

　あとは今回の件に対して、アリババの口から直接謝罪をさせるだけ。そのためにも──オレは玉座より立ち上がったモルジアナさんへと視線を送る。

「分かっています」

　オレからの視線を受け取るとモルジアナさんは頷き、隣にいた研究員へと視線を向ける。

　そこには「アリババはどこに隠れた？」という意思が明確に記しるされていた。

　そんな女王とオレ達、この場の空気にいたたまれなくなった研究員が、静かに肩を落とすと小さく呟く。

「……アリババ様はここより西……。今は滅ほろびたとされる村に隠れています……。そこの彼が使っていた家の地下、実験室にいると……」

　西の滅びた村。

　それは恐らく、本物のリリィがいた村であり、かつて黄金の獣バロンであったリリィが滅ぼした村。

　オレは隣にいるリリィの顔を見るが、彼女の表情は変わらず真剣なままであった。

「分かりました。それではオレ達はそこへ向かいます」

　そう言って早速出発しようとするオレ達であったが、そんなオレ達の背にモルジアナさんの声が掛かる。

「あ、お待ちください。これは勝手なお願いなのですが、もしもアリババを見つけましたら出来るだけ傷つけずにこちらに戻るよう言ってください。確かに彼のしたことは許されないことかもしれませんが、それでも我が国のために魔学を生み出した勇者には変わりありません。どうぞ、よろしくお願いいたします」

　そう言って頭を下げるモルジアナさんに対し、オレは笑みを浮かべながら答える。

「それは勿もち論ろん、オレ達の方でも彼をどうこうするつもりはありません。ただリリィへの謝罪と彼が持つ世界樹の宝石を譲って欲しい。それだけですから」

　元々誰かを傷つけるのはオレの性に合ってない。

　それを聞いてモルジアナさんを含めたこの場の全員が安あん堵どするように息を吐く。

「それを聞いて安心しました。では、どうかアリババと一緒にここへ戻って来てください」

　女王モルジアナさんのその言葉を背に、オレ達はかつてのリリィの故郷をめざすのであった。
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　そこは暗い地の底。数多あまたの呪文書、古代技術、研究資料が散乱する場所で一人の男が椅子に座っている。

　彼の前には淡い光を放つ巨大な筒状のカプセルがいくつか並んでいた。

　それはキョウが城の地下で見た魔学によるクローンを生成するためのカプセルと同じものであり、その中には人影らしきものがいくつか入っていた。

　そんな淡い光が灯ともる暗くら闇やみに男──アリババはどこか疲れきった様子で虚空を眺める。

　彼にとってみれば目の前の魔学は彼が勇者として賞賛されるに至った技術であるが、それを見つめる彼の視線は何な故ぜだか不満に満ちていた。

「やあ、こちらにいらっしゃったのですか」

　そんな暗闇の中、ふと彼に声をかける者がいた。

　見ると、この地下への唯ゆい一いつの出入り口である地上への階段から、こちらへ降りてくる青年の姿があった。

「……お前か」

　その人物の姿を見るや否やアリババはどこか鬱うつ屈くつした様子で呟く。

「探しましたよ。城へ行ったらあなたが死んだという噂うわさが流れていて。とは言え、六大勇者のあなたがそう簡単に死ぬはずがないと思い、あなたの部下をつかまえて話を聞いてここへ来ました」

「それで一体何の用だ？」

　そう言って事も無げに呟く青年の態度に、アリババはどこか不快そうに眉をひそめると彼に対し用件を問いかける。

「あなたの『魔学』に関する資料を頂けないかと」

「…………」

　青年の答えに対し、アリババは僅かに沈ちん黙もくするが、すぐに足元に落ちていた研究資料を拾うと、それをまとめて青年の方へと投げる。

「受け取れ。そこにある資料の通りに技術を組み立てれば魔学によるクローンは作れる」

「これはどうも、ありがとうございます」

　アリババから資料を受け取ると、青年はもうここに用はないとばかりに背を向ける。

　しかし、そんな青年に対しアリババは声をかける。

「だが先に言っておくぞ。そこにある資料……いや、私の現段階での魔学は不完全だ。今はオリジナルからクローンを作ることは出来るだろうが、回数を重ねるごとにクローンを作ることは出来なくなる。それと同様にクローンからクローンを作れば劣化や消しょう耗もうが激しくなる。余計なお節せつ介かいかもしれないが、その魔学のみを頼りの綱にすればお前の国もいずれ滅びると知れ」

　アリババのそれは彼にしては珍しい相手を気き遣づかう助言であった。

　彼を知る者にしてみれば、それがいかに稀け有うなことか理解できよう。

　しかし、その言葉をかけられた青年はまるで気にした様子もなく、むしろ微笑みを感じさせる口調で答える。

「わざわざのご忠告ありがとうございます。ですが、別に構いませんよ。僕は単に魔物のいない世界を作れればそれでいいのです。その後、そこにいる人々がどうなろうが構いませんから」

　その返答にさすがのアリババも言葉を失う。

　どころか、青年の言葉を疑うように立ち上がると初めて顔色を変えた様子で彼の背中を見つめる。

　そんなアリババの焦りを肌で感じながら、青年はなおも穏やかな口調のまま続ける。

「これはまあ、人々を納得させるための道具に過ぎません。魔物がいなくなっても生きていける世界。そんな幻想を突きつけられれば人々も喜んで全ての魔物の排はい除じよを願うでしょう」

　それは聞く者によってはまるで破滅を願う悪魔のようなセリフでもあった。

　事実、彼の本音を聞いたアリババはこれまでにない恐れを抱き、冷や汗を流す。

「お前は、一体何を……？」

　アリババからの問いに青年は答えない。

　何を考えているのか、これから何をしようとしているのか。

　ただ、青年が返した答えは一つだけであった。

「僕は人々の望みを叶えるだけですよ。魔物のいない平和な世界。それを果たすのが〝勇者の使命〟でしょう」

　そう呟き青年は姿を消す。

　後に残ったアリババは呆然と青年が消えた階段の先を見つめる。

　やがて、力ない笑みを浮かべると静かにその場に座り込む。

「魔物のいない平和な世界か……。はは、確かにそうだな……私もそれを望んでこうしたんだ……」

　そう言ってアリババはやつれた顔を上げながら目の前に座るある人物を見つめるのであった──。
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「ここがお前の故郷か……」

　そこはすでに荒れ果てた地。

　見渡す限り、廃はい墟きよと瓦が礫れきのみが渦巻く文字通りの滅びさった地であった。

「アタシのじゃないわ。リリィのよ」

　だが、そんな地を目の前にしてもリリィの表情は変わらず、むしろどこか思いつめるような表情をする。

「……すまん」

　軽けい率そつなことを言ってしまったとすぐに謝罪するが、それに対しリリィは気にする必要はないとばかりに首を振る。

「それよりも行きましょう。アリババがいるのはここから少し外れた場所にある家よ」

　そう言ってオレ達を先導するようにリリィが歩き出す。

　恐らくその知識は、彼女に蒼い刻こく印いんの力によって自らの記憶を与えたリリィによるものなのだろう。

　あるいは森にいた頃、どこかから覗いていたバロン本人の記憶か。

　いずれにしてもオレ達はリリィの先導に従い、そのまま村から外れた場所を歩き出す。

　そうしてしばらく歩くと、森の入口に面した場所に一軒の家があった。

　古い石造りで、物語に登場する魔女や魔術師が暮らしていそうな家であった。

　そんな家を前にリリィがゆっくりと扉を二、三度ノックする。

　しかし、扉の奥から返答はなく、オレとリリィは顔を見合わせるとそのまま扉を開き、中に突入する。

　中は普通の民家であり、そこに映った光景も玄関にリビングといった洋式の部屋模様であった。

　人の気配はなく、古びた家具のみがあり、オレもリリィも思わず眉をひそめる。

　だが、一緒に中に入ったスィがそのまま奥の部屋へと移動すると、声を上げる。

「ぱぱー、ままー！　こっちになにかあるー！」

　スィの言葉に吸い込まれるようにオレ達はすぐさま奥の部屋へと移動する。

　そこで見たのは地下へと続く階段。

　城にいた兵士が言った通り、どうやらアリババは地下の研究室にいるようだ。

「この先にアリババがいる」

　そう呟き、オレはこの場にいる全員の顔を見渡す。

「オレ達の目的はあくまでもアリババが持つ世界樹の宝石だ。モルジアナさんからも頼まれた通り、あいつと戦いあうようなことは避さけたい」

「そうじゃな。相手は儂と同じ六大勇者の一人じゃ。戦闘向けの勇者ではないとは言え、なるべくなら戦いたくない相手じゃ」

　オレのセリフに、同行していたカサリナさんも頷く。

　無論、リリィにあのようなことをした謝罪はして欲しい。

　だが、それ以上になぜアリババがリリィにあんなことをしたのか、その理由を聞きたい。

　もっともカサリナさんと共にリリィの記憶を見たオレには、その心当たりはなんとなくだが、ある。

「いずれにしても、まずは彼と直接話す必要がありますわ。キョウ様」

　そんなオレの背中を後押しするようにフィティスが呟き、オレは彼女のその言葉に頷く。

「だな。とりあえずは、この奥にいるあいつに会おう」

　そう言って、この場の全員が頷くのを見るとオレは皆を連れて階段を降りる。

　そうして、しばらくの後、オレ達は階段の終わりにある地下へと降り立つ。

　そこで見たのはある種、目を疑う光景であった。

　石造りの地下室に置かれた、緑色の液体が入った巨大なカプセルの数々。

　それはオレが城の地下で見た魔物が入れられたあのカプセルと瓜うり二ふたつであったが、驚愕したのはその中に入っているものであった。

　そこに入っていたのは魔物ではなく──人間。

　それもオレがよく知る、オレの最も身近な人物がその中に入っていた。

「……リリィ」

　思わず呟いたその名。

　そう、カプセルの中に入っていたのは紛れもないリリィであった。

　金色の長い髪を広げ、眠るように瞳を閉じ、カプセルの中に浮かぶ少女。

　見るとそれは一人や二人ではなく、この地下に置かれたカプセル全ての中に全く同じ少女が眠るように入っていた。

　そのあまりに異様な光景にこの場に立ったオレ達全員、声を失ったように立ち尽くしていた。

「よくここまで来たね。キョウ君」

　見ると奥に、こちらを待ち構えていたように立つアリババの姿があった。

「アリババ……」

　姿を確認し、同時にこの地下に広がる異様な光景を前にオレは静かに彼の名を呟く。

　一方の彼はオレの隣にいるリリィの姿を確認すると、どこか落らく胆たんするように息を吐く。

「そうか。そちらの彼女の処刑には失敗したか。それなりに策と労力を割さいたのだがな。やはり、勇者などという地位など気にせず直接殺すべきであったか」

　アリババの呟きにオレ達は思わず身構える。

　目の前の男はこの世界における最高の称号を持ちながら、それを捨てても構わないほどの殺意をリリィに抱いている。

　やはり、この男がリリィに対して殺意を持つのは何かしらの理由があるはず。

　それを探るようにオレの隣にいたカサリナさんが周囲を見渡しながら、アリババへと問いかける。

「久しぶりじゃな、アリババ。しかし、ここは実に変わった地下室じゃな。魔学の研究なのじゃろうが、魔物ではなく人間の量産でもお主はしようとしていたのか？」

「…………」

　カサリナさんからの挑発めいた問いにアリババは僅かに顔を曇らせるが、すぐにいつもの冷静な表情を浮かべ、そこから驚くべき事実を言い放つ。

「……いいや、これが本来の目的だ。私が魔学を発展させようとしたのは、ここにいる一人の少女を蘇そ生せいさせるためだ」

「!?」

「なに？」

　アリババの宣言にカサリナさんだけでなく、オレの隣にいたリリィも驚きに息を呑む。

　唖あ然ぜんとするオレ達の前でアリババは少し離れた位置にある椅子に腰かけた人物──白い衣装を身に纏うリリィへと近づき、悲しげな視線を向ける。

「ここにいるのは全てリリィという名の少女のクローンだ」

　アリババの打ち明ける事実に対し、しかしオレ達は驚かない。

　すでにリリィの過去を知った以上、アリババと本物のリリィが知り合いであったことは理解している。

　そして、その本物のリリィが死んだことも。

　ならば、ここでアリババがしようとしていることは即すなわち──

「かつてリリィが死んだ際、私は彼女の亡なき骸がらを保存し、そこからクローンを生み出した。だが、生み出されたクローンに意思や感情が芽生えることはなかった。ただ息をするだけの人形。そこに一切の魂たましいは宿らない……」

「…………」

　クローンには意思が宿らない。

　それはあの城の地下で魔物のクローン生成を見た時にオレ達も知った事実。

　だからこそ、クローンとして生まれた魔物を食料などに加工するのは極きわめて簡単であろう。

　しかし、アリババの真の目的はそうではなかった。

「私が魔学を使い、魔物のクローンを作り続けたのは今の魔学の欠点……細胞などの劣化を防ぐためではない。クローンにも魂や感情を宿らせるために、あの城でずっと研究していたのだ。全ては彼女を、リリィを蘇らせるために……」

　そこに見せたアリババの顔はオレ達が知る〝魔学勇者〟のものではなかった。

　それは愛する人を失い、道を見失い、悲ひ嘆たんに暮れる若者の顔。

　アリババはやつれた顔を手で覆おおいながら、深く息を吐く。

「……だが、結局は無理だった。どんなにクローンを重ねようとも、そこに魂は生まれない。これもただリリィと瓜二つなだけの人形だ……」

「…………」

　目の前で椅子に座るリリィに呼びかけるが、それが反応することはなかった。

　やがて、しばしの沈黙の後、アリババの瞳がこちらを向く。

　そこには先程までとは違う激しい感情──憎悪が込められていた。

「彼女の蘇生は無理だ。だが、それでも彼女を殺したであろう元凶を見逃すほど、私は甘くはない」

　そう宣言するや否や、アリババの両手に魔力がこもる。

　オレ達は咄とつ嗟さに構えながら、彼に対して叫ぶ。

「やめてください、アリババさん！　オレ達はあなたと戦いに来たわけじゃ……！」

　確かにオレ達としてもアリババはリリィをはめた張本人であり、許せない部分はあるが、だからといって彼と戦いたいわけではない。

　しかし、アリババはそんなオレの発言を鼻で笑うように一笑する。

「話し合いか？　それは私の方で拒否させてもらおう。もっとも、そちらのリリィの姿を借りた獣を殺した後であるなら……ああ、君達の言うことを何でも聞いてやろう」

　アリババがそう宣言すると同時に彼の両手から放たれた魔力が光となり、オレ達の視界を真っ白に染めた──。









　　　　◇　◇　◇






「……様、……ョウ様……、キョウ様……！」

「……ん、うん？」

　ふとオレは自分を呼ぶ声に目を開ける。

　そこに映ったのはオレを見つめるフィティスの顔であった。

「キョウ様ったら、もうお昼ですよ。いつまでものんびりしていてはいけませんわよ」

「昼？」

　起き上がると、そこにあったのはいつもの光景。

　街から少し離れた丘にある小屋の一室であった。

「ああ、そういえばそうだったな」

「そうですよ。ご主人様、お寝坊ですよ～」

　オレは慌てて飛び起きて、フィティスが作ってくれたおにぎりを口にしながら肩に乗るドラちゃんと共にドアを開ける。

　扉の向こうでは整理された畑で、すでに農作業を行っているジャックやバーン、モチ達の姿があった。

「よう、兄ちゃん。今日は珍しく遅かったな」

「ぴぃー！」

「きゅうー！」

「悪い悪い」

　オレは笑みを浮かべながら、ジャック達が耕たがやしてくれた畑へと移動する。

「お、もう土を耕してくれたのか。わりーな、ジャック」

「なーに、兄ちゃんのためなら当然よ」

　ドヤ顔を浮かべるジャック達に礼を言いながら、オレは昨日の内に用意していた新たな魔物の種を取り出す。

「キョウ様。今回はどのような魔物を栽培されるのですか？」

「ん、ああ。今日は別大陸からの種が届いてな。何でもアップルエントと、ワカメシア、それにデーモンウィッシュってやつだ」

「まあ、それはさすがですわ！　キョウ様！」

　相変わらずオレの隣ではフィティスがさすがコールをしながら感心してくれる。

　とはいえ、こいつには随分とお世話になった。

　思えばこの異世界に来てから右も左も分からず、魔物栽培をしていた時に偶然こいつが現れて、オレがしていることがいかにすごいのか小一時間ほど熱弁してくれた。

　その後はオレと一緒に小屋に寝泊まりして、栽培の手伝いをしたり、栽培した魔物を街や各所に売ってくれる手伝いをしてくれたりと、挙げればキリがない。

　まさに相棒と言っていい存在だ。

「……あれ？」

　そう思った瞬間、オレの脳裏にノイズのような違和感が走る。

　相棒……。相棒……。この世界でのオレの相棒はフィティス、だったっけ……？

「キョウ様。どうされたのですか？」

　そんな奇妙な感覚にとらわれていると、オレを心配したのかフィティスが顔を近づける。

「ああ、いや、何でもないよ」

　慌てて距離を取って、両手を振るオレ。

　うーん、まあ気のせいだろうと、オレは深く考えることなく、目の前のことに集中する。

　そうだ。今は魔物栽培っていうオレにしか出来ないことがある。

　オレはこの能力を使って、この世界で思う存分、スローライフを満まん喫きつするんだからな！





　　　　◇　◇　◇






「皆!?　キョウ!!」

　目の前で次々と仲間達が倒れていき、慌ててキョウの元に駆け寄るリリィ。

　しかし、いくら体を揺らし声をかけようとも、反応する様子は微塵もない。

　それは他のフィティス、カサリナ、ジャック、バーン、ドラちゃん、ムー達も同様で、皆眠るように目を閉じていた。

「これは一体……？」

　困惑するリリィの前でアリババが悠然と告げる。

「これこそが我が能力。私が持つ勇者スキル『幻想の迷宮ソウルラビリンス』だ」

「『幻想の迷宮ソウルラビリンス』……？」

　アリババが告げたスキルに眉をひそめるリリィ。

　そんな彼女にアリババはついでだとばかりに説明を行う。

「ようは幻を見せる能力だ。とはいえ、これは対象の精神に激しく左右する。対象が持つトラウマや、幸せな記憶を引き出し、その世界に閉じ込めることが可能だ。以前に君に与えたのもこのスキルによるものだ」

「……ッ！」

　その説明を聞き、リリィの表情が変わる。

　あの時、アリババの部屋を訪れた際、なぜいきなり自分の記憶が戻ったのか。それだけでなく、そのトラウマに対し、あれほど心が引き裂かれ、閉じ込められるほどの衝撃を受けたのか。

　その理由に対しての合点がいった。ということは、即ち──

「そうだ。そいつらが目覚めることはない。私が許可するか、あるいは私と同じ精神作用を持つスキルでも使わない限りな」

　そう説明するとアリババは腰に差していた剣をゆっくりと抜く。

「どうやら君は一度私のこのスキルを受けたために耐性が出来たようだな。だが、それならば構わない。私自身の手で貴様を仕し留とめるまで」

「……！」

　アリババの隠すことのない殺意に対し、リリィも咄とつ嗟さに剣を構える。

　もはやこうなった以上、アリババと戦うより他はない。

　だが、ここで彼を倒せばキョウ達は目覚めるのだろうか？　それとも──

「ぱぱっ！」

　そんな思考を破るように倒れたキョウの元へ駆け寄る小さな影があった。

　それは銀色の髪をなびかせる幼女スィ。

　彼女はリリィと同じく眠ることなく、ハッキリとした意識のままキョウの体を揺らしていた。

「ぱぱ、おきてよ！　ままがたいへんなの！　ぱぱー！」

　しきりにパパと呼びながらキョウを起こそうとするスィ。

　しかし、キョウが反応することはなく、ただ静かな寝息を立てるのみであった。

「……驚いたな。私のスキルにかからない人間がいるとは」

　一方でそんなスィの様子を見ていたアリババの様子が変わる。

　これまで彼のスキルを受けて変化が見られなかった人間は一人としていなかった。

　にもかかわらず、目の前の少女はまるでそんな様子を見せることなく、キッと力強い瞳でアリババを睨んでいた。

「その少女、何者だ？」

　そんなスィの正体に何らかの違和感を感じたのかアリババの視線がリリィからスィへと移る。

　それに危険を感じたのかスィを守るようにリリィが彼の前に立ちはだかる。

「待ちなさいよ。アンタの狙ねらいはアタシでしょう。スィちゃんは関係ないわ」

「まま……」

　自分を守るように前に立ったリリィの背中をスィは見上げるように見つめる。

　そんな二人の様子を見ていたアリババであったが、やがて詮せん無なきこととばかりに鼻を鳴らすと、手に構えた剣をリリィの方へと向ける。

「それもそうだな。私の目的は貴様を殺すこと。それさえ出来れば、後のことなど、どうでもいい」

　憎しみを隠すことなくさらけ出すアリババに対し、リリィは僅かに顔を伏せながら問いかける。

「……なんで、そこまでアタシを恨うらむの……」

　そんな小さな呟きに対し、しかしアリババはまるで逆げき鱗りんに触れられたかのように怒りをあらわに叫びだす。

「決まっているだろう。貴様が──リリィを殺したからだッ!!」

　アリババが放った剣をリリィは咄嗟に受け止める。

　しかし、修羅の如き形相を向けるアリババの攻撃はそれだけでは止やむことを知らず、再び無数の剣けん戟げきと共にリリィの命を絶たつべくその凶刃を振るう。

　それを必死で防御するリリィと、後ろから見守るスィ。

　スィはそんな二人の恐ろしい剣戟から目を逸そらすように、目の前で眠りについたキョウへと再び声をかける。

「ぱぱー！　めをあけてよー！　ぱぱー!!」





　　　　◇　◇　◇






「ん？」

　ふと、誰かに呼ばれたような気がしてオレは後ろを振り返る。

「どうされたのですか、キョウ様」

「……いや」

　しかし、振り返った先には何もなく、誰かがいる気配もない。

　気のせいか？

　そんな奇妙な違和感を感じながらも、オレはそれを無理やり振り払うように前を見る。

　そこにはオレが栽培した無数の魔物達を前に、感心した声を上げる賢人勇者カサリナさんの姿があった。

「ほお、さすがじゃな、キョウ。お主の魔物を栽培する技術は見事じゃ。しかもどれも一級品の出来、これならば他国への交易にも十分使えるぞ。むしろ儂自ら協力してやろう」

「本当ですか、師匠！　キョウ様、やりましたわよ！　これでキョウ様の栽培した魔物が世界中に広がりますよ」

「やったな、兄ちゃん。さすがだぜ」

「すごいです、ご主人様！」

「お兄ちゃん、すごーい！」

「ぴぃー！」

「きゅうー！」

「ああ、そうだな」

　目の前で喜ぶフィティスやジャック達を前に、オレも嬉しいはずだったのだが、なぜか手放しに喜ぶことが出来なかった。

　フィティスやカサリナさん。ジャックやドラちゃん、バーンにムー。

　オレを支えてくれる皆がいるはずなのに、なぜかオレはそこに何かが足たりないと感じていた。

　いつも隣にいるはずの存在。

　こんな時に真っ先に喜びながらも、オレの隣に立って肩を叩いてくれる人物。

　そして、ムーと同じようにオレの足に飛びつくもう一人の誰か。

　それが足りないような気がして、オレは違和感を拭ぬぐえなかった。

「どうかされたのですか？　キョウ様」

「ああ、いや……何でもないよ」

　不思議そうに見つめるフィティスに対し、オレは誤魔化すように笑う。

「そうですか。ならいいのですが」

　オレの返答を聞き、フィティスは安心したように笑みを浮かべる。

　そうだ。何を考えているんだ、オレは。

　足りないものなんてあるはずがないじゃないか。

　ここには皆がいる。オレをずっと支えてくれる相棒のフィティスもいる。

　これまでどれだけフィティスに支えられて、ここまで来れたのか。

　食堂コンテストの時もフィティスの持ち前の料理の腕で優勝できた。

　大料理大会だって、自分の師匠が相手でもフィティスはオレが栽培した料理を十全に生かしてくれた。だからこそ実力では遙か上の師匠カサリナさんに食らいつき、見事優勝できた。

　他にも様々な大陸の魔物の種を集めてきてくれたり、栽培や農業の手伝いをしてくれたりと、挙あげればキリがない。

　何も迷うことはない。

　オレはここでフィティスと、皆と共に残りの生を自由にスローライフして過ごすんだ。

「ところで、キョウ様。今日はどんな魔物を栽培するのですか？」

「ん、今日か？　そうだなー」

　不意なフィティスからの問いにオレはしばし悩む。

　この間はペリュトンや、カリュドンとミノタウロスを合わせてカリュタウロスという魔物を栽培したので、農業としての形態はほぼ終わっている。

　となると、あとは自由な栽培だが。

　いっそのこと、見た目重視の綺き麗れいな花を咲かせる魔物とか栽培してみるか？　とそんなことを思っていると、

「お兄ちゃんー！」

　少し離れた位置で遊んでいたムーが何かを手に持って、こちらに近づく。

「おお、どうした？　ムー」

「これ！　お兄ちゃんにあげる！」

　そう言ってムーが差し出したのは蝶ちようの形をした花で、その花の部分が生きた蝶のようにパタパタと動いていた。

「まあ、珍しい。それはバタフライフラワーですわ」

「バタフライフラワー？」

　フィティスが放ったその単語に思わずオウム返しをする。

「花の部分が蝶になっている魔物ですわ。その魔物は成せい熟じゆくすると花の部分が蝶のように飛び立つのです。ですが、飛び立つ前にその蝶を取ると、なぜかバタフライフラワーはその相手に引っ付いてアクセサリーのように服や髪に止まるのです。全くの無害で、滅めつ多たに見つからないことから幸運のアクセサリーと呼ばれているのですわ」

「へぇ、そうなのか」

　フィティスのその説明に感心するように頷くオレ。

　だが、どこかオレはその説明と全く同じ内容を聞いた気がしていた。

　それは一体どこだったか……。

　困惑するオレをよそにムーは手に持ったバタフライフラワーをフィティスへと渡す。

「ふふっ、ありがとうございます。ムーちゃん」

「うん！」

　微笑む二人。

　バタフライフラワーを受け取ったフィティスは、それを髪へ付けると嬉しそうな笑みを浮かべる。

　だが、その瞬間、オレの中で忘れていた記憶が一瞬フラッシュバックする。

「……あっ」

　そうだ。オレはこの光景を見ている。

　そして、ここにいない誰かを、オレの大事な誰かを忘れている。




「……ぱ……っぱ……」




　その時、ふとオレの耳に聞こえる声があった。

　まるでここではないどこか遠くからオレを呼ぶ声が。




「っぱ……ぱぱ……ぱぱっ……」




「……パパ？」

　ふと呟いたオレの声に足元にいたムーが反応する。

　違う。これはムーの声ではない。

　この声は、知っている。そうだ、オレは知っている。この声はオレの──




「──ぱぱっ!!」




「……スィ」

　ぽつりと呟いた。

　その瞬間、オレの脳裏によぎる銀色の髪の少女。

　黒い服を着て、いつもオレの周りに引っ付いていた、オレにとって実の娘のような存在。

　それと、もう一人──




「ぱぱ！　おきてよ、ぱぱ！　ままが……りりぃままを、たすけて!!」




「……リリィ」

　遠くから聞こえる声。

　それが告げた名前、リリィ。

　そうだ。オレはその名前を知っている。

　その名を持つ少女を。

　瞬間、まどろみから覚めるようにオレの脳裏に金色の髪を持つ少女騎士──リリィの姿が浮かんだ。

「リリィ……。そうだ、ここにはリリィもスィもいない」

「キョウ様……？」

　思わず呟いたオレに対し、しかしフィティスはどこか困惑したような様子を見せていた。

「フィティス。この世界は違うんだ。ここはオレの知る現実じゃない！　いや、多分ここはスキルか魔法によってオレ達に見せられている幻だ」

　そうだ。段々と思い出して来た。

　オレ達は地下室でアリババと対たい峙じして、奴の放った光を受けて気を失った。

　そして、次の瞬間にはこの世界で目覚めていた。

　ということはこれは奴が仕掛けた罠わな、スキルの可能性が高い。

　恐らく、前にリリィが自分の心の中に閉じこもったのも、これに関係しているのだろう。

「とにかくフィティス。今すぐオレ達は目覚めなきゃいけないんだ！　こうしている間にもリリィやスィが危ない。早く向こうに戻ってリリィの手助けを──」

「……嫌、です」

　オレが言い終わる前に、オレの手を払いのけるようにフィティスが後ろに下がる。

「嫌、嫌ですわ！　キョウ様！」

「フィティス？」

　思わぬフィティスの叫びに目を丸くするオレ。

　だが、フィティスの方はこれまでに見せたことのない激しい感情をあらわにした。見るとその瞳からは涙が溢あふれ出していた。

「どうして……どうして……。折せつ角かく、キョウ様に頼られる世界に来れたのに……ここにはリリィさんはいない。私がキョウ様のパートナーとして、その隣に座り、キョウ様の補佐をし続けている。私は誰よりもキョウ様の役に立っている。キョウ様と一緒に魔物を栽培して、それを世界に広げて、手助けして……私が、私がやりたかったことが全部やれている！　リリィさんじゃない！　キョウ様が私に頼ってくれる世界がここにあるのに、どうしてリリィさんのところに戻るんですか!?」

「フィティス、お前……」

　そのフィティスの叫びにオレは思わず立ち尽くした。

　そうか、フィティスもまた気づいていたんだ……。

　いつ頃からかは分からないが、彼女はこの違和感に気づきながらも、それから目を逸らし、気づかない振りを続けていた。

　理由は……言うまでもない。

　先程、彼女が叫んだ事実。彼女の内にずっと隠していた本心。

　これまでオレがリリィと共に様々な大陸を渡り歩いていた時、フィティスはオレのいた小屋で留守を任まかされてばかりだった。
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　それに対する不満。寂さびしさ。何よりも自分ではなくリリィだということへの嫉しつ妬と。

　それらの感情がフィティスの中で渦を巻き、いつしか翳かげりを生んでいた。

　だが、この世界に来たことでそれらが解消された。

　この場所こそ、フィティスが望んだ理想の世界。そこから抜け出すなどと彼女にはとても──出来ない。

「フィティス……」

　オレは静かにもう一度彼女の名を呼び、その肩に触れる。

　触れた瞬間、フィティスの体がビクリと大きく震えた。

「……お前の気持ちが分かるなんて軽々しくは言えない。確かに、これまでずっとオレはお前のことを軽視していたのかもしれない。オレのいた小屋を守ってくれる人物として、利用していただけかもしれない」

　そうだ。思えば、オレが何も考えることなく様々な大陸を渡れたのも、帰る場所を守ってくれていたフィティス達がいたからこそだ。

　オレはそんな彼女に対する感謝の気持ちをどこかで疎おろそかにしていたのだろう。

　事実、この大陸で農業を始めようとした時、フィティスはオレからの応援を喜んで受けて来てくれた。

　彼女に頼り、お礼を言うという当たり前のことをないがしろにしていた。

「すまなかった。フィティス。オレはもっとお前に感謝するべきだったな」

　そんなオレの言葉にフィティスは驚いたように顔を向ける。

「キョウ、様……」

「ありがとうな。フィティス」

　オレからの礼に呆然としながらも、嬉しさに涙を流すフィティス。

「けどな、それとは別にオレ達は目覚めないといけない。どんなに気持ちが良くても、ここは現実じゃない。ここで一生を過ごすことは出来ない。何よりも今、リリィとスィはあのアリババを前に窮きゆう地ちに陥っているんだ。それを助けるのは相棒として……いや、人としてしなければいけないことなんだ」

　いくらフィティスの気持ちが理解できるとはいえ、それでリリィを見殺しにしていい理由にはならない。

　それはフィティス自身がよく分かっており、オレのセリフを受け、静かに俯うつむく。

「大丈夫だって、戻ってもお前への感謝の気持ちは忘れねぇよ。それに今回のことはお前がいなければ達成できなかったしな」

「キョウ様……」

　それは紛れもないオレの本音であった。

　フィティスの協力があったからこそ、この大陸における農業が完成した。

　そして、彼女の力を借りたからこそ、女王の期待に応えることも出来た。

　改あらためてお礼を言うオレに対し、フィティスは微笑みながら頷く。

「それじゃあ、一緒にここを出てくれるな？」

「──はい」

　静かに、だが納得するようにフィティスは頷いた。

　それを離れた位置から見ていたカサリナさんが大声で笑い出す。

「はっはっはっ！　さすが見事じゃな、キョウ。フィティスよ、お主もよかったではないか。短い夢にしろ、こうしてお主の願望が叶ったのじゃ。現実でもこうなるように努力すればいいことじゃろう」

「し、師匠！」

　カサリナさんからの思わぬからかいに顔を赤くするフィティス。

　ん、というかちょっと待てよ。今のカサリナさんの言い方からすると──

「って、カサリナさん。もしかして、この世界が幻って気づいていたんですか？」

「うむ。少し前から、気づいておったぞ」

　おいいいいいいい！　そういうことは早く言ってくれよ!!

「そうは言ってもここから目覚めるには本人の自覚がなければならぬ。フィティスを説得できるのはお主のみじゃからな。こうなるのを待っておったのじゃ」

　そう言って、狙い通りという顔を見せるカサリナさん。

　うーむ、そういうことなら仕方ないが、なんだか試ためされた感は否めない。

　見るとジャックやドラちゃん、バーンやムー達も、この世界が偽りであると自覚したのか、それぞれ迷いない瞳でこちらを見ていた。

「お前達も気づいていたのか？」

「いや、気づいたのは兄ちゃんがフィティス嬢を説得し始めたあたりからだぜ」

「私もそう」

　ジャックの言葉にムーも頷く。

　なるほど。ということはこれで全員がここは夢の世界だと自覚したわけか。

　だが、問題はここからどうやって脱出するかだが……。

「それに関しては、儂に任せるがいい」

　そんなオレの心の声を聞いたのか、カサリナさんがオレの手を摑むと、皆も同じように手を握り、円陣を組むように指示をする。

　オレはフィティスやジャック達にカサリナさんの指示に従うように頷く。

　そうして全員が手を繋ぎ、円陣を組むと同時にカサリナさんを中心に光が放たれる。

「これは……」

「忘れたのか、キョウよ。儂のスキルは精神に干かん渉しようするスキル。それを使えば、ここから脱出するなど造ぞう作さもないわ」

　なるほど。確かにそうだ。

　今回はカサリナさんに助けられっぱなしだなと思いつつも、オレは心の中で彼女に感謝する。

　そうして、カサリナさんから放たれた光が、オレ達の全身を包むと、まるで夢から覚めるように意識が遠のくのが感じられる。

　その中で、オレは隣にいるフィティスとふと目が合い、彼女はオレに対し、微笑みを浮かべる。

「キョウ様──ありがとうございました」

　それは先程のオレの説得に対してか、それともこの世界で共にいられたことに関してなのか。

　どちらにせよ、オレが彼女のお礼に答えるよりも早く、光が全てを包み込み、オレ達はまどろみの夢より解放されていく──。
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「ぱぱー!!」

「無駄ですよ。いくら呼んだところで、彼らが目を覚ますことは──」

「……それはどうかな」

　最初に耳に飛び込んだのはオレを呼ぶスィの声と、それを嘲あざけるようなアリババの声。

　同時にオレの口が開き、瞼まぶたを開きながら、ゆっくりと上体を起こす。

　そうして目に入ったのは、涙で顔がぐちゃぐちゃになりながらも喜びに口を開けるスィと、こちらを見て驚愕の表情を浮かべるアリババ。そして、安堵するように微笑みを浮かべるリリィの姿であった。

「待たせたな。リリィ、スィ」

「ぱぱっ！」

「──全く心配させないでよね、キョウ」

　抱きつくスィの体を受け止めながら、オレは微笑むリリィに笑みを返しながら立ち上がる。

　そして、それに倣ならうように周囲に倒れていたフィティス、カサリナさん、ジャック、バーン、ドラちゃん、ムー達が起き上がる。

「さてと、なかなか良い夢を見られたぞ。アリババよ。しかし、ここに儂がいたのは不運であったな。いや、キョウという者を敵に回したのが失敗であったな」

「……ッ」

　悠然と立ち上がり、剣を抜くカサリナさん。

　ジャックもバーンもムー達もそれぞれ戦闘態勢を取り、ここに状況は一変した。

「降こう伏ふくせよ、アリババよ。お主も儂と同じく武芸に秀ひいでた勇者ではない。儂を含めてこれだけの相手をすれば、いかにお主であろうと勝ち目はない。すでにお主の切り札であった勇者スキルも我々には通じなかったのだからな」

「…………」

　そのカサリナさんの宣言を前に、アリババは手に構えていた剣をゆっくりと下ろす。

「確かにこれでは私に勝ち目はないな」

　そう言って自らの敗北を認めるようなことを口にするアリババ。

　しかし、その目に宿った殺意、憎悪はいっぺんたりとも消えてはいなかった。

「だが、ここで私を殺せば君達が欲している世界樹の宝石は永遠に手に入らないぞ」

「！　お前……！」

　アリババのその発言にオレは思わず焦るように身を乗り出す。

　こいつ、世界樹の宝石を盾にするつもりか。

　確かに現時点で、この大陸にある世界樹の宝石の在あり処かを知るのはアリババのみ。

　もし仮にここでアリババが死ねば、奴が隠したであろう宝石はこの先、一生手に入らない。

　陳腐だが、それゆえに効果があるアリババの発言に、オレ達は思わずその場で固まる。

　そんなオレ達の動揺を感じ取ったのかアリババは続ける。

「……安心したまえ。私はあの宝石にそれほど思い入れはない。君達が欲しいというのならくれてやろう。ただし──」

　一拍置き、アリババは目の前に立つリリィを指差す。

「その女を殺させること。それを果たせれば、私が持つ世界樹の宝石をお前達にくれてやろう」

　そのアリババの要求に対し、オレは背筋が凍る感覚を味わった。

「最初に街で貴様を見かけた瞬間から分かっていた。貴様がリリィを殺したＳＳランク魔物バロンであると」

「…………」

　それは普通なら知りえないはずのＳＳランクの秘密。

　この世界に存在するＳＳランク魔物は人化の能力を有している。

　それは世界樹を通して人型の魔物である魔王の力の一端を受け継いでいるからであった。

　事実、オレと共にいるムーも人型の姿をしている。

「あの日、村を燃やしリリィを殺したのが黄金の獣バロンであったことはあの村の生き残りから聞いていた。そして、ＳＳランク魔物が人化の能力を持つこともある勇者から聞かされていた」

　ある勇者？　それは一体、と聞く暇ひまもなく、アリババは憎悪燃えたぎる瞳でリリィを射抜く。

「そして、あの街で貴様を見た瞬間に全ての合点がいった。リリィを殺し、それに成り代わった恥知らずな獣。貴様を殺さずして、リリィに手た向むける花などないッ!!」

　そのアリババの怒りは正当なものであった。

　恐らく、アリババがリリィに抱いていたのはただの好意ではない。

　それは深い愛情の気持ち。そうでなければ、これほどの憎しみの炎を抱けるはずがない。

　この大陸の魔物を全て駆逐したのも、そうした愛する者を魔物に殺されたことへの憎しみもあったのだろう。

　アリババからの要求は、ある意味で正義に則のつとったものかもしれない。

　だが、それでも、たとえこの大陸にある世界樹の宝石が手に入るとしても、リリィを差し出すわけにはいかない。

　アリババが本物のリリィに対し、強い想いを抱くように、オレにとってもリリィはもうただの相棒ではない。

　決して失ってはいけない大事な──パートナーなんだ。

　そんなアリババからの要求に対し、返事をしようとした瞬間、しかしそれよりも早く答える者がいた。

「いいわ」

　声のした方を振り向くと、そこにいたのはリリィ本人であった。

「アタシの命でアンタの持つ世界樹の宝石を譲ってくれるのなら、それに越したことはないわ」

「なっ!?」

　そう静かに呟くとリリィは手に持った剣を鞘さやに収め、そのまま一歩前に出ると、その身をアリババへと差し出すように両手を広げる。

「なにバカなこと言ってるんだ、リリィ！　お前が犠牲になる必要なんてない!!」

「こうすることが当然なのよ」

　叫ぶオレに対し、しかしリリィは落ち着いた様子で断言した。

「彼にはアタシを裁く権利がある」

　それは悲哀に満ちたリリィの表情であった。

　彼女自身、本物のリリィを殺した罪悪感が晴れたわけではない。

　むしろ、今もなお自分の存在に対して悩み、葛かつ藤とうしている。

　だからこそ、そんな自分を裁く権利がある者がいるのなら、その裁きに身を委ゆだねたい。

　リリィのそんな罪悪感は分からないでもない。だが、それでも、それを認めるわけにはいかない。

「だめだ、リリィ！　お前を失うわけにはいかないんだ！」

「キョウ……」

　思わずリリィの前に出て、肩を摑むオレであったが、リリィの表情はこれまでよりも優しく、同時に寂しげであった。

「……ありがとう。やっぱりアンタに出会えてアタシ良かったよ」

「リリィ……」

　微笑むリリィであったが、その肩は確かに震えていた。

　やはり、恐ろしくないわけがない。後悔がないわけがない。躊躇ためらいがないわけがない。

　彼女だって、今を一生懸命生きている命なんだ。

　アリババの彼女に対する復ふく讐しゆう心がたとえ正当なものであったとしても、やはりリリィは殺させない。

　これはもはや正論なんかじゃない。ただの感情だ。

　その燃えたぎる意思を胸に、オレはリリィを庇うようにアリババの前に出る。

「……キョウ」

　そんなオレの背中越しからリリィの涙ぐんだ声が聞こえた。

　ああ、こいつのこんな声は初めて聞いた。出来るなら、顔も見てみたいがそんなわけにはいかない。

　オレはこちらを睨むアリババの視線を真っ向から見返していた。

「やれやれ、兄ちゃんにばっかり、いい格好をさせられないな」

「リリィさんは私達の仲間ですわ。ですから──」

「お兄ちゃんもお姉ちゃんも傷つけさせない」

「ぴぃー！」

「ままはすぃたちがまもる！」

「そういうことじゃな」

　見るとオレだけでなく、全員がリリィを庇うように前に出る。

　皆、リリィを想う気持ちはオレと同じであった。

　そんなオレ達を見つめるアリババの表情が僅かに曇る。

「……邪魔をするというのならば、お前達から始末するまでだ」

　そう言って剣を片手にこちらに近づくアリババ。

　ああ、やっぱりそうなるか……。

　こうなると、もうここにある世界樹の宝石は諦あきらめるしかないな。

　残り五つの世界樹の宝石で、なんとかするしかないか。後でモーちゃんに詫わびの連絡を入れないとな。

　そう思い、オレ達も再び臨戦態勢を取ろうとした、その瞬間──

「え？」

　思わぬ人物がオレ達とアリババとの間に割って入った。

　それを見た瞬間、一番に驚きを見せたのはアリババであった。なぜなら、それは──

「……リ、リィ？」

　そう、それは先程まで人形のように椅子に座っていた金髪の少女。虚うつろな瞳を向けたままのクローンリリィであったのだ。

「…………」

　驚くオレ達をよそにクローンリリィの唇が小さく動く。

「……っ……め……」

　そこから声のようなものが聞こえ、それを耳にした途端、アリババが更さらに驚愕する。

　恐らく彼にとってみれば、クローンがこのような行動を取ったのも、まして声を出したことも驚きだったのだろう。

　そして、それはオレ達も同じであり、必死に声を絞り出そうとしているクローンリリィの声に耳を傾ける。

　やがて、何度目かのかすれるような発声の後、彼女の唇から出た単語は一つであった。

「……だ、め……」

　ダメ。

　ただその一言。

　その一言のみを呟き、クローンリリィは両手を大きく広げ、まるでオレ達やその後ろにいるリリィを庇うようにアリババの前に立った。

　それを見た瞬間、背後にいるリリィの瞳から涙がこぼれるのをオレは見た。

　そして──

「……リリィ」

　あのアリババですら呆然とした様子のまま片膝をついた。

「リリィ、君は許せと……言うのか？　君を殺した獣を……君に成り代わっていた偽物を……それでも許せと……そう言うのか……？」

　クローンは何も答えない。

　ただ虚ろな瞳のまま、目の前のアリババを見つめるだけ。

　その瞳に映るアリババを彼女が正しく認識できているのかは分からない。

　ただクローンリリィは時折、小さく、それこそ掻かき消えるような声で同じことを呟いた。

「……だ、め……」

　そのたった一言。

　だが、その一言は全てを許してくれという慈愛を感じさせた。

　彼女を前にリリィは静かに泣き崩れ、そして、アリババもまた手に持った剣を静かに床に落とした。

「……っく、うっ、くっ……」

　アリババの瞳から涙がこぼれる。

　それは後悔や、怒り、懺ざん悔げや、無念。様々な感情入り混じる涙であり、大粒の涙を彼は何度も流し続けた。

　やがて、そんな泣き崩れるアリババに対し、目の前に立っていたリリィが恐る恐る膝を折ると、アリババの頭に優しく手を載せる。

「リ、リィ……」

　顔を上げ、名を呼ぶが、クローンが答えることはなかった。

　ただ、オレはその時、虚ろな彼女の表情がほんの僅か、ほんの僅かだけ微笑んだのを見た。
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　あるいは他者が見れば幻想と取られるような変化であっただろうが、その変化はオレだけでなく、アリババもまた見ていたようだ。

「……キョウ」

　彼は静かに呟いた。

「もう、いい……」

「え？」

「……私の、負けだ……。もう、その獣に、用は……ない……」

　そう小さく呟き、アリババは自らを撫なでるクローンリリィの手に身を委ねた。

　そこには先程までの憎悪に燃えたぎる男の姿はなく、ただ目の前の少女からの愛あい撫ぶを涙を流しながら受け止める男の姿があるのみであった──。
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「これがこの大陸にあった世界樹から取った宝石だ。受け取るがいい」

　あれからオレ達はアリババと共にビナー大陸王都の城へと戻った。

　女王モルジアナさんはアリババに、オレ達に対し、農業を成功させたことへの礼と冤えん罪ざいへの詫わびとして彼が持つ世界樹の宝石をオレ達に渡すように命じた。

　アリババは思いの外、素直に隠していた宝石を渡してくれた。しかし、

「だが、忘れるな。私はお前を許したわけではない。リリィを殺したという罪が消えることはないぞ」

「…………」

　アリババのリリィを見る目は変わらず厳しいものであった。

　それに対し、リリィは目を逸そらすことなく、真正面から受け止める。

「分かっているわ。それを踏まえた上でアタシはキョウ達と今を生きる」

　そんなリリィの答えを聞いた瞬間、アリババはどこか哀愁を漂ただよわせる雰ふん囲い気きを纏まとう。

「……前にリリィが言っていた。人も魔物もお互いを認めて共存できる、そんな世界が出来ればいいと。お前達にそれが出来るかは分からない。が、お前がそのリリィの姿を取るというのなら、せめてリリィが築きたかった理想の世界を築いて見せろ。それすらも出来なければ、その時は私が改あらためてお前を裁く」

　それはアリババなりの譲歩であり、亡きリリィへの想いを汲くみ取とった答えであった。

　リリィにとってバロンは親友であり、自らの夢を語った相手。

　そして、あのクローンのリリィでさえ、目の前のリリィを許してくれと頼んだ。

　その気持ちを汲み取ったからこそのアリババのセリフであり、オレもリリィもそれを理解した上で静かに頷うなずく。

「ええ、分かっているわ。リリィの想いは必ずアタシが遂とげてみせる」

「……そうか」

　そんなリリィからの返答を聞き、アリババは静かに頷き、オレ達から離れる。

　それと入れ違いに玉座に座っていたモルジアナさんがオレ達の方へと近づいてきた。

「キョウさん。改めて農業の方、ありがとうございます。すでにキョウさんのおかげであそこにいる魔物達も自立、自生し、私達でも管理できるようになりました。これからは魔学によるクローンと合わせてキョウさんが栽培してくれた魔物達をこの大陸中に広められるよう、努力いたしますね」

「フンッ、その魔物栽培士が作り上げた農業があるのなら、私の魔学ももう用済みであろう。女王陛下」

　そう言ってモルジアナさんが呟つぶやいた内容に反応するアリババであったが、しかしモルジアナさんはそんなアリババの言葉を否定する。

「いいえ、何を言っているのですか。アリババ。確かにあなたの魔学には欠点がありますが、それでもこの大陸を支えるだけの成果を上げたのですよ。それにあなた自身も言っていたではありませんか。自分の魔学はまだ成長すると」

「……なに？」

　思わぬモルジアナさんからのセリフに眉まゆをひそめるアリババ。しかし、それに構うことなくモルジアナさんは笑顔で続ける。

「あなただってこのまま魔学を未完成のまま放置するのですか？　クローンによる細胞の劣化。それを防ぐ自信がないとでも？　あなたの魔学は単に一時的な繋つなぎにすぎず、こちらの魔物栽培士が持つスキルには敵かなわなかったと、そう天下の勇者が負けを認めるのですか？」

「…………」

　そんなモルジアナさんからの挑発とも取れる言動に対し、アリババはしばし呆ほうけたような顔を見せるが、すぐに口元に笑みを浮かべると静かに頷く。

「確かにそれもそうだ。私の魔学がこの程度の発展で終わるはずがない。いいだろう。ならば、今度はクローンによる細胞劣化も、品質の劣化もしない技術を生み出すまで。そちらの栽培士が作った農業など、この大陸には不要であると今度こそ証明してやろう」

「ええ、それでこそ、魔学勇者ですわ」

　そう言ってモルジアナさんはアリババの宣せん誓せいを楽しむように微笑ほほえむ。

　この人も随分と女王らしくなったものだ。

　最初に見た時は少し弱気な印象があったが、オレ達の活躍が彼女の中にくすぶっていた炎を滾たぎらせたのなら、それに越したことはない。

　いずれにしても、これでこの大陸でのオレ達の役目は終わった。

「それで皆さんは、これからどちらに向かうのですか？」

　そんなオレ達の心中を察したのか、モルジアナさんがそう問いかける。

　それに対するオレ達の答えは一つであった。

「残る最後の一つの世界樹の宝石を手にするために、最後の勇者のいる大陸を目指すつもりです」

「最後の勇者？」

　オレがそう呟くと、真っ先にそれに反応したのはアリババであった。

　そんな彼に対し、オレは最後に残った勇者の名を告げる。

「はい。アラジンって言う勇者がいる大陸です」

　その名を口にした瞬間、アリババを含ふくむこの場の全員に緊張が走るのを感じた。

「……奴か」

　そう静かに呟いたアリババですら、どこか畏い怖ふの感情を抱いているように見えた。

「なるほど。奴を最後に残したのは賢明かもな。だが、あれから宝石を貰もらうとなると、それは不可能であろうな。あれは我々六大勇者の中で最も勇者たらんとしている者だ。そいつが世界樹の宝石を渡すとは思えない」

「それって、どういう意味ですか？」

　前にも似たようなことをシンに言われたことがある。

　同じ六大勇者でありながら、ここまで警戒される奴の正体とは一体どんな人物なのか？

　その一端をアリババの口から聞こうとした、その瞬間──

「た、大変です！　女王陛下！　アリババ様！」

　一人の兵士が慌あわてた様子でこの玉座の間に駆け込んできた。

　その表情はまるで恐ろしいものを見たかのように焦り、全身を汗で覆おおいながらも顔色はまるで死人のように青ざめていた。

「一体どうしたというのですか？」

　そんな兵士の異常とも言える態度にモルジアナさんが問いかけるが、そこから返ってきた答えはまさに予想を遙はるかに上回るものであった。

「魔物の、魔物の大群が空を覆い尽くしているのです！」

「なっ!?」

　兵士のその報告を聞くや否やここにいる全員が窓を開き、外の景色を確認する。

　すると、遙か先の海を超えた空の一角が真っ黒な闇やみで覆われていた。

　否、その闇は蠢うごめく生き物であった。

　何百、何千、何万という魔物の群れが文字通り巨大な暗雲となり空を覆い尽くしている。

　その数、オレがこれまで見てきたどんな魔物の軍勢よりも遙かに強大で巨大であった。

「なんだ、あれは……」

　オレの隣となりで同じ景色を見ていたアリババですら、冷や汗を隠すことが出来ずにいた。

「あ、あの魔物達、こっちに向かってきているの？」

　呆然とした様子でリリィが呟く。

　確かに、もしもあの数がここへ向かってくるのであれば絶体絶命なんてレベルではない。

　しかし、報告に来た兵士はそれに対し、首を横に振りながら叫ぶように告げる。

「いえ、あの魔物達の目的地はここではないようです。しばらく前から海を横断し、ここより遙か北にある大陸を目指しているようです」

「ここより北の大陸だと？」

　兵士のそのセリフにアリババが反応する。

　ここから北の大陸だって？

　ここは確か第三大陸ビナー。ここから東には第二大陸のコクマーがあり、そこはしばらく前にオレ達がいたシン達のいる大陸だ。

　となると、ここから北にあるという大陸は一つしかない。

　即ち、それはこの世界の一番北に位置する第一大陸ケテル。

　だが、そこに一体何が？

「キョウよ。どうやらお前にとっては色々とまずい事態になったようだな」

「え？」

　と、オレがそんなことを考えていると、アリババが声をかける。

　そして、次に彼が呟いたセリフはオレ達にとって衝撃的なものであった。

「お前達が会おうとしている最後の勇者。〝英雄勇者〟アラジンがいる大陸こそが、ここより北にある第一大陸、あの魔物達が向かっている先──ケテルだ」

「なっ!?」

　その予想外の事実と、予期せぬ出来事を前に、オレ達の世界樹の宝石を集める旅は意外な結末を迎えようとしていた。





　　　　◇　◇　◇






「……ここに戻ってくるのも久しぶりだな」

　空を覆う無数の魔物。

　その中心にて、他とは比べ物にならないほど巨大な鳥の魔物の背に乗る男の姿があった。

　白いローブに全身を包み、前方から吹き荒れる風に純白の髪をなびかせる美しい風ふう貌ぼうの男。

　右手に紅あかい刻こく印いんを刻んだその者こそ──〝刻印の魔女〟アンスール。

　彼はたどり着いた一つの大陸を前に、その先にそびえ立つ巨大な城と王国を眺めていた。

「本当ならば、もっと早くにここを潰つぶしておくべきだったな」

　そう呟くアンスールの瞳ひとみはかつてないほど、激しい憎悪の炎に燃え滾っている。

　もしそれをキョウが見ていたのなら、彼の瞳がアリババがリリィに対し向けたそれと同一のものであったと気づいたであろう。

　そんな憎悪燃え滾る瞳を向けながら、アンスールは刻印が刻まれた右手を高々と上げる。

　それに呼応するように彼の周囲に存在した無数の魔物達が咆ほう哮こうを上げ、まるで宣戦布告とばかりに大陸中に怒号を響かせた。

「だが、それも今日ここで終わりだ。六大勇者筆頭〝英雄勇者〟アラジンよ。今こそ──クラウディアの仇かたきを取らせてもらうぞ」

　その宣言をもって、今ここに〝刻印の魔女〟アンスール率ひきいる魔物の軍勢と〝英雄勇者〟アラジンが治める王国にて、最終決戦の幕が開かれようとしていた──。






あとがき






　ＦＧＯ最高だぜ！（挨あい拶さつ）

　というわけでいつものごとく、ＦＧＯの挨拶から入りました。

『魔物栽培』、皆様のおかげで五巻目に突入です。これもここまで購入していただいた皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　さてさて、今回ようやくリリィにまつわるエピソードが描かけました。

　こちらに関してはウェブ版と同じような設定ですね。

　すでにウェブ版を読んでいる人にはご存知の設定だったかもしれませんね。

　一応、一巻の時点からこの設定はあったので、リリィの髪飾りなど微妙な伏線になっておりました。

　それと今回やりたかったことは一巻のメンバーを再び出すということですね。

　栽培自体も一巻の時の自由な栽培を思い出しながら執筆しておりましたので、この辺はぜひ一巻のメンバーと合わせて懐なつかしみながら見ていただけたらと思います。

　正直フィティスは、もっと出番を与えたいキャラの一人でした。

　個人的にも気に入っていたキャラで、主人公をヨイショするのにいいポジションのキャラでもありますので。

　ウェブ版ではそこそこ出番があるのですが、書籍版ですと各地を旅しないといけないのでフィティスはお留守番になってしまい、出番を与えられずに寂さびしい気持ちでした。

　今回はそんなフィティスに再び出番を与えつつ、リリィの過去を上う手まく消化できればと書かせていただきました。

　あっ、ちなみにモルジアナさんも密ひそかにお気に入りです。身長高い系女の子も可愛かわいいのです。

　さてさて、今回で六大勇者の内、五人との邂かい逅こうも済すんで、残る勇者も一人となりました。

　恐らく次巻で全すべての決着をつけて、キョウの旅も終着点に向かうと思いますが、ぜひ最後まで見ていただければと思います。

　アンスールに関してもどうなるかは、ぜひ次巻をお楽しみにしてくださいませ。

　ちなみに今回やたらと『千夜一夜物語』関係の名前が多いなーと思われたかもしれませんが、実は六大勇者の名前はペルシャ系で統一しておりました（お気づきの方もいるかもしれませんね）。

　ザッハークやロスタムなどペルシャの〝叙事詩〟に登場する有名な人物ですね。『千夜一夜物語』もペルシャの王に語り聞かせたということで、これもペルシャ関係ですね。

　ただしカサリナさんだけは例外です。あの人だけはペルシャ関係ないです。今にして思えばあの人の名前もペルシャ系の何かにすれば良かったなーとちょっと後悔。

　それでは今回の宣伝です！　なんと今回、この五巻が発売されたのと同じ月に『異世界ですが魔物栽培しています。』の漫画三巻が発売されましたー！

　漫画の方も皆さんのおかげで順調に出版され、小説では描かれなかった部分も色々と描かれております。

　そして、漫画の方も舞台は小説一巻から小説二巻へと移りました！

　二巻は砂漠の大陸ネツァクでの帝王勇者とのエピソードになり、小説を読んだ方はすでにどういった流れになるかご存知かもしれませんね。

　しかし、漫画という媒体で初めて絵にされるシーンや漫画ならではの展開なども多数ありますので、こちらぜひ小説をお読みになった方にも購入していただけると嬉うれしい限りです！

　では、そのような感じで今巻のあとがきを締しめさせていただきます。

　最後にシグルドさんのモーションかっこ良すぎ。強化早くお願いしますね（ニッコリ）。
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